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　──すいませんね、奈な倉くらさん。時間を取らせてしまって。

「えーと、鯨くじら木ぎさんでしたっけ。保険会社の人が俺おれになんの用なんすか？」

　──唐とう突とつな質問ですが、折おり原はら臨いざ也やという人間を御ご存ぞん知じですか？

「折原臨也？　ああ、知ってますよ。同じ学校だったし、変わった名前だから忘れようもないっすわ。なに、あいつ、とうとうなんかやらかしたんすか？　保険金詐さ欺ぎとか？　まさかまた俺の名前使ったんじゃないっすよね。あらかじめ言っときますけど、俺、無関係っすよ。最近は会った事もないし」

　──『とうとう』とは？

「あ、保険屋さん、あいつに直接会った事ないんすか？　いや、一回会えば解わかりますよ。あいつが普通じゃないってのは一発で解るって。……いや、女相手には普通のフリすんのかな。あいつの信者みてーな取り巻きの女、結構いたんで」

　──さっき、『また俺の名前を』とおっしゃってましたが。

「ああ……。なんつーか、俺おれ、あいつに名前売ったんすよ」

　──名前を売った……とは？

「いや、あいつ、会って話した時、家に内ない緒しよで買いたい品物とかあるから、ネット通販の申し込みに名前とかを使わせてくれ、って言ってきてさ。最初はもちろん断ったんだけど、結構いい金を呈てい示じしてくるからさー。クレジットカードとか口座番号教えるわけじゃねえし、別にいいかなって思って」

　──具体的には、どんな事が？

「何度か、俺宛あての荷物が届いたよ。事前に折おり原はらの奴やつから『届く』って連れん絡らくがあったし、俺は一人暮らしだから間違える事もなかったしね。あ、でも、中身が気になってさ。一回だけ、間違えたフリをして開けた事があるんすわ」

　──何が入ってたんです？

「普通の本でしたよ。ちょっとエロい感じはあったけど、民俗学の研究書って感じだったかな。間違って開けたっつっても大して怒らなかったしね」

　──彼は、普通の学園生活を送っていたのですか？

「普通もなにも、来らい良ら大の講義に顔出してるのはあんまり見た事なかったなあ。いや、サボる奴やつは多かったから普通っちゃ普通かもだけど……。たまに構内で白衣を着た変な眼鏡めがねと喋しやべってるのを見た事あるよ。医学部の奴かなって思ったんだけど、なんか部外者らしくて……あー、そうだそうだ、折原の奴は『闇やみ医者だよ。銃じゆうとかで撃うたれた時、警察沙ざ汰たにして欲しくなかったら診みて貰もらうといい』なんてくだらねえジョーク言ってたわ」

　──……。

「っと、すいません。折原の話でしたよね。まあ、でも、言った通り、なんか普通じゃない奴だったんで、ちょっと距離を置いてたのは事実だよ。さっきも言ったけど、取り巻きの女とかは別として、普通の友達ってのは……その白衣の奴ぐらいだったんじゃないかな。いや、そりゃ部外者なのに構内に連れこんでんだから友達なんだろうけど」

　──孤立していたんですかね。

「まあ、高校時代に、平へい和わ島じまっつー、すっげーヤバイ不良と揉もめてたらしいって話も聞いてましたからね。話してみるとそんな悪い奴でもないけどさ。何度も言うけど、普通じゃあなかったよ」

　──そんな、距離を置いていた相手に自分の名前と住所を貸したんですか？

「そう言われるとアレなんだけどさ……。ほら、俺一人じゃなかったし」

　──一人じゃない？

「ああ、あいつさ。大学の中に、そうやって名前を借りてる相手が何人も居たんだよ。殆ほとんどは女だったけど、男も何人かいたよ。それにほら、結構金に困ってたってのもあるし……」

　──彼について、他ほかに何か知っている事は？　生おい立ち等についてでも構いません。

「だーかーらー、そういう事については、俺おれに聞くのは筋違いですって！　マジでもう、あんな風に名前貸して怪しい事してたなんてのも、職場に知られたら変な目で見られるっしょ！」

　──それは失礼しました。貴方あなたが大学時代に親しくしていた、という噂うわさを聞いたもので。

「誰すか、んな事言ったの……まったく、いい迷めい惑わくっすよ。俺は折おり原はらの事なんて……」

　──どうなさいました？

「いや……そう考えると、俺、あいつの事を何も知らないな」

　──では、他ほかにどなたか彼について詳くわしい人はいらっしゃいませんか？

「いや、そうじゃなくてさ、そもそも、あいつの詳しい過去とか、そういうのを知ってる奴やつなんて大学に居たのかな。取り巻きの女なんか、本当にただの取り巻きに過ぎなかったろうし……。あいつ個人の事を知ってる奴がいるとすれば、さっき言った白衣の野や郎ろうぐらいかな」

　──その人の名前は？

「解わからねえっすわ。つーか、今思うと、俺、なんかとんでもない事しちまったんじゃないかって、ちょっとブルって来たんすけど。いや、来たんすよ、ブルっと、寒気っつーんすか？　あいつに俺の名前貸したのって、もしかしてとんでもない事だったんじゃねえかって……」

　──大だい丈じよう夫ぶです。貴方の名前が使われたなどという事はありませんよ。私の知る限りですが。

「ならいいんすけど……つーか、マジでなんであいつの事を調べてんですか？　本当にあいつ、なんかやらかしたんじゃ」

　──内部機密なので詳しくお話しする事はできませんが、当社が扱っている保険金の受取人に彼の名前が出てきたものですから。

「……ああ、なるほど。保険金詐さ欺ぎとか疑ってるわけだ。……まあ、確かに折原ならやっててもおかしくねーっつーか……。人の弱みを握にぎるのが上う手まそうだし……。あ、そうだ、それで思い出したよ。確かあいつ、なんかの時に人間観察が趣しゆ味みだとか言ってた」

　──人間観察、ですか。

「痛いだろ？　大学生にもなって『趣味は人間観察だ』なんて言い切れるんだからよ。でも、上から目線、ってのともちょっと違うっつーか……ほら、ネコ好きの奴がネコを見る時、純粋に可愛かわいい可愛いっつーだろ？　ネコが怒ってようが、拗すねてようが、ただ寝てるだけだろうが」

　──人間をネコのように見るのなら、それは上から目線なのでは？

「いや、そうでもないっつーか……あくまで人間をネコに喩たとえたらの話だけどよ……」

　──？

「あいつは多分、ネコが車に轢ひかれようが、病気で死ぬ瞬しゆん間かんだろうが、ネコ同士で喉のど笛ぶえを嚙かみ千ち切ぎりあってようが、いつもと同じように言うんだと思うぜ」




「……『可愛いねえ』ってよ」













暗い場所で　１







「気分はどうかなあ？　情報屋さん」

　その場所は、一見すると開店前のバーのように感じられた。

　だが、本来酒が並ぶ筈はずの棚たなは空からになっており、所々で壁紙などが剝はがれていて、営業を続けている真っ当な店とは思えない。

「それとも、折おり原はら臨いざ也やってフルネームで呼んであげた方がいい？」

　暗い店の中に響ひびき渡るのは、若い女性の声だった。

　年は二十代半ばといった所だろうか。どこかの高級ブティックの店員といった格好をしており、薄うす化げ粧しようの顔の上には、少しだけパーマの掛かったミニマムショートの髪かみが載のっている。

　見た目の割には少女趣しゆ味みの混じった口く調ちようで問うが、暗い店内から返事はない。

　彼女の周囲には、バーの中の錆さび付いた椅い子すに座る複数の影が。

　人影には女の方が圧あつ倒とう的に多いが、何人かはゴツイ体型の男も混じっているようで、店内に電気が灯ともってこざっぱりとしていれば、ホステス達とウェイター＆用よう心じん棒ぼうといった雰ふん囲い気きだ。

　だが、そんな空気を完全に否定する存在が、店の中央に座らされていた。

　洒落しやれたデザインのスチールフレームチェアに座る、一人の男。

　黒い服を纏まとっているように思うが、暗い店内なので詳くわしいデザインは解わからない。

　しかし、その男にとっては店内の明暗など関係ない状態だった。

　男は、コーヒー豆の輸出入などに使われるような麻あさ袋ぶくろを頭から首にかけて被かぶせられており、顔は疎おろか、髪かみ型すらも解らない状態だ。

　呼吸音だけは聞こえてくるが、女の問いかけに対する返事はない。

　男の両手は背中側で縛しばられており、目の見えない状態では迂う闊かつに立ち上がる事もできないような状態だった。

「あは、返事できないかぁ。そうだよねー、ここに来るまでに、たくさんたくさん殴なぐられちゃったんだもんねえ。あ、もしかして、歯とか全部折っちゃった？」

　自らも男と同じタイプの椅子に座ったまま振り返り、背後の人影に問いかけるミニマムショートの女。

　背後にいた女の一人は、淡たん々たんとした調子で女の声に応こたえた。

「壊こわしてないよ。いい男だったし、勿もつ体たいないじゃん」

「そ、ならいいの。これからの楽しみが多い方がいいしね」

　まだ十代なのではないかと思えるような声だったが、暗くら闇やみの中なので年ねん齢れいは良く解らない。

　一体どういった集団なのか、麻袋の男には一切説明せぬまま、この室内をミニマムショートの女が支配しているという空気だけを押しつける。

「で、情報屋さん、あなた、なんで今、こんな事になってるのか解るかなあ？」

　再び麻袋の男に問いかけるが、答えはない。

　荒い呼吸音だけが布越しに聞こえるだけで、相手に意識があるのかどうかも解らなかった。

「ヒントだよ、私の渾あだ名なは……ミミズ。こう言えば解るかなあ？」

　ミミズという、渾名というよりは悪口に近い二ふたつ名なを聞き、男は、麻袋に包まれた頭をゆっくりと持ち上げた。

「あっは！　反応した反応した！　なにこれ、人形みたい！　面おも白しろーい！」

　ケラケラと嗤わらう女──ミミズは、不思議系の女子高生が後こう輩はいの男子生徒に言うような感じで、麻袋の額ひたい部分を人差し指で押しながら呟つぶやいた。

「一つ、いい事を教えておいてあげるね、折おり原はら臨いざ也やさん」

「……」

　無言のままの情報屋に対し、女は更さらに言葉を紡つむぐ。

「情報屋だかなんだか知らないけどさ、お兄にいさん、ちょっと目立ちすぎだよね？」

「……」

「私達の事を調べようなんて物好きがいるから、ちょっと調べてみたら、なんなの、お兄さん。面おも白しろ過ぎるよ？　五十二枚全部ババのトランプでババ抜きするぐらい面白いっぽいよ？」

　珍ちん妙みような喩たとえを出すミミズに、麻あさ袋ぶくろをかぶった男は、相変わらず呼吸音を響ひびかせるだけだった。

「情報屋ってさ、あれでしょ？　普通は、水商売のお姉ねえさんとか、お巡まわりさんとか、怖こわーい人達の下にいる小こ間ま使づかいさんとか、風俗の客引きの人とか……そういう人達が、自分の知ってる事を他ほかの人にお金で売るっていう『副業』だよねえ？」

「……」

「それをメインにして、しかも『情報屋』なんて名乗って、しかも有名だなんて、情報屋として最低なんじゃないかなあ？　だってさ、例えばお巡りさんや怖い人達の情報屋なんて、自分がそうだってバレたら、大変な事になっちゃうよね？　逮たい捕ほされたり、指を詰めたりしなくちゃいけないよね？　ああ、それとも、東とう京きよう湾でお魚さんの餌えさになっちゃうのかな？　ねえ？」

　クスクスと嗤わらいながら、女は物ぶつ騒そうな事を軽い調子で口にする。

　まるで、童話のエピソードを子供に語り聞かせているかのように。

「教えてあげる『いい事』っていうのはね……貴方あなたみたいな目立ちたがり屋さんは、情報屋には一番向いてないって事だよ？　勉強になったかな？」

「……」

「ねえ、聞こえてる？　ヒントっていうか、答え言っちゃうけど……粟あわ楠くす会の怖いおじさん達に言われて、私達の事を調べてたんでしょ？」

　反応がない麻袋男の額ひたいに人差し指を置いたまま、クルクルと円を描くように手首を動かすミミズ。憔しよう悴すいしているのだろうか、男の頭がそんな彼女の動きに逆らう事無く揺れ動く。

「でも、『いい事』っていったけど、あんまり参考にはならないかな？」

「……」




「だって、もう二度とお仕事とかできなくなるんだもんねえ？」




　少女のように無む邪じや気きな表情で、残ざん酷こくな事を言う二は十た歳ち過ぎの女。

　彼女達は、一体何者なのか。

　そして、この廃は棄きされた店てん舗ぽの中で、一体何が起こっているのか────




　時は数日前──折おり原はら臨いざ也やという情報屋の許もとに、粟楠会からの依頼が入った時まで遡さかのぼる。
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８月上じよう旬じゆん　都内某ぼう所しよ




「なんだかこの車に乗るのも久しぶりですね」

　高級車の後部座席。左側の窓側に座り、外に流れる町の景色けしきを見ながら、折おり原はら臨いざ也やが呟つぶやいた。

　黒いシャツの上に、やはり黒い薄うす手での夏用コートを身に纏まとっている青年は、緊きん張ちようした様子もなく同じ車内に座る男に向き直る。

「四し木きさんの顔も、なんだか懐なつかしく感じますよ」

「そうですかね。私には、つい先日の事のように思えますが」

　淡たん々たんと答えるのは、切れ長の目が特徴的な、三十代～四十代といった風ふう体ていの、威い圧あつ感のある男だった。

　四木と呼ばれたその男は、臨也に対して感情の見えぬ表情を向け、淡々と自分の言葉を口にする。

「腹を抉えぐられたと聞きましたが、大だい丈じよう夫ぶですか？」

「ああ……なんかニュースになっちゃったらしいですね。写真が出なかったのが幸いですけど」

「誰にやられたんです？」

「私も探ってる最中ですよ。まあ、私に逆恨みする人は多いでしょうからね。……それを聞くために、久々に呼びつけたわけじゃないでしょう？」

「興味本位半分、仕事半分ですよ。うちが贔屓ひいきにしている情報屋を刺さした奴やつがいるってんなら、もしかしたらうちに仇あだなす連中かもしれない……ってだけの話です」

　首をクイ、と横に伸ばし、四し木きは更さらに問いかける。

「ところで、折おり原はらさん、あなたは『奈な倉くら』っていう奴に心当たりはないですかね？」

　明らかに年下の臨いざ也やに対し、慇いん懃ぎんな態度で尋たずねる四木。だが、その言葉には鋭い冷たさが含まれており、彼の声が響ひびくだけで車内の空気が鋭さを増した。

　そんな空気の中でも、臨也はいつもの調子で口を開く。

「ナクラさん？　それ、名みよう字じですか、名前ですか？　中学の時と大学の時の同窓生に、それぞれそんな名前の奴がいたような気もしますけど……」

「いえ、うちの組長のお嬢じようさんに、色々と妙みような事を吹き込んだ奴でしてね……」

「お嬢さんて、まだ小学生ですよね？　ダメですよ、池いけ袋ぶくろの治安がいくらいいからって、悪い男を近づけちゃ。いや、それとも女なんですかね、そのナクラっていうのは？」

　全く取り乱した様子もなく呟つぶやく臨也に、四木は数秒沈ちん黙もくし──

　やがて、何事も無かったかのように『本題』に移る。

「……ま、世間話はこのぐらいにしておきましょう。今日きようは、貴方あなたに一つ調べて欲しい事がありましてね。我々が派は手でに動くわけにはいかないし、普通の探たん偵ていを雇やとうには、少々危険の大きい事案です」

「私なんかに声をかけてくださったという時点で、そういう仕事だってことは察しが付きますよ。最悪、私を斬きり捨てても粟あわ楠くす会さんにはなんの痛手もありませんからね」

　皮肉の込められたその言葉には何も応こたえず、四木は一つの単語を口にした。

「……『アンフィスバエナ』、という名に心当たりは？」

　唐とう突とつに切り出された単語に対し、臨也は殆はとんど間を空あけずに斬きり返した。

「アンフィスバエナ……リビアに住むと言われる伝説上の蜥蜴とかげですよね。身体からだの前と後ろに頭を持った双そう頭とうの毒蜥蜴。多くの詩人の手によって、身体にコウモリの羽が生はえたり色々な『進化』を遂とげさせられ、西洋貴族の紋もん章しようにも使われるようになった存在ですよ」

「……ほう。初耳の情報ばかりだ。私には、西洋の神話に出てくる竜りゆう、ぐらいの知識しかありませんでしたよ」

「寧むしろそれすら知ってる人は少ないと思いますよ。日本ではマイナーな伝でん承しようですから。……というか、わざわざ四木さんが調べたっていう事は、その単語絡がらみで何かあったわけですね」

　推測で話を進める臨いざ也やだが、四し木きは話が早いとばかりに頷うなずき、言葉を続ける。

「アンフィスバエナ、そういう名前の組織……いや、店名とでも言うべきか、そういう名前の闇やみカジノを仕切るグループがありましてね」

「なるほど？　粟あわ楠くすさんが仕切っている賭と場ばの中にはない名前ですね」

　自分は粟楠会の絡からんでいる店てん舗ぽを全すべて知っているとでも言いたげな言葉。四木はそれを否定も肯こう定ていも、不快な表情すらすることなく、淡たん々たんと言葉を紡つむぎ続ける。

「……最近だと、組が直接その手の店を開く事が難しいってのは、折おり原はらさんも御ご存ぞん知じでしょう。表向きの店を出そうにも、調べられて少しでも組の名前がちらつけば営業許可が下りませんからね。マンション賭と博ばくとかになるとまた話は別ですが……まあ、それはいいでしょう」

　四木はそこで一息つき、バックミラー越しに臨也の目を見てから再び口を開いた。

「縄なわ張ばりの中にある組とは無関係の店から、違法賭博をネタに多めにミカジメ料を取るってのがうちのやり方ですがね。その店が、どこにあるのかが摑つかめないんですよ」

「摑めない？」

「……『会員制の闇やみカジノがある』って話は、割と昔から聞いてたんですがね。最初は、単なる噂うわさと思って聞き流す人間が殆ほとんどでした。ですが、確かに、こちらがミカジメを取ってる闇カジノや、あるいはうちが直接嚙かんでる賭場の客まで減ってる始末でしてね……」

「なるほど……詳くわしい話を伺うかがいましょうか」

　四木の説明によると、最近になって『アンフィスバエナ』の情報が真実味を増したのは、粟楠会が金きん主しゆとなっている闇金業者の常連がポロリと情報を溢こぼしたからだそうだ。

　さっそくその常連を脅おどし、賭場が開かれているという場所に案内させたのだが──そこは、単なる貸しパーティー会場で、探りをいれようとした時には既すでに結婚相談所の主しゆ催さいするパーティーが開かれている最中だったという。

　常連を再び脅してみたのだが、彼にもわけが解わかっていなかったようだ。賭場が開かれる会場は、会員制のメールで回ってくるそうで、そこには『パーティーのお知らせ』のような物しか書かれておらず、賭博については一いつ切さい触ふれられていない。

　通常、そうした会場貸し業者が賭博に場所を貸す筈はずなどないのだが──店内では、チップからの換かん金きんも、金によるチップの購入も行われていないのだそうだ。




「へえ……換金は別の場所でなんて、まるでパチンコ屋の景品交換所みたいですね」

　そこまでの説明を聞いて、臨也は薄うすい笑みを浮かべて見せた。

　四木はそんな笑みに対して無表情を返し、そのまま説明の続きを口にする。

「チップのやり取りもおおっぴらにやってるわけじゃなく、ＩＣチップだかなんだかを使って管理してるらしいですよ。パーティー会場の管理人からすりゃ、単に金の動き無しの卓たく上じようゲーム大会をやってるようにしか見えないそうでね」

「確かに」

「警察の立場なら、招集するメールから色々と辿たどれば終わりなんでしょうが……こっちの立場で辿ろうにも、海外のサーバーを挟はさんでるらしく、かなり厄やつ介かいな感じでしてね。海の向こうの同業者の皆さんに渡りをつけてまで追う程の話ってわけでもありませんから」

　肩かたを僅わずかに竦すくめながら話す四し木きだが、その言葉に含まれる鋭さは欠片かけらも鈍にぶってはいない。

　臨いざ也やはそんな威い圧あつ感のある声に晒さらされつつも、あくまで自分のペースを守り続ける。

「でも、話だけ聞くと、随ずい分ぶんと大だい胆たんというか、後あと先さき考えない手口ですよねそれ。チップを使わない電子管理の賭と博ばくとは。負けた時にいくらでも難なん癖くせつけられそうなもんでしょう。『この負けの数字は故こ障しようだ』とかなんとか」

「その通りですよ。まあ、その辺は何かしら考えてるんでしょうがね。……他ほかの事も含めて、『アンフィスバエナ』の連中の手口は酷ひどく危うい。綱つな渡わたりどころか、とっくに足を踏み外してるのに、落ち続けてる事に気付いてない状態と言ってもいいでしょう」

「つまり、しっかりと地面に叩たたきつけてやりたいってわけですね」

　これまでで一番楽しそうな表情を見せる臨也だが、四木はそんな声に応こたえる事はない。

「最初に話を聞いた常連の所に、それ以降は一切メールの連れん絡らくも来てない、ってのが妙みような話でしてね。まるで、こちらが感づいた事までお見通しだったとばかりにドロンしたとなりゃ、こちらも少々手を変える必要が出てきましてね」

「それで、俺おれみたいなフリーの人間を雇やとうってわけですか。使い捨てできますしねえ」

「うちの縄なわ張ばりだけの問題だったら、そこまでいきりたつ事でもないんですがね。粟あわ楠くす会だけじゃなく、他ほかの目め出で井い組系列のシマの中でもそんな噂うわさが立ってるとなりゃ、話は色々と変わってきましてね。最低でも、どこかの組がバックについてるのかどうかだけでも知る必要がある。でないと、目出井の組同士でお互いが疑ぎ心しん暗あん鬼きになりますから」

　そこで、彼は静かに息を吐はき出し、臨也に告げる。




「つまり、その連中の裏ぁ探って欲しい、って事ですよ」
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数分前　都内某ぼう所しよ　路上




『まあ待て、話し合おうじゃないか』

　そんな文字が、黒いライダースーツを纏まとった人影の手の中に浮かび上がる。

　より正確には、手の中にあるＰＤＡの画面上にだが。

　ライダーが跨またがっているのは、一台のバイク。そのバイクにはヘッドライトもナンバープレートもなく、搭とう乗じよう者のライダースーツのように、周囲の光を全すべて吸い込むかのような漆しつ黒こくのカラーリング。フレームやホイールまで見事に黒に染められているその佇たたずまいは、まるでバイクの影だけが立体的に浮き上がっているかのようだった。

　しかし、そんな異常とも幻想的とも言えるバイクの前に立ち塞ふさがるのは──

　これでもかという程に現実的な集団だった。

「ほう……観念して弁護士でも呼ぶ気になったか？」

　集団──数台の白バイ警官の先頭にいた男が、ライダーに向かって不ふ敵てきな笑みを浮かべて見せる。その笑みにゾワリと背筋を震ふるわせながら、黒バイクのライダーは更さらなる文字をＰＤＡに打ち込んだ。

『し、調べてみたんだが、東とう京きよう都の場合は、軽車両扱いでも馬に灯火の義務はないという話じゃないか。灯火義務の項目にも【牛馬は除く】と書いてあったぞ』

「ちっ……バレたか……」

『バレたかって……こ、この不良警官！　横暴だ！　冤えん罪ざいだ！　汚職じゃないか！』

　ここぞとばかりに強気に文字をぶつけるライダーに対し、白バイ集団のリーダー──葛くず原はら金きん之の助すけは、更さらに口元を歪ゆがませながら問いかける。

「ほう。なら、あくまでそれは馬だと言い張るんだな？」

『わかってくれたか』

　いけるかもしれない。そんな安あん堵どが胸に去来しかけたライダーに、葛原はハンドルを握にぎり込みながら問い続ける。

「で、お前はその馬という軽車両で、バイクと同じように道路を走ってきたんだな？」

『えっ』

「軽車両と二輪車の道路走行のルールについての違いは、どれだけ言える？」

『……えーと……それは……』

　旗色が悪くなったのか、ライダーのＰＤＡの画面上に、誤ご魔ま化かすような『……三点リーダー』が増える。

「とりあえず、あそこの標識見えるか？」

　葛原が指さした先に見えるのは、規定速度を現す『30』と書かれた看かん板ばんだった。

「で、自転車とかでも、標識の規定速度は守る必要があるって知ってるか？　お前、今、俺おれらから逃げる時に明らかにオーバーしてたよな？」

『……!?』

「この俺を相手に５分も停止命令無視とは良い度胸だ……。つーわけで、大人おとなしく身分証を……あっ、テメエ！」

　話の途と中ちゆうでエンジン音すら響ひびかせる事なく急発進し、その場から一いち目もく散さんに逃げ出す黒バイク。

　無音走行という不自然かつ不ぶ気き味み極まりない光景を前にしても、決して怯ひるむ事なく──交通機動隊は、今日きようも路上の治安を守る為ために走り出す。




　たとえ、相手が異い形ぎようの化ばけ物ものであろうとも。
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　セルティ・ストゥルルソンは人間ではない。

　俗に『デュラハン』と呼ばれる、スコットランドからアイルランドを居きよとする妖よう精せいの一種であり──天命が近い者の住む邸てい宅たくに、その死期の訪れを告げて回る存在だ。

　切り落とした己の首を脇に抱かかえ、俗にコシュタ・バワーと呼ばれる首無し馬に牽ひかれた二輪の馬車に乗り、死期が迫る者の家へと訪れる。うっかり戸口を開けようものならば、タライに満たされた血液を浴びせかけられる──そんな不ふ吉きつの使者の代表として、バンシーと共に欧おう州しゆうの神話の中で語り継つがれて来た。

　一部の説では、北ほく欧おう神話に見られるヴァルキリーが地上に堕おちた姿とも言われているが、実際のところは彼女自身にもわからない。

　知らない、というわけではない。

　正確に言うならば、思い出せないのだ。

　祖国で自分の『首』を盗ぬすまれた彼女は、己の存在についての記き憶おくを欠落してしまったのだ。

『それ』を取り戻すために、自らの首の気配を追い、この池いけ袋ぶくろにやってきたのだ。

　首無し馬をバイクに、鎧よろいをライダースーツに変えて、何十年もこの街を彷徨さまよった。

　しかし結局首を奪だつ還かんする事は叶かなわず、記き憶おくも未だに戻っていない。

　首を盗んだ犯人も分かっている。

　首を探すのを妨ぼう害がいした者も知っている。

　だが、結果として首の行ゆく方えは解わからない。

　セルティは、今ではそれでいいと思っている。

　自分が愛する人間と、自分を受け入れてくれる人間達と共に過ごす事ができる。

　これが幸せだと感じられるのならば、今の自分のままで生きていこうと。

　強い決意を胸に秘め、存在しない顔の代わりに、行動でその意志を示す首無し女。

　それが──セルティ・ストゥルルソンという存在だった。
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都内某ぼう所しよ　高級車内




　そんな、普通の人間からすれば『異常』の塊かたまりとも言うべき存在──首無しライダーが、臨いざ也や達の乗る車の横を追い抜いていく。

　すぐ後に続く白バイ隊の動きを目で追いながら、臨也は楽しそうな笑みを浮かべて呟つぶやいた。

「今日きようも警察は頑がん張ばってるみたいですねえ。東とう京きようの治安も安心だ」

　粟あわ楠くす会の幹部に対する台詞せりふとは思えない事を吐はき出す臨也だが、四し木きは特に不ふ機き嫌げんな顔を見せてはいない。代わりに、相手の調子に同調する様子も無かったが。

「今の白バイ警官が来てから、正直あの運び屋さんには仕事を頼みづらくなりましたよ」

「葛くず原はら金きん之の助すけ。葛原って名みよう字じは、貴方あなた達にも思う所があるんじゃないですか？」

「……」

「マル暴ぼうにいるのは葛原夢ゆめ路じでしたっけ？　確か、その警部のせいで黄根さんも粟楠会を破門に……」

　臨也の言葉は、四木の声によって途と中ちゆうで遮さえぎられる結果となった。

「余計な好こう奇き心しんは蛇へびすら殺すぜ、情報屋」

　初めて、仕事相手に対する慇いん懃ぎんな敬語ではなく、干え支とがひとまわり分以上も年下の青年に対する口く調ちようとなった。

　だが、余計な事を突かれた怒ど気きが籠こもっていたわけではなく──四木の表情は、僅わずかに笑っている。笑顔であるにも関わらず、言葉はひたすらに、鋭く、重い。
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　押し当てられた威い圧あつ感に怯ひるむ事なく、臨いざ也やもあくまで泰たい然ぜん自じ若じやくとした態度を保ちながら、四し木きの言葉にツッコミを入れる。

「それを言うなら猫ねこじゃないですか、四木さん」

「西洋じゃ、猫は九回殺せば終わりだって言うが……蛇へびは、再生を繰り返す不ふ老ろう不ふ死しの象しよう徴ちようって言うだろう？　……殴なぐられようが刺さされようが脱皮して戻ってくるアンタみたいにな」

「……四木さんて、意外とそういう方面詳くわしいですよね。漫画とか好きなんですか？」

　皮肉を口にするが、四木は情報屋の言葉を耳に入れず、淡たん々たんと自分の言葉だけを口にした。

「情報屋のアンタが何を識ろうが、知ったことじゃない。俺おれ達にとって重要なのは、そいつをアンタが吞のみ込んだままにするか、舌したに乗せて吐はき出すか……それだけだ」

「肝きもに銘めいじておきますよ」

「好こう奇き心しんは猫を九回刻む程度で終わりだろうが、『余計な』好奇心は、それよりちょいとばかし手て間ま暇ひま掛かったオシオキが待ってる……って話だよ、情報屋」

「……」

　一いつ瞬しゆんの沈ちん黙もく。

「さて、仕事の話に戻りましょうか」

　この数十秒間の饒じよう舌ぜつが噓うそであるかのように、四木は顔面から表情を消し去り、機械的に声を紡つむぎ出す。

「そのアンフィスバエナの件で、一つだけこちらが摑つかんだ情報がありましてね」

「なんです？」

「うちの、赤あか林ばやしは御ご存ぞん知じですよね？」

　臨也の問いに、四木は粟あわ楠くす会の一員である、武闘派幹部の名前を出した。

「ええ、『邪ジヤン蛇ジヤカ邪ジヤン』のケツモチやってる人ですよね？　武ぶ闘とう派幹部って言っても、最近は随ずい分ぶんと丸くなったという噂うわさを聞きましたけど？」

「さてねえ。牙きばを隠かくしているだけかもしれませんよ。そもそも、情報屋なんて商売をやってるクセして、丸い物が安全だなんて幻想を信じてるわけでもないでしょう」

「確かに。……で、その赤林さんがどうしました？」

　苦笑混じりの言葉を添えた後、臨也は『余計な好奇心』に満ちた目つきで四木の言葉の続きを待つ。

「折原さんが刺さされて姿を消してた間、彼がちょいと若い連中と揉もめましてね。大学生のクセして自家製のドラッグを売り歩いてる小こ僧ぞう共なんですが……赤林が上う手まい事やって打だ撃げきを与えたのはいいんですが、まだ根っこの連中の足取りが摑めないままでしてね」

「その連中が、アンフィスバエナじゃないかって言うんですか？」

　話の流れから推測できる事だけを口にする臨也だったが、返ってきた答えは別のものだった。

「いえ……そのアンフィスバエナの連中と、揉めてる可能性があるんですよ」

「へえ？」

「その売人グループの下したっ端ぱを一人攫さらったんですがね。そいつは上の連中に、『アンフィスバエナを探せ』って言われてたらしいんですよ。『上の連中』とやらが、どれだけ実態を摑つかんでいるのかは解わかりませんがね」

「なるほど。で、その売人グループとやらを調べるのも、依頼のうちなんですか？」

　当然と言えば当然の疑問。

　だが、四し木きは静かに首を振ると、臨いざ也やに一つの封筒を差し出した。

　受け取った臨也は、中に数名の福ふく沢ざわ諭ゆ吉きちの集団が整列している事を確認すると、そのまま夏用コートの内側にしまい込んだ。

　相手が金を受け取ったのを最後まで確認した後、質問に対する答えを口にする。

「売人グループについては私達が別のルートで調べていますので、強く留りゆう意いする必要はありませんよ。ただ……『アンフィスバエナ』を探ってる事がバレたら、そいつらにも目を付けられる可能性はありますからね。それを注意して頂きたいというだけです」

　それだけ聞くと、後は無む駄だな会話とでも言うばかりに目を伏せた臨也だったが──ふと、気になったように四木に対して問いかける。

「ところで、別のルートってなんです？」

　しかし、返ってきたのは、四木の鋭く重い微笑ほほえみだけだった。

「情報屋、余計な好こう奇き心しんは……」

「解わかりましたよ、聞かない事にしておきますし、識りたい時に勝手に知ります」

「……」

「まだ、蛇へびの蒲かば焼やきにはされたくないんでね」




　その数分後、車は池いけ袋ぶくろのとある場所に辿たどり着く。

　臨也は夏用コートのポケットに右手を突っ込み、道の脇に止められた車から降りるべく、ドアレバーに左手の指をかける。

「それにしても、いつもは乗せた場所に降ろしてくれるのに、今日きようは違うんですね」

　粟あわ楠くす会の幹部を相手に、全く物もの怖おじしない態度を取る若者に対し──四木は、無表情のままその理由を口にした。

「なに、簡単な事ですよ。貴方あなたをここで降ろすのは、ほんのついでに過ぎないんですから」

「？」

　相手の言葉の意図を推測しながら、臨也がドアを開けて外に降りると──




　そこには、一人の少女が立っていた。

「……」

　自分と比べて干え支とひとまわり以上年下と思しき少女を見て、臨いざ也やはこの車が止まった場所を思い出す。

『楽らく影えいジム』と大きく書かれた看かん板ばんが目に映り、その看板が掲かかげられたビルからはかけ声やサンドバッグを叩たたく音が響ひびいていた。

　無言のままの臨也の背中から、四し木きの声が響き渡る。

「丁ちよう度ど、組長のお嬢じようを迎えに来た所でしてね」

　その声に合わせて、臨也は改めて眼がん下かの少女に視線を移す。

　背中に道着袋を担かついだその少女は、臨也にとって見覚えのある少女だった。

　粟あわ楠くす茜あかね。

　かつて、臨也の策さく略りやくにより、平へい和わ島じま静しず雄おを殺そうとした少女。

　四木は鋭い目つきで、ポカンとした顔の茜と、臨也の背中を見比べる。

　運転席にいた粟楠会の人間は、ゴクリと息を吞のんでハンドルを握にぎり込む。




　だが──粟楠茜は、『臨也には見覚えのある少女』──ただ、それだけの話だった。




「やあ、初めまして！　君は、粟楠茜ちゃんかな？」

　粟楠会の組長の孫まご娘むすめの名前など知ってて当然というように、自然な調子で臨也は少女の名前を口にした。

「え？　あ、その……はい！」

　最初は面めんを喰らっていたようで、警けい戒かいの目で臨也を見上げていたが──背後の車の中にいる四木の姿を確認した途と端たん、茜は安あん堵どしたように返事をした。

　そんな二人の様子を確認してから、四木は茜に問いかける。

「お嬢は、会うのは初めてでしたっけ？」

「はい。ええと、粟楠茜です。初めまして！」

　やや緊きん張ちようしたような声で呟つぶやく少女だが、噓うそをついているようには思えない。純粋に、人見知り混じりの緊張だろう。

　四木はそんな茜の顔を暫しばし観察した後、臨也に対して口を開く。

「それじゃ、仕事の方……宜よろしくお願いしますよ」

「ええ、それじゃあ、私はこれで」

　すれ違いざまに、軽く茜の頭を撫なでて立ち去る臨也。

　茜は初めて見る男の顔に首を傾かしげつつも、すぐに忘れて車の中へと足を踏み入れた。




　──やっぱり、四木さんは鋭いねえ。

　車がその場を離れて行くのを確認した後、臨也は心しん中ちゆうで独りごちる。

　──直接茜あかねちやんを弄いじらなくて、本当に良かったよ。

　茜を誑たぶらかして静しず雄おを殺すように仕向けた時の事を思い出し、臨いざ也やは小さくほくそ笑む。

『イザヤ』という名で茜の前に顔を出し、臨也の指示通りに動いた一人の哀れな人間の事を思い出しながら──

　臨也は、温かい微笑ほほえみを浮かべて見せた。




　まるで、猫ねこ好きの人間が、子猫達のじゃれ合う姿を思い出しているかのように。







チャットルーム




　　　　　　　　　　・

　　　　　　　　　　・

　　　　　　　　　　・

チャットルームには誰もいません。

チャットルームには誰もいません。

チャットルームには誰もいません。




純水１００％さんが入室されました。




純水１００％【やっぱり、昼間は誰もいないんですね！】

純水１００％【みなさん、お忙しいんでしょうか！】

純水１００％【なんだか、寂しいです……】

純水１００％【ていうか、元からここにいたメンバーって、甘かん楽らさんと、セットンさんと、田た中なか太た郎ろうさんと、バキュラさんと、罪さい歌かさんと、狂さんと、参さんでしたっけ？】

純水１００％【結局、その皆さんってどういうお知り合いなんですかね？】

純水１００％【顔見知りのリア友だったりするのか、それともネットだけのお友達なのか、ちょっと気になるんですよね】

純水１００％【私は、狂さんに呼ばれて来たから、狂さんと参さんとはリア友って感じなんですけどー、あの二人も、誰が誰なのかとか、教えてくれないんですよねー。もしかしたら本当は誰も知らないのかもしれませんけど】




バキュラさんが入室されました。




バキュラ【呼ばれて飛び出ましたよっと】

純水１００％【わお!?　凄すごい、見張ってたんですか？】

バキュラ【女の子がいる所は、】

バキュラ【いつでもチェックするのがチーム男子の嗜たしなみですから！】

純水１００％【やだもー、私が女の子だとは限りませんよ？　ネカマさんかもしれませんよ？】

バキュラ【逆に、】

バキュラ【もしかしたらしゃろさんとか餓が鬼きさんが女の子だっていう可能性もありますから】

純水１００％【そっか、互いの素す性じようは解わかりませんもんね】

純水１００％【でも、しゃろさんが女の子とかだったら、凄すごいギャップですよｗ】

バキュラ【ギャップ萌もえです】

純水１００％【あ、バキュラさんって、萌えとか言っちゃう系の人？】

バキュラ【女性と話を合わせる為ためだったら何でもしますよ】

純水１００％【でも、本当にずっと見てるんですか？　このチャットルーム】

バキュラ【いやー、】

バキュラ【プログラムで、人が入ってきたら通知があるようにしてるんです】

純水１００％【信じられない！　どれだけ大好きなんですかこのチャットルーム！】

純水１００％【あ、もしかしてもしかして、このチャットルームに、気になる人がいちゃったりするとか？　あ、でもそれは無いか。バキュラさんの恋人はサキさんですもんね！】

バキュラ【なんの事だか解りませんね】

純水１００％【やだもー！　二人の会話とか見てれば丸わかりですって！　バレてないとでも思ってたんですか!?】

バキュラ【黙もく秘ひ権の権利を主張します】

純水１００％【ふーん。じゃあそれは聞かないでおいてあげます！】

純水１００％【じゃあ、バキュラさんのリア友とかいるんですか？　前の面子メンツに】

バキュラ【いやいや、】

バキュラ【やめましょうって、】

バキュラ【あんまりリアルを探り合うのって良くないですよ】

純水１００％【バキュラさんって真ま面じ目めなんですね。気にならないんですか？　ネットの向こう側にいるのがどんな人なのか、とか】

バキュラ【知らない方が良いこともあるかもしれませんし】

バキュラ【ここで上う手まく行ってるんなら、】

バキュラ【特に追及する必要は無いんじゃないですかね】

バキュラ【じゃ！】




バキュラさんが退室されました。




純水１００％【行っちゃった】

純水１００％【でも、本当に、誰かを気にしてるんだったりして】

純水１００％【そういえば、田た中なか太た郎ろうさんって、最近全然入室しませんよね】

純水１００％【田中太郎さん、もしも見てるんだったら、早く戻って来て下さいね☆】

純水１００％【初めての人とかも、挨あい拶さつしたいでしょうし！】

純水１００％【それじゃ、私はこれで！】




純水１００％さんが退室されました。




チャットルームには誰もいません。

チャットルームには誰もいません。

チャットルームには誰もいません。

　　　　　　　　　　・

　　　　　　　　　　・

　　　　　　　　　　・













暗い場所で　２







「それにしてもさ……少しは調べてたんでしょう？」

　暗い店内に、ミミズの明るい声が響ひびき渡る。

「私達、『アンフィスバエナ』の事をさ？」

　あっさりと自分達の正体を口にしながら、眼前に座らされている麻あさ袋ぶくろの男を見つめ直した。

「ねえねえ、どうなの？　調べてたんだよね？」

「……」

「だったらさ、危ないとか思わなかった？」

「……」

　麻袋の内側からは相変わらず呼吸音が漏もれているだけで、声らしきものは聞こえてこない。

「私達は、ヤクザ屋さんとかじゃないから、こんな風に攫さらわれたりはしない……とか、そんな甘あまい事を考えちゃってた？」

「……」

「ダメだよ、ダメ、ダメダメのダーメ！　そんなんじゃ情報屋失格だよ？　最近の若い人はキレやすいんだよ？　カルシウム不足なんだよ？　犯罪とか起こしても少年法で守られて死し刑けいにならなかったりして14歳さい以下は殺し合い上等のワクワクキリングフィールドなんだよ？　まあ、私はもう二は十た歳ち超えてるんだけどさ。心はいつでもアリを踏みつぶす小学生男子気分だよ？　あ、でも安心して、私、女の子だから。小学生男子気分の女って、なんか可愛かわいくない？」

「……」

　挑ちよう発はつ的な言葉を繰り返すが、やはり麻あさ袋ぶくろから言葉は漏もれない。

「ねえ、聞こえてるかなあ、折おり原はら臨いざ也やくん？」

　麻袋をちょいちょいとつつきつつ、ミミズは猫ねこなで声で問いかける。

「この袋、外して欲しい？」

「……」

　すると、男は僅わずかに頭をあげ、ミミズの声が聞こえた方角に顔を向ける。

「あ、反応した反応した！　ねえねえ、だったら頷うなずいてみてよ」

　すると、麻袋をかぶった男は、これまでにない力強さでブンブンと頷いた。

「あはっ！　やっと元気になったねえ。でもダーメ、外してあげなーい」

　ミミズは愉ゆ悦えつに満ちた目を細め、麻袋越しに男の鼻を摘つまんだりしている。

「麻袋ずっと被かぶるのって、思ったより怖こわいもんだよね？」

「……」

「暗いし、匂においや音も麻袋越しでぼんやりしちゃうし、何も食べられないし、自分の息の生温かさが籠こもっちゃうしさ。ニンニクとか食べてたら、自分の息でも匂うのかな？　ま、でも、折原臨也くんって無む駄だに口こう臭しゆうとかに気を遣つかってそうだからそれはないかな。写真とか見たけど、いっつもクールな格好してるもんね」

　相手の情報を何ど処こまで摑つかんでいるのか明かさぬまま、不安だけを与え続けるかのように語り紡つむぐ女。

「でも、麻袋って本当に怖いよねー。私も自分でやってみた事あるけど、５秒が限界だったよ？　だって、化け粧しようが落ちちゃうと思ったからさあ」

　そんな事を言った後に、ミミズはデコピンで麻袋の額ひたいを小突く。

「本当にゴメンね、私達って凄すごく魅み力りよく的で可愛かわいいから、超調べたくなっちゃうよねー」

　脈みやく絡らくなく話の本筋に戻り、ミミズは芝しば居いがかった調子で言葉を紡ぐ。

「でもね、うちの『オーナー』はさ、こういう風に調べられるのって、凄く嫌きらいなの。私はもっともっと見たい所を見せてあげてもいいと思うんだけど、やっぱり『オーナー』には逆らえないからさあ。雇やとわれの悲しい身の上って奴やつ？」

「……」

「またダンマリ？　また、っていうか、結局さっきから一言も喋しやべらないよねー。悲鳴でもいいから聞きたくなってきちゃうよ？」

　するとミミズは、テーブルの上に置いてあった鋏はさみを手にし、シャキン、シャキンと麻あさ袋ぶくろの横で鳴らし始めた。

　その音を避さけるように上半身をよじらせる麻袋の男だが、ミミズもそれを追うように鋏を鳴らし続ける。

「でも、喋らないってのはいい事だよね？　私も今、ついウッカリお喋りして『オーナー』って言っちゃったから、情報屋さんにバレちゃったね。私よりも上の人がこの組織に居るって」

「……」

「そういう意味では、情報屋さん合格なのかな？　喋らないのが一番いいもんねえ」

　クスクスと嗤わらいつつ、ミミズは再び椅い子すに座り──冷たく尖とがった声を吐はき出した。

「でもさ、無む駄だだよ。無駄、無駄。情報屋さんがここで黙だまってた所で、私達にはもう全部解わかっちゃってるんだからね、情報屋さんの事」

　ミミズは酷こく薄はくな色を双そう眸ぼうに湛たたえ、その口元を愉ゆ楽らくに歪ゆがめながら言葉を紡つむぐ。

「情報屋さんのパパとママは、貿易で外国に行ってるんだってね」

「……」

「流石さすがに、外国までお迎えに行くのは無理だけど……。貴方あなたには、可愛かわいい妹が二人もいるんだってね。九く瑠る璃りちゃんと舞まい流るちゃんだっけ？」

　麻袋の男が顔を上げる。

　まるで、何かを拒否するように首を振る哀あわれな虜りよ囚しゆう。

　ミミズはそんな男の動きが愛いとおしくて仕方がないとばかりに、身体からだを前のめりにさせながらじっくりと眺ながめ──

　続いて、残ざん酷こくな言葉を口にした。




「今、私のお友達が迎えに行ってるから、会えるのが楽しみだねえ、優しい臨いざ也やお兄にいちゃん？」







　そして──時は、再び数日前に遡さかのぼる。







[image: ２章　イザ兄]
















川かわ越ごえ街道某ぼう所しよ　新しん羅らのマンション




『全く、今日きようは酷ひどい目にあった……』

　セルティがパソコンの画面上でそう呟つぶやくと、彼女の同居人──岸きし谷たに新しん羅らの温かな声が部屋の中に響ひびき渡った。

「大だい丈じよう夫ぶかいセルティ!?　君の悲しみは僕の悲しみだよ！　『妻の言うに向こう山も動く』って言ってね、家族の中では奥さんの言葉が一番重要なんだ！　まだ結けつ婚こん式しきは挙げてないけど、事実上僕の奥さんになるセルティが悲しみに嘆なげくなら、俺おれの心も九きゆう腸ちよう寸断の思いだよ！　だけど、セルティは……ゲホっ……つっ……」

　普段よりも勢いのない調子で普段通りの言葉を吐はき出していた新羅だが、途と中ちゆうで突とつ然ぜんその声が途と切ぎれ、それを聞いたセルティが慌あわてて声の元へと駆かけつけた。

「ああ、ゴメンよセルティ。大丈夫、ちょっと唾つばが気管に入っただけだから……」

『そうか……良かった。すまない。新しん羅らの方がよっぽど酷ひどい状態なのに……』

　セルティの目に映るのは、布ふ団とんに寝たきり状態となっている新羅の姿。

　先日暴ぼう漢かんに襲おそわれた新羅は、体中の骨が折れている上に、内臓にもかなりのダメージを負っていた。ネブラの研究医い療りよう施し設せつに一週間ほど寝泊まりしていたのだが、ようやく安定したという事で自宅療りよう養ようする事になったのだ。

　本来ならば普通の病院に入院し続けなければならない所なのだが、闇やみ医者である新羅のマンション自体にある程度の医療設備が備わっていた事と、普通の病院では色々と状況の説明に不都合な事があるため、結局自宅療養という形に落ち着いたのだ。

　会話までなら普段のようにできるようになったが、それ以外の世話はセルティがこなしており、時々義母のエミリアが来て手伝ってくれている。

　最初は尿し瓶びんの使い方などが解わからず、影で新羅を持ち上げてトイレに運ぼうとしたり、おかゆを作ろうとした結果焼き煎せん餅べいのようなものができてしまったりと、新羅の苦労の耐えない状況が続いたのだが──現在ではすっかりと落ち着き、徐じよ々じよにいつもの生活を取り戻しつつあるセルティだった。

　しかし、それで彼女の心までが落ち着いたわけではない。

『私が動けない新羅の分まで働く！』と言って、介かい護ごと介護の合間を縫ぬって運び屋に勤いそしむ彼女だが、それは外に出る口こう実じつに過ぎなかった。

　セルティの本当の目的は、新羅を襲おそった暴漢について情報を集める事であり、愛する者を傷つけられた事に対する怒りが現在の彼女の原動力となっている。

　そんな彼女の心の内を見抜いてか、新羅はできるだけ自分が元気だという事をアピールしようとしているようだ。

「でも、交機の目も厳きびしくなってるみたいだから、出歩くのは今まで以上に気を付けた方がいいかもね」

『本当に済まない』

「セルティが謝る要素なんかどこにもないよ！　寧むしろ、この身体からだを動かしてセルティを抱だきしめる事ができない僕こそ謝るべきだ！」

　実際、最初の頃は無む理り矢や理り起き上がってセルティに飛びつこうとした為ために、何度も自分の身体の軋きしむ音と激痛を味わうハメになっている。セルティに『それ以上無理するなら、わ、私はもう、家を出るぞ！』と言われてからは、流石さすがに無理をする事は無くなったのだが。

　寝たままパソコンができる特殊な台を身体の上にまたがせて仰あお向むけになっている新羅は、その画面に写るセルティの『言葉』のログを見ながら、幸せそうに笑い続けた。

「でも、セルティが無事に戻って来てくれて本当に良かった。それが僕にとっては何よりの薬だよ」

『新羅……』

「ここ２～３日だって、セルティが外の話をしてくれる事が楽しくて楽しくて、本当に痛みが和やわらぐんだよ。静しず雄お君の偽にせ物ものが出ただの、パイロキネシスの女の子に会っただの、いつもの話から不思議な話まで、色々な外の世界をセルティが運んで来てくれるんだ。闇やみ医者が『病は気から』なんて言っても仕方ないけど、本当に、セルティが僕ぼくにとっての一番の薬なんだよ」

　セルティは、そんな新しん羅らの言葉が、どうしようもなくありがたく、そしてどうしようもなく悲しかった。

　新羅の怪け我がは、本来、こんな笑顔で話せる程に軽いものではない。ネブラで研究中の鎮ちん痛つう剤ざいとやらで大分痛みは和らいでいる筈はずだが、それでも怪我がすぐに治るわけではない。

　完治するのは１ヶ月先か、３ヶ月先か、あるいは半年先か──そもそも、後こう遺い症しようはないのだろうか？　そんな事すら医学知識の無いセルティには解わからない。

　──私は、本当に、今まで何をしてきたんだ……。

　どうせなら運び屋などではなく、闇医者である新羅の助手になるという道もあったのではないだろうか。そうすれば、もう少し新羅の役に立つ事ができたのではないだろうか？

　様々な想いが胸の内に去きよ来らいする。

　その度に新羅の優しい言葉に救われ、新たな罪悪感に苛さいなまれる。

　だが、新羅はセルティに責任など求めない。

　しかし、セルティのそんな悩みを感じ取ってもいるのだろうか、微び妙みような話をズラしつつ、セルティに責任はない事を主張しようとする。

「バチがあたったのかもね」

『バチ？　……何を言ってるんだ。た、確かに、闇医者は法律では禁止されてる仕事だが、その報いは逮たい捕ほされた時に刑けい罰ばつとして受けるものであって、新羅は人を傷つけたり……いや、美み香かちゃんの顔を整形したりとか色々悪い事はしてるが……その……と、とにかく、新羅が自首するなら私も、怖こわいけど、あの白バイに自首するぞ！　刑けい務む所しよでもずっと一いつ緒しよだ！』

「……刑務所は男女別だよ、セルティ」

『そんな!?』

　あたふたするセルティに、新羅は柔にゆう和わな表情を浮かべて、言葉の続きを吐はき出した。

「バチって言ったのは、臨いざ也やに対しての事さ」

『臨也？』

「あいつが刺さされて入院した時、電話が掛かってきたけど、ぞんざいに扱っちゃったろ？　友達が刺されたのにろくに心配もしてやらなかったんだから、そのバチが当たったのかもね」

『そんな……臨也の奴やつこそ自じ業ごう自じ得とくだろう！　あいつは他人の恨うらみが服を着て歩いてるような奴なんだし！』

　微妙な喩たとえをするセルティに、新羅は笑いながら天てん井じようを仰あおぐ。

「まあ、そうだろうねえ。臨也も、自分が畳たたみの上で大だい往おう生じようできるとは思ってないだろうし」

『そうだろ』

「それでもね、僕ぼくの数少ない友達の一人だって事には違いないんだ……」

『……そもそも、あいつと友達になるって事が問題な気がするが……』

　そこまで言って、そもそも目の前に寝ているのは首無しの異い形ぎようである自分を好きだと言うような人間だという事を思い出し、深い溜ため息いきを吐はき出すような仕し草ぐさで胸を上下させた。

『そもそも、臨いざ也やの奴やつとは中学の時からの知り合いだったんだろう？』

「うん」

『その頃のアイツの事は私もよく知らないんだが……。昔から、ああいう性格だったのか？』

「あー、どうだろうな。中学校の頃の臨也は、あんまり人に触ふれ合わないタイプだったからね。今でも、本音をさらけ出す相手なんていないんじゃないかな」

　やや真ま面じ目めな表情になって、10年来の付き合いである友人の過去を思い浮かべる新しん羅ら。

「多分、一番長くアイツと話してるのは私だったから……」




「僕以上に昔の臨也の事を知ってるのなんて、それこそ家族ぐらいしかいないんじゃないかな」





♂♀






池いけ袋ぶくろ　楽らく影えいジム近辺




「イーザー兄にいっ！　死ねっ！」

　朗ほがらかな声で叫さけばれる物ぶつ騒そうな言葉。

　そんな声が背中からかかると同時に、臨也の首筋めがけて鋭いハイキックが繰くり出された。

「……っ！」

　紙かみ一ひと重えでその一いち撃げきを避さけた後、臨也は顔からいつもの笑みを消し、溜ため息いきと共に口を開く。

「実の家族に『死ね』と言うなんて……。悲しいな。いつから舞まい流るはそんな人間関係希き薄はくな現代社会の病びよう巣そう住人になったんだい？」

「ビョーキそのものみたいな人がなんか言ってるよ！　ていうか避けちゃダメじゃん！」

　臨也の視線の先でそんな不満を漏もらしているのは、黒い空から手て着ぎを身に纏まとったお下げ髪がみの少女だった。そして、少し遅れて私服姿の少女が現れる。

「……兄兄さん……、丈元気……？」

「たった今、実の妹の手で頸けい椎ついを損傷しかけたけどね」

　臨也の言葉に対し、メガネをかけた空手着の少女──折おり原はら舞流は、ムウ、と頰ほおを膨ふくらませる。

「だって、静しず雄おさんが、イザ兄が笑いながらダンプに突っ込んだら幽ゆう平へいさんを紹しよう介かいしてくれるっていうんだもん！　なんとか偽ぎ装そう工作できないかなって思って！」

「こりゃ驚いた。流石さすがにアイドル目当てに実の兄を殺すってのは前ぜん代だい未み聞もんだよ」

「死ぬとは限らないじゃん！　静しず雄おさんならダンプにはねられても死なないよ！」

「人を喋しやべるアイアンゴーレムみたいな奴やつと一いつ緒しよにしないで欲しいな。いや、アイアンゴーレムはちょっと褒ほめすぎか。とにかく、ダンプより前に車にはねられるから、道の端はしに寄れって」

『静雄』という単語が出た瞬しゆん間かんに露ろ骨こつに目を細めたものの、心しん中ちゆうの嫌けん悪お感を隠かくしつつ、妹達を道の端へと誘ゆう導どうする。

　──迂う闊かつだったな。

　──楽らく影えいジムって事は、当然舞まい流るがいる事を想像すべきだった。

　心中で苦笑いをする臨いざ也やに対し、二人の妹達はジロジロとこちらを睨ねめ付ける。

「もー、茜あかねちゃんを見送りに外に出たら、いきなりイザ兄にいが粟あわ楠くす会の人の車から降りてくるんだもん！　とうとう山に埋うめられるのかなって、ドキドキワクワクショーだったんだよ!?」

　舞流の勢いある抗議に続いて、私服姿の少女──折おり原はら九く瑠る璃りも、目を逸そらしてから呟つぶやいた。

「……而しかも……妹私達に……過気付いてなかつたし……」

「お前達だって、俺おれの知らない所で色々とやってるんだろう？　一体波なみ江えさんから幾いくら貰もらってるんだ？　子供のうちから大金を持つと碌ろくな事がないぞ」

「中学校内で野球賭と博ばくの元締じめをやって稼かせいでたイザ兄には言われたくありませんよーだ！」

[image: ]

　小学生のような物言いで舌したを出す舞流の陰に隠れながら、九瑠璃もおそるおそると言った調子でチロリと舌したを出す。小動物を思わせる妹達の態度を見て、臨いざ也やは再度溜ため息いきを吐はき出した。

「全く、一体誰の影響でこんな歪ゆがんだ成長をしたんだか。まあ、他人として見れば興味深い観察対象ではあるけれど……」

　ブツブツと呟つぶやく臨也だったが──

　次の瞬しゆん間かん、異常に気付く。

　舞まい流ると九く瑠る璃りが、自分の後方に目を向けながら、『あ』とでも言うような表情で口を開けているではないか。

「……っ！」

　培つちかった経験が、彼に背後を振り返らせる。

　しかも、単純に振り返るだけではなく、すぐに飛び退のけるように重心を移動させながら。

　そして、その判断は正しかった。

　視覚よりも先に、空気の流れが臨也の肌はだの毛を逆さか撫なでる。

　顔面付近への回し蹴げり。

　計算よりも速く、本能が自分に迫せまる攻こう撃げきの正体を暴あばき出す。

　しかも、先刻舞流が放ったものよりも数段強力なものだろう。

　バネ仕掛けの人形のような勢いで上半身を反そらせると──蹴りを繰くり出してきた人物の靴くつが鼻先に掠かするのを感じ取る。それだけで、顔面の半分が痺しびれたような感覚に襲おそわれるが、そこで動きを止めるわけにはいかなかった。

　臨也はそのまま地面へと逃げる事を選せん択たくし、勢い良く横に身体からだを倒れ込ませ、体操選手のように身体をアスファルトに転がらせる。

　次の瞬しゆん間かん、転がる臨也を追うように、次々と足そく刀とうがアスファルトに叩たたき込まれ、ジャッキー・チェンのアクション映画さながらの光景が路上で繰り広げられた。

　数秒後、距離を取るようにしながら起き上がった臨也の手には、小振りのナイフが握にぎられている。そして、相手に警けい戒かいの目を向けつつも、口には笑みを浮かべて呟つぶやいた。

「良かった。妹達の顔を見て、一いつ瞬しゆんシズちゃんが来たのかと思いましたよ」

「なるほど、遺ゆい言ごんはそれでいいのか？」

　臨也と少し間を置いてそう呟いたのは──黒い道どう着ぎを纏まとう、無ぶ精しよう髭ひげを生はやした男だった。

　そして、舞流がその男の正体とでも言うべき言葉を口にする。

「師し匠しようー。なんでここにいんの？」

「おう、離れてろお前ら。今からお前らの兄貴を蹴ったおすからな。身内がボロカスにされるのなんて見たくねえだろ」

　首をコキリと鳴らしながら、黒道着の男──舞流の格闘技の師匠である写しや楽らく影えい次じ郎ろうは、面めん倒どう臭くさそうな表情で臨也との距離を一歩詰める。

「イザ兄にいなら別に……」

「……肯うん……」

「お前達に家族の情愛とかを期待した俺おれがバカだったよ」

　頰ほおを僅わずかに引きつらせる臨いざ也やに、妹達は更さらに言葉を紡つむぎ出す。

「だって、イザ兄にいからすれば、私もクル姉も、父とうさんも母かあさんも赤の他人も、全部同レベルの観察対象でしかないんでしょ？　全人類を平等に扱うクセに、自分は家族の情愛を求めるなんておかしいよ！」

「……哀悲しい人……」

「それって、こういう状況で言うような事じゃないだ……おっと！」

　言いかけた所で、影えい次じ郎ろうの鋭するどい蹴けりから身を躱かわす。

　全力で避さける事だけに集中しているとはいえ、格かく闘とう技ぎの素人しろうとならばまず躱す事はできない類たぐいの蹴りだったが、臨也は紙かみ一ひと重えでそれを避けつつ、今度は相手との対話を試みる。

「プロの格闘家が、路上で素人を襲おそうって最低なんじゃないですか、影次郎さん」

「普段からナイフ持ち歩いてる上に、今の蹴りを躱すような奴やつを素人とは言わねえよ」

　連続して繰くり出された蹴りには明らかに殺意が籠こめられていたが、顔だけを見るととてもそうは思えない。気けだるげな目に、世の中の全すべてが面めん倒どう臭くさいとでも言いたげな表情をした影次郎は、喋しやべる事すら面倒そうに口を開く。

「つーか、人の大事な妹に何をしたかも忘れて、よくもまあノコノコと人の道場の前の道を通れるもんだな、あ？」

「ここは天下の公道ですよ？　そもそも、俺は美み影かげちゃんを傷物にした覚えとかありませんよ」

「美影がテメエに手て籠ごめにされたかどうかなんて問題じゃねえんだよ。テメエの口くち車ぐるまのせいで、アイツが学校辞やめるハメになったっての、忘れたわけじゃあねえよな？」

　平へい和わ島じま静しず雄おほどではないが、目の前にいる写しや楽らく影次郎が『敵てきに回せば危険な人間』の一人である事に違いはない。

　──それ以前に、ここで暴あばれてるのがシズちゃんに見つかったら最悪だしねえ。

　臨也はこの場から遁とん走そうする事を画かく策さくしつつ、相手の隙すきを生うもうと語りかけた。

「俺に同じ思いを味わわせたいっていうなら、俺に復ふく讐しゆうするんじゃなくて、俺の妹に復讐すればいいじゃないですか？　そこに居る二人を口車に乗せて、それこそいいようにしちゃえばいいですよ。そうすれば、俺はショックで腹がよじれる思いになるかもしれない」

　クスクスと嗤わらいながら、とんでもない事を呟つぶやく臨也。

「酷ひどいよイザ兄！　妹を売るなんて！　しかも腹がよじれるって、笑ってんじゃんそれ！」

「……奸最低……」

「アイドル会いたさに『死ね』とか言っておいて、よく人の事が言えたもんだよ、全く」

　妹達の抗議に苦笑する臨也だが、影次郎の方は欠片かけらも笑わず、気けだるげな目を更さらに細めてこちらを睨にらみ付ける。

「テメエみてえなゲスの身内だろうと、大事な弟で子しに手を出すわけねえだろうが」

「師し匠しよう……」

「あと５歳さいぐらい育って、身体からだがもっと熟うれたりしてんならともかくだ！」

「さっすが師匠！　３秒で評価が最高から最低になったよ!?」

　舞まい流るの応援（？）を黙もく殺さつし、更さらなる連れん撃げきを加えるべく、楽らく影えい流りゆう独自の奇き妙みような構えに身体を移行しようとしたのだが──

　その後頭部に、乱入した第三者の回し蹴げりが叩たたき込まれた。

「ゴフっ!?」

　手加減されていたのか、昏こん倒とうする事なく、前に倒れるだけで済んだ影えい次じ郎ろうは、自分を蹴り倒した者の正体に気付き、驚き混じりに抗議の声を上げる。

「み、美み影かげ！　何すんだよ!?　お前、まさかまだこいつに未練が！」

　彼の前に立っていたのは、ザンギリ髪がみのボーイッシュな女だった。

　醒さめた表情の中に、緩ゆるやかな怒りを滾たぎらせた、美影と呼ばれた女は兄である影次郎に呟つぶやいた。

「天下の往来で、私が手て籠ごめにされただのされないだのと大声で……兄貴は一回死なないと礼れい節せつとかデリカシーとか身につかないタイプの人間なのかい？」

「ちょっと待て、ウェイト！　いい俺おれは死んだ俺だけだという説もあるが、果たしてそれは真実かな!?　デマに踊おどらされる前に情報ソースの確認を要求する！」

「黙だまれバカ兄貴。あまつさえ路上で堂々と喧けん嘩かとは、うちの看かん板ばんにまで泥どろを塗る気かよ？」

「お前が今、路上で俺を、しかも不ふ意い打うちという形で蹴っ飛ばしたのは泥じゃないの!?」

　立ち上がりながら抗議の声をあげるが、美影はあっさりとそれを否定する。

「格かく闘とう家かは行ぎよう住じゆう坐ざ臥が戦闘態勢であるべきだろ？　不意打ちで文句を言うな」

「お前、行住坐臥っつったら何をしても許されると思うなよ!?　次はなんだ、狙そ撃げき銃じゆうで遠くから撃うち殺して『これは試合じゃなくて実戦だぜ？　銃ぐらいアリだろ』とでも言うつもりか!?　最終的にはトラウゴットの旦だん那なが寝込んだ所で家に火を点つけた小学生が格闘チャンピオンを名乗れるってわけだ！　凄すごいな行住坐臥！　っていうか話がズレてねえか？」

「あの人は火事の中から平気で生せい還かんしそうだし、狙撃とか避よけそうだけどな。ていうか、その詭き弁べんは今不意打ちを食らった理由にはならないし、そもそも私を言葉で辱はずかしめた言い訳にはならないと思うんだけど？」

　背後に『ゴゴゴ』という書き文字でも浮かび上がりそうな空気を漂ただよわせながら、彼女は実の兄を睨にらみ付ける。

「待て美影！　一つだけ、確認しておきたい事がある」

「……なんだよ」

　真剣な表情の兄に、美影は近寄ろうとしていた足を止め、相手の話に耳を傾かたむけた。

「お前……マジで男の経験はゼロか？」

「……」

「キスの経験ぐらいは？」

「……」

「「……」」

　美み影かげは沈ちん黙もくし、舞まい流るや九く瑠る璃りはドキドキしながら彼女の答えを待ち続ける。

　だが──次に美影の口から漏もれ出たのは、質問の答えとは全く関係の無い二文字だった。

「死ね」

「お前、実の兄貴に死ねとか言……ウアオっ!?」

　影えい次じ郎ろうの喉のど仏ぼとけめがけて突き出された拳こぶしを払はらい流す影次郎だが、美影の四し肢しからは、次から次へと急所狙ねらいの連れん撃げきが繰くり出される。

「ちょっ、ま、なにこれ、連撃が途と切ぎれないっつーか、お、ちょ、これ何？　新技っ!?　なんとか乱舞とか何とか流りゆう煉れん獄ごくとかそういう類たぐいの技!?　っ！　っ！　っ！　っ！」




　止とどまる事のない連打を見せる美影と、喋しやべりながらもそれを的確にガードし続ける影次郎。

　そんな演舞のような兄妹喧げん嘩かに見とれていた九瑠璃と舞流は、自分達の兄の存在を思い出し、周囲を見渡したが──

　既すでに臨いざ也やの姿はどこにもなく、騒さわぎを遠巻きに見つめる野や次じ馬うまの姿があるだけだった。
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川かわ越ごえ街道某ぼう所しよ　新しん羅らのマンション




「……というわけで、臨也の二人の妹はそういう性格なわけ。臨也も『手に余る』って思ってるんじゃないかな」

『なんていうか、凄すごくフィクションじみた双ふた子ごだな……』

　新羅から臨也の妹達の話を詳くわしく聞いたセルティは、半信半疑で文字を綴つづる。

「九瑠璃ちゃんと舞流ちゃんが今みたいな感じになったのは、僕ぼくらが来らい神じん高校に通ってた頃だったからなあ。まだ小学校低学年ぐらいの時だったよ」

『へえ』

「流石さすがに、臨也の奴やつも、妹達がああなったのは自分の影響があるって解わかってるみたいだ」

　過去を懐なつかしむように語る新羅。彼の頭の横には、正座をして話を聞くセルティの膝ひざ頭がしらと太ふと股ももが見える。肉体に１００％フィットした影製ライダースーツによる肉感的なシルエット。そんなセルティの足にそわそわしながら、新羅は更さらに言葉を紡つむぐ。

「臨也の奴さ、まだ小学校にあがるかあがらないかっていう頃の双子の妹に、なんて言ったと思う？　『九く瑠る璃りと舞まい流るはなにからなにまで同じだな。同じ事ばかりする人生に意味なんてあるの？』っていう内容の事を、五歳さい児じにも分かり易やすく、じっくりと言い聞かせたんだ」

『全国の双ふた子ごの人に縊くびり殺されても文句言えないような真ま似ねをしてるなアイツは……』

「いやいや、双子に対する偏へん見けんはなかったと思うよ？　多分、妹達がしょんぼりしたり、喧けん嘩かをしたりする姿を見てみたかったんじゃないかな。悪意とかじゃなく、純粋に『見たい』ってだけの気持ちで」

『フォローしてるつもりなのかもしれないが、ますます最低だとしか……』

　ＰＤＡからネットワークを通じて、新しん羅らが寝たまま見ているパソコンにセルティの言葉がリアルタイムで浮かび上がる。

　一回ごとにセルティがＰＤＡを見せるという作業が省かれる為ため、テンポよく会話を紡つむぐ二人。

「だけどね、臨いざ也やにとって誤算だったのは、その二人が、予想よりも異常だったって事さ」

『異常？』

「サイコロでお互いの『特徴』を振り分けて、長所だけを組み合わせた人間になろうとしたんだ。人間は足りない所を補い合えるって信じてね。実際、それを10年近くも実践し続けているんだから大したもんだよ」

『けなげと……言っていいのかなそれは』

　腕うでを組んで考え込むセルティ。

　新羅は暫しばし天てん井じようを眺ながめた後、自分の推測を口にする。

「もしかしたら……最初は、臨也に好かれようとしてたのかもしれないね」

『えっ？』

「家族にがっかりされるっていうのは、怒られたりするよりもショックなんだって。父とうさんがよく言ってたよ。僕ぼくや、離り婚こんした母かあさんに失望されるのは、何度経験しても辛つらかったって」

　新羅の父親──白いガスマスクを付けた怪人の事を思い出し、セルティは微び妙みような指使いで文字を打ちこんだ。

『……まあ、あいつのがっかり親おや父じっぷりは相当なものだからな』

「ま、小学生の女の子が、歳としの離れた兄貴に『双子の意味なんてあるの？』なんて言い方されたら、何とかして好かれようとするんじゃないかな」

『それで、兄貴に好かれる為に完全な人間になろうとしたっていうのか？』

　セルティの推測に首だけで軽く頷うなずいた後、新羅は苦笑を浮かべて見せる。

「いつの間にか目的と手段が入れ替わった感じだけどね。完かん璧ぺきな人間にこだわるあまり、二人の心はもう臨也から離れてるよ。その証しよう拠こに、完璧超人なんて渾あだ名なされてる羽はね島じま幽ゆう平へいに惹ひかれてるわけだしね。でも、正直、あの二人を臨也の掌てのひらの上に置いておくのは勿もつ体たいないよ」

『むう、私はその双子の事を詳くわしく知っているわけじゃないが、新羅がそう言うのならそうなんだろう。というか、臨也の掌が似合う人間なんて居てたまるか』

「どうかな？　僕ぼくらもとっくに掌てのひらの上かもよ？」

『その時は、爪つめの間に思い切り鎌かまを突き立ててやるさ』

　痛そうな言葉を綴つづるセルティに、新しん羅らは笑いながら答えた。

「セルティは過激だなあ」

　だが、返ってきた言葉は、新羅にとって予想外のものだった。




『新羅だけでも、絶対にあいつの掌から逃がしてやる。だから安心しろ』




　一いつ瞬しゆん、言葉の意味が解わからずに、ポカンと口を開けた新羅だが──

　その意味を理解し、数度嚙かみしめた時点で、彼の理性は崩ほう壊かいした。




「セルティーっ！　僕だけでもなんて寂さびしい事いわなグギェっ」

　──新羅!?

　突とつ然ぜん飛び起きようとして悲鳴をあげる新羅に、セルティは文字を打つ余よ裕ゆうすらなく、慌あわててその身体からだを抱だきかかえた。

「痛っ……ツ……君のいない世界なんウギっ……『伯はく牙が、琴ことを破る』と言うに相応ふさわし……グっ……絶望……」

『いいから動くな！　悪かった！　言いたい事はなんとなく解った！　冗じよう談だんだ！　逃げる時も一いつ緒しよだ！　絶対一緒だから！　心配するな！』

　慌てて文字を打ち込んだＰＤＡを新羅の眼前に突きつけ、それと同時に影で新羅の全身を布ふ団とんに優しく縛しばり付ける。

「ごめんよセルティ、落ち着いた、落ち着いたから……」

　ドタバタとした雰ふん囲い気きだけを見れば微笑ほほえましいと言えるかもしれないが、新羅の苦痛に満ちた呻うめきがセルティの耳に残り、なんとも言えぬ気分にさせられる。

『とにかく、家事は私に任せて安静にしてろ。粟あわ楠くす会の人達にはちゃんと話は通してあるから、それ関係の急きゆう患かんが来る事もないだろうし』

「セルティも、無理しちゃダメだよ」

『私は大だい丈じよう夫ぶだ、長く家を空あけるような仕事は断る事にしているしな』

　そんな会話を続けていた所で、セルティのＰＤＡに、メッセンジャーの呼び出し音が鳴り響ひびいた。

　メッセンジャーは最近始めたばかりであり、そこに直接連れん絡らくを取ってくる者は限られている。

　セルティの中に猛もう烈れつに嫌いやな予感が湧わき上がる。

『噂うわさをすれば影』という諺ことわざが頭の中に閃ひらめき、新羅の思し考こう回かい路ろが伝染したのだろうかなどと考えながら画面を見ると──その嫌な予感と諺の閃きは、同時に的てき中ちゆうする結果となった。

【折おり原はら臨いざ也や】と書かれた名前を見ながら、セルティは渋しぶ々しぶメッセンジャーの通信に返答する。





セルティ＠モンハン・太た刀ち主体【なんの用だ？】

折原臨也【……ゲーム中なのかい？】






　そこでセルティは、自分の名前が半月前に設定したオンラインゲーム仲間向けの表示になっている事に気付き、慌あわてて文字列を修正する。





セルティ＠【違うんだ、新しん羅らが調合ガンナーで、私は太刀で尻尾しつぽを切る係なんだ】

折原臨也【何を言ってるのか、良く解わからないんだけど】






　相手の文字を見て、自分が本当に混乱している事に気付き、あわあわとしつつ姿勢を整え、人間が深呼吸をする程度の間をおいてから改めて文字を打つ。





セルティ＠リアル仕事中【すまない。なんの用だ？】

折原臨也【名前欄らんの使い方が妙みようにこなれてるね。それはそうと、仕事を依頼したいんだけど】

セルティ＠リアル仕事中【断る】

折原臨也【そうつれない事を言わないで欲しいな】

セルティ＠臨時休業【お前の胡う散さん臭くさい仕事を受けている暇ひまはないんだ。悪いな】

折原臨也【おやおや】

折原臨也【もしかして、新羅の看かん病びように忙しいのかい？】






　そのレスを見て、セルティは暫しばし固まった。

　──……。

　──臨也の奴やつ、なんで新羅のケガを知ってる？

　──いや、確かにあいつは情報屋だが……新羅が教えたのかな？

　暫しばらくレスをせずに考え込んでいると、更さらに相手から反応があった。





折原臨也【レスが遅れてる所を見ると、もしかしてこう考えてるのかな？】

折原臨也【「こいつ、なんで新羅がケガした事を知ってるんだ？」ってね】

セルティ＠臨時休業【どういう事だ。まさかお前が絡からんでるのか？】

セルティ＠臨時休業【もしそ】

セルティ＠臨時休業【もしそうなら、影でその口と目を全部縫ぬい合わせて静しず雄おの前に放り出す】

折おり原はら臨いざ也や【焦あせるなって。文字ぐらい冷静に打ちなよ。ちなみに、俺おれじゃないよ。流石さすがに数少ない友達に怪け我がをさせたり殺そうとしたりする程ほどバカじゃないさ】

折原臨也【でも、俺は情報屋だからね、どういう経緯で『君達』が狙ねらわれたのか、その情報ならもうある程度摑つかんでるし、少しばかり取引する事ができるよ】

セルティ＠臨時休業【本当か？】

折原臨也【もちろん、引き替えに仕事はしてもらうけどね】

セルティ＠臨時休業【お前の友達を怪我させた奴やつの情報を、仕事の報ほう酬しゆう代わりにする気か!?】

折原臨也【こっちも、ちょっと危険な橋を渡ってる所でね。そこまで善人じゃいられないさ】

折原臨也【で、どうする？　話だけでも聞く気はあるかい？】

セルティ＠臨時休業【場所と時間は？】






「どうしたの、セルティ？」

　ＰＤＡを持ったまま固まっているセルティに、新しん羅らが不安げに声をかけた。

「どうせ臨也だろ？　また何か無茶な依頼でもしてきたのかい？」

『いや、確かに臨也からだが、大した依頼じゃなさそうだ。ちょっと行ってくる』

「セルティ……？」

　慌あわてて出発しようとするセルティに、新羅が訝いぶかしげに声をかける。

「あのさ、臨也に何か言われたのかい？」

『何って……だから、仕事の依頼だよ』

「ちょっと、ＰＤＡ見せて？」

『今、見せてるじゃないか』

　不思議な事を言うなとばかりに肩かたを竦すくめるセルティに、新羅は真剣な調子で呟つぶやいた。

「いや、だから、今のメッセンジャーの履歴を見せてくれないかな」

『プライバシーの侵害だぞ？　なんだ？　私が臨也の奴やつと浮気してるとか疑ってるのか？』

「……セルティ、僕ぼくは、セルティが噓うそをつく時の仕し草ぐさぐらい解わかってるよ？」

　淡たん々たんと──あくまで淡々とした口く調ちようで告げてくるが、その言葉の奥には、強い信念と悲しみのようなものが感じられた。

『……その……。解ったよ』

　隠かくし通して家を出る事もできたのだが、セルティには、今の新羅の声を背に受けながら家を飛び出す事などできなかった。

　観念した彼女は、ＰＤＡの画面を切り替え、メッセンジャーの履り歴れきを新羅に見せる。

「……やっぱりね。そんな事だろうと思ったよ」

『すまない。お前に止められると思って……』

「そりゃ止めるけど……止めたら、セルティは『ゴメン』って言いながら飛び出すよね？」

『……すまない』

　何もかも見み透すかされている事に気付き、シュンと身体からだを縮こまらせるセルティ。

　だが、新しん羅らは、そんなセルティを温かい表情で見つめ、フワリと笑う。

「ま、俺おれも、あいつの悪わる巧だくみに巻き込まれるのは慣れてるからね。中学の時から」

『え？』

「僕ぼくも、自分が襲おそわれた理由は知りたいけど……セルティに負ふ担たんをかける事が嫌いやなんだ。だから止めようと思ったけど、止めても無む駄だなら、僕は開き直る事にするよ」

　本当に開き直ったような顔になると、新羅は包ほう帯たいだらけの身体をゆっくりと起こし、痛みに耐えながらセルティの首筋をそっと撫なでた。

「一いつ緒しよに、うちに押し入った奴やつに思い知らせてやろうよ。僕はここから動けないけど、色々と考える事ぐらいならできるからさ」

『でも、本当に臨いざ也やの悪巧みかも……』

「さっき言ったろ、臨也の奴やつの掌てのひらに飛び込むなら、その時は俺も一いつ緒しよだよ、セルティ」

『新羅……』

　惚のろ気けた空気が二人の間に満ちる。新羅としてはいつまでもその空気に浸ひたっていたかったが、ケジメをつける為ために一つだけ条件を口にした。

「約束だよセルティ。もしも犯人の情報が分かっても、一人で乗り込んだりしちゃダメだからね。絶対に、一回うちに戻る事。たとえ、臨也が『彼が犯人だよ』って隣となりに連れてきてもだよ」

『……もしも、約束を破ったらどうなる？　私の事を嫌きらいになるか？』

　約束を破る気など無かったが、念のために尋たずねるセルティ。

　すると新羅は、緩ゆるやかな動作で首を左右に振り、爽さわやかに答える。

「僕がセルティを嫌いになれるわけないだろ？」

『じゃあ、どうするんだ』

「もしもセルティが約束を破ったら……」

『破ったら……？』

　少しの間まを開け、新羅はセルティへのペナルティを口にする。

「泣く、ね……」

『は？』

「泣き……喚わめくね……僕が」

『お前がなのか!?』

　思わずツッコミを入れるセルティに、新羅は真剣な顔で言う。

「ああ、セルティに裏切られたら泣き喚くよ俺は！　二十代半なかばの男が！　下の階に住んでる相模さがみ原はらさんが心配して見に来るぐらいの大声で！　そんな大人おとなの姿が見たいのかい！」

『いや、そりゃ確かに、あまり見たくはないが……』

　どう反応していいのか解わからずに上半身を傾かしげるセルティだったが、新しん羅らの次の言葉が、セルティの背筋を凍こおらせた。

「あと、セルティのオンラインゲームの旅団仲間に愚ぐ痴ちって、旅団の空気を悪くするよ？」

『解った、約束は守るから安心してくれ』

　即そく答とうしたセルティは、キビキビとした動きで準備を終えると、そのまま部屋を飛び出した。

　新羅が最後に言った『ペナルティ』が本当にきついなと思う一方で──彼が自分の好き嫌きらいをキチンと理解してくれているという事に、少しだけ嬉うれしさを感じながら。







チャットルーム




狂【暫しばらく待ってみましたが、やはり甘かん楽らさんはお越しになられぬようですね】

参【こないですね】

狂【全く、話したくもない時には現れて場を搔かき乱していくというのに、こちらから用がある時には全く顔を出さないのですから、本当に困ったものです。ネットの利便性は遠く離れた者との交流にあるというのに、甘楽さんは物理的な距離だけではなく心の距離まで私達から離れてしまったというのでしょうか？　嘆なげかわしい事です】

参【なげかわしいですね】

狂【こうなれば、ここに普段から溜たまっている世界への不満を書き綴つづり、せめてもの慰なぐさみとするしかありませんね。ああ、コンビニエンスストアにカシューナッツとアーモンドは売っているのに、クルミ単品が中々置いていないのは何な故ぜなのでしょう……？　ミックスナッツという商品にはカシュー、アーモンド、クルミと三種類そろい踏ぶみだというのに！】

参【どうでもいいですね】

参【ふわあ】

参【狂さんのエッチ】

狂【あらあら、ふくらはぎを軽く抓つねっただけで人を淫いん乱らん呼ばわりとは、随ずい分ぶんといけない子なのですね。だとしたら、別の場所を抓ったら一体私はどんな妖よう婦ふとなるのでしょう！　ここは一つ実験せねばなりませんね】

参【やめてーやめてー】




しゃろさんが入室されました。




しゃろ【おいこらそこの淫乱小こ娘むすめども】

しゃろ【ネット上でセクハラしてんじゃないよ全く】

参【こんにちは】

狂【あらあら、やっと人が来たと思ったら、期待外れの人がいらっしゃいましたね】

しゃろ【そりゃ御期待に沿そえずにすいませんでございましたでござんすね】

しゃろ【けっ！　ぺっ！】

狂【チャットで唾つばを吐はき捨てるとは、随分とマナー知らずと言うべきか、それとも丁てい寧ねいに感情を伝えるチャット職人と言うべきか……どちらにせよ、私自身が不快になったという事実は免まぬがれえぬ事実なのですけれどもね】

参【唾はきたないです】





内緒モード　しゃろ【ところでよ、マイルにクルリ】




内緒モード　狂【あらあら、どうなさいましたのかしら、写しや楽らく影えい次じ郎ろうさん】

内緒モード　参【ししょー、どうしたんですか？】




内緒モード　しゃろ【お前ら、本当にチャットだと性格逆転するな……】

内緒モード　しゃろ【それはともかく、結局、あの後ってお前らの兄貴は雲隠がくれしたままか？】




内緒モード　参【はい】

内緒モード　狂【雲隠れもなにも、今日きよう、顔を合わせたのも久しぶりなぐらいですのよ】

内緒モード　しゃろ【そうか。いや、あの野や郎ろう、新しん宿じゆくに消えてたと思ってたのによ……】




内緒モード　しゃろ【なんで今日きようは、池いけ袋ぶくろに居やがったんだ？】




内緒モード　狂【さあ？　家族といえども常に観察するものではありませんので……】

内緒モード　参【あわくすかいと、なにかしてるっぽいです】




内緒モード　しゃろ【そうか……】

内緒モード　しゃろ【あいつが池袋でなんか企たくらんでるって解わかったら教えてくれ】




内緒モード　狂【まあ良いでしょう。私達も、妹として心を痛めているのです】

内緒モード　狂【あのように、奔ほん放ぽうな兄が町に解き放たれているのだと思うと……】

内緒モード　狂【それにしても、美み影かげさんと御お兄にい様との関係についてですが……】




内緒モード　しゃろ【話さねえぞ。つーか、ここでするような話じゃねえやな】

内緒モード　しゃろ【俺おれから言う話でもないしな……明日あしたの稽けい古この時、直接聞けよ】

内緒モード　しゃろ【つーか、九く瑠る璃りちゃんもたまには身体からだ動かせよ】

内緒モード　しゃろ【舞まい流るよりもスタイルいいから、こっちも目の保養になるってもんだ】




内緒モード　狂【あらあら、女子高生相手にネットでセクハラ発言とは】

内緒モード　参【がっかりです】

内緒モード　参【うちのししょうにはがっかりです】




内緒モード　しゃろ【ネットぐらいもっとオープンになろうぜ？】






狂【なんという事でしょう。しゃろさんに内ない緒しよモードでセクハラされました。耐え難い屈くつ辱じよくに、私の脳味み噌そは熱膨ぼう張ちようを起こして頭ず蓋がい骨こつを破壊する寸前となっています。ああ、呪のろわしきはしゃろ殿どのの言葉……彼の言葉はかぎ爪づめとなって、ネットという仮想社会にて安あん眠みんしている私の服を引き裂さこうとしたのです！】

参【ひどすぎですね】

参【うったえてやる】

参【いもうとさんに】

しゃろ【ストーップ！　解わかった、俺が悪かった！　悪かったです！　ちょっと巫ふ山ざ戯けただけだってのに、全く恐ろしい。ネタをネタと見破れる人にしかセクハラチャットはできねえって寸法ですか。ああ嫌いやだ嫌だ】

しゃろ【まったく、良いコンビだよお前ら】

参【コンビじゃないです】

狂【私達は二人で一人のようなものですからね。コンビと言ってしまってはコンビの方々に失礼ですわ。コンビの人はここにはいないですけれど、謝罪をして下さい】

しゃろ【なんでそんな真ま似ねを!?　まあ、誰もいないならいくらでも謝ってやらぁ】




罪さい歌かさんが入室されました。




罪歌【こんばんは】

しゃろ【ひいっ!?　罪歌さんが来た!?】

罪歌【え】

罪歌【すいません　なにか　ごめいわくを　かけましたか】

狂【いえいえ、お気になさる事は御ご座ざいませんわ。過去ログを見れば解る通り、勝手にしゃろさんが自じ爆ばくしただけですから】

狂【ところで、罪歌さん、一つお尋たずねしたいことが】

罪さい歌か【なんでしょう】

狂【セットンさんをここ10日ほど見かけないのですが、何か御ご存ぞん知じありませんか？】

罪歌【いえ】

罪歌【くわしくはわかりません】

罪歌【いそがしいんだと　おもいます】

狂【そうですか、いえ、最近、古こ参さんメンバーの方を殆ほとんど見かけないもので】

罪歌【そういえば　たなかたろうさんは　おげんきなんでしょうか】

参【みかけません】

狂【そういえば、彼も全く見かけませんね。地味な名前なのですっかり忘れてしまっておりました！　しかし、これではまるでチャットルームの世代交代が行われているかのようですね。せっかく、更さらににぎやかにしようと新しいメンバーをみんなで連れてきたというのに】

狂【これではまるで、後こう継けい者しやにチャットを押しつけただけみたいに見えてしまいますね】

参【盛り上げていきましょう】

参【眠ねむいですけど】

狂【あらあら、もうこんな時間ですか？　仕方ありませんわね】

狂【続きは明日あしたにすると致しましょう。寝不足と薬物はお肌はだの大たい敵てきですし】

狂【そういえば、最近都内で薬をばらまいている連中がいるとか……】

罪歌【くすりやさんですか？】

しゃろ【富と山やまの薬売りじゃないんだからｗ】

狂【……まあ、それはオイオイ説明しましょう、もしも皆さんの中に、セットンさんや田た中なか太た郎ろうさんのリア友がいらっしゃるのでしたら、是ぜ非ひチャットに顔を出されるように説得しておいて下さいませ！】

狂【やはり、チャットは大勢で繫つながる方が楽しいですからね！】







　　　　　　　　　　・

　　　　　　　　　　・

　　　　　　　　　　・













暗い場所で　３







「ねえ、写しや楽らく美み影かげってさ、情報屋さんとどういう関係なのかな？」

「……」

　先刻までと同じ体勢で向かい合う、麻あさ袋ぶくろを被かぶせられた男と、ミミズと名乗る若い女。

　女の手には携帯電話が握にぎられ、画面で何かの情報を確認しているようだ。

　一方、麻袋の男にも奇き妙みような変化があった。

　麻袋が全すべて水に湿しめらされており、呼吸に合わせて麻袋が膨ぼう張ちようと縮小を繰り返している。

「どういう関係かな、って聞いてるのに、つれないなあ」

　ミミズはそう言って笑い、テーブルの上に置いてあったミネラルウォーターのペットボトルを手に取った。

「もしかして、喉のどが渇かわいて喋しやべれない？」

　クスクスと乱雑な吐と息いきを漏もらしつつ、そのペットボトルを麻袋の頭上に差し出し、何の躊躇ためらいもなく傾ける。

　プラスチック容器から水が溢あふれ出し、小さな滝たきとなって男の麻あさ袋ぶくろに打ち付けられた。

　元から濡ぬれていた麻袋の上を滑すべるように水が流れるが、光の少ない室内では流れが煌きらめく事もなく、床ゆかへと滴したたる音だけが小さく響ひびき渡った。

　女はそのまま立ち上がり、麻袋に顔を近づけ、流れ続ける水をベロリと舐なめる。

　舌した先を麻袋の頰ほおの辺りに押しつけ、水や麻袋の下にある肉の柔やわらかさを感じ取った。

「汚きたないよ、ミミズさん」

　背後にいる女達の一人が笑いながら声をかける。

　だが、ミミズはケラリとした笑みを返し、自らの舌を指で撫なでた後に言葉を返した。

「今さら汚よごれる事なんか気にしないっての。ねえ、今、大事な大事な水を溢こぼしちゃったから、買って来てくれない？」

「何本くらい？」

　妙みような事を尋たずねる部下の女に、ミミズは敢あえて麻袋の男の耳に口元を近づけ、囁くような大声で呟いた。




「そうだねえ……２リットルのペットボトル、３ダースぐらいでいいよ？」




　総計72リットル。

　それだけの水を何に使うつもりなのかは、今しがたの行動で麻袋の男も理解した筈はずだろう。

　ミミズはそう思いつつも、確認の為ために敢えて男に問いかける。

「さて問題です。水を買ってこさせたら、何に使うんでしょう？」

「……」

「ブブー、時間切れでーす」

　ミミズは両手の人差し指で×印を造り出し、一秒と待たずに不正解のレッテルを貼はりつけた。

　彼女はその交差させた指を男の顔に近づけ、麻袋越しに鼻を摘つまんで左右に軽く捻ひねり出す。

「ウリウリ、正解は『ずーっと貴方あなたの頭に掛け続ける』でしたあ」

　朗ほがらかな声質とは裏腹に、淡たん々たんとネタ晴らしをするミミズ。

　だが、不意に目を細め、声の中から感情を消し去り──言葉を紡つむぐ。

「不正解の罰ばつゲームとして、貴方あなたの妹達が着いたら、水を飲んで貰もらうね？」

「……」

「ああ、安心してね？　テレビでよくやってる、苦いジュースとかじゃないよ？　私、そんなに意地悪じゃないからさ、あんなに大変そうなもの、飲ませたりなんかしないよ？」

　慌あわてて手を振った後、嬉うれしそうに顔を歪ゆがませ、話を続けるミミズ。

「美お味いしいミネラルウォーターを、ほんの10リットルずつぐらい飲んで貰うだけだよ」

「……」

　それまで無反応だった麻あさ袋ぶくろの男が、ゆっくりと顔を持ち上げる。

「ああ、溺おぼれさせる、とかそういうつまんない事じゃないから安心してね？　……情報屋さんなら知ってるかなあ？　水にも致死量があるってこと」

「……」

「でも、私、理系じゃないから、どのぐらい飲んだら死んじゃうのか解わからないや。アハハ。10リットルって、どうかな？　どうなのかなあ？」

　ワクワクしながら水と妹達の到着を待つミミズは、さらに麻袋の男に語り続ける。

「あれあれあれ？　……まだ、そんなに焦あせってない感じ？」

「……」

「酷ひどいなあ、傷つくなあ。こっちは本気なのに、伝わらないなんてさぁ」

　椅い子すを逆さまに置き、馬乗りの形で座りながら前後に揺らすミミズ。

「あ、そっか。ねえねえ、もしかして、自分の妹が簡単に捕まる筈はずがない……とか思ってる？」

「……。……」

　一いつ瞬しゆん、ピクリと男の頭が動いたのを見て、女は更さらに口元を緩ゆるませた。

「双ふた子ごの妹ちゃんの方、楽らく影えいジムの女子部エースなんだってねぇ。お姉ねえちゃんの方も、スタンガンとかスプレーとか、色んなオモチャを持ってるんだってねぇ。……普通の男の子とか数人だけじゃ、もしかして、って事があるかもしれないよねぇ」

「……」

「だからさ、いくつか手順を踏む事にしたの。まずは、九く瑠る璃りちゃんが一人になってる所を人ひと質じちにとる、っていうのはどうかな。情報屋さんの妹達、見てて気持ち悪くなるぐらいに、とってもとっても仲がいいんだよねぇ？」

　ミミズは空からになったペットボトルを親指と薬指で摘つまみ上げ、ポコポコと麻袋の額ひたい部分に揺らし当てる。軽快なリズムに合わせて、彼女の舌したは更に回る。

「なんで知ってるのか、って思ってる？」

「……」

「物知りで通ってる情報屋さんが、自分だけだと思った？」

　もはや答えが沈ちん黙もくのみという事を理解しているのだろう。

　相手の答えを待つ事なく、ミミズは自分の言葉を紡つむぎ続ける。

「他ほかにもね、貴方あなたみたいな人っているんだよ……？　でも、知らないよね。目立っちゃってる貴方と違って、名前も顔も割れてない、凄すご腕うでの情報屋さんだからさぁ。さっきも言ったけど、折おり原はら臨いざ也やさんって、本当に情報屋の素人しろうとさんだよね？　セミプロなの？　ヤダ、面白い！」

「……」

　何も面おも白しろくないとばかりに、麻袋の男の頭が左右に軽く揺らめいた。

　だが、ミミズはそんな相手の反応を無視し、ペットボトルを男の額に押しつける。

「……その情報屋さん……あ、ええと。混乱しちゃうから、情報屋さんＢって言うね？　貴方あなたは情報屋Ａさんね？　えっとお、そのＢさんから、Ａさんの情報をたくさんたくさん買い取ったの！　面おも白しろいぐらい色々と聞けたよ？」

　椅い子すから再び立ち上がる。

　女は椅子に座らされた男の背後に回り込み、その背からそっと男の肩かたに手を乗せた。

　そして、男の背に胸を押しつけるようにして寄りかかり、窒ちつ息そくしない程度に縛しばられた麻あさ袋ぶくろと肌はだの境目となる首筋に声を飛ばす。

「ねえ、貴方も、情報屋なんでしょう？　だったら、知ってる事って何かあるんじゃない？」

「……」

　背後からの吐と息いきに、僅わずかに身をよじらせる麻袋の男。

　そんな反応を楽しみながら、ミミズは自らの吐息を男の首筋に滑すべらせた。

「人の見られたくない所やイケナイ所をお金に換えようなんて仕事してるクセに、こうなるかもしれないって覚かく悟ごをしてなかった……って事はないよね？」

「……」

「まあ、もちろん覚悟してれば何をしてもいいって訳じゃないんだけどさ」

　皮肉混じりの言葉を呟つぶやいた後、ミミズは口を男の耳元に向け、新たな『問い』を切り出した。




「……『ヘヴンスレイブ』って連中の事、何か知ってる？」




「……ッ！」

　男の背が強こわばるのを感じ、ミミズは細めていた眼めを蛇へびのように見開いた。

「ああ、その反応！　やっぱり何か知ってるんだね……？」

「……」

「今さらだんまりに戻ってもダメだよ、ダメダメ！　……あ、でも、今はまだ話さなくてもいいよ？　それは、折おり原はら臨いざ也やさんの妹ちゃん達が来てから、ゆっくりと楽しみながら聞きたいし」

　誕生日プレゼントの包装紙を見る子供のような瞳ひとみで、麻袋を睨ねめ回すミミズ。

「今は、そうだね、折原臨也さんのお話、もっとしてあげたいな」

　彼女は小さく微笑ほほえむと、思い出したように呟いた。

「で、話を戻すけどさ……写しや楽らく美み影かげさんと、どういう関係なのかな？」

「……」

「妹ちゃんが通ってるジムのコーチ……ってだけじゃないんだよね？　情報屋Ｂさんが、色々と教えてくれちゃったよ？　そうだよね？」

　部屋の中に散在する仲間達に問いかけると、彼らは暗い部屋の中で、互いに顔を見合わせて笑うだけだった。

　それは彼らにとって肯こう定ていの合図なのか、ミミズは満足そうに頷うなずいてから口を開く。

「美み影かげちゃんが高校生の時、彼女、貴方あなたの取り巻きの一人だったんだってね」

「……」

「取り巻きが何人もいるって凄すごいよね。今でもずっと付き合ってる女の子とかっているのかな？　それとも、みんな綺き麗れいに関係は清算してるのかな？」

　下げ世せ話わな話にのめり込もうとしていたミミズだったが、ふと、頭の中に疑問が芽め生ばえて別の問いを口にした。

「あれ……？　そんなにモテモテだったら、町でも有名人だよねえ。っていうか、何度も繰くり返しになっちゃうけど、どうしてそんなに有名なのに、情報屋さんなんかになろうと思ったの？　危ないじゃん。っていうか、よく今まで無事だったね」

「……」

　挑ちよう発はつと侮ぶ蔑べつが含まれた言葉だったが、やはり麻あさ袋ぶくろの男から答えは返らない。

「やっぱり、ヤクザ屋さんの後ろ盾だてがあるから、誰も手とか出してこないと思っちゃってたのかなあ？　でも、残念でした！　流石さすがに粟あわ楠くす会のオジサン達と喧けん嘩かはしたくないけど、君みたいな下っ端ぱなら、こうして攫さらっちゃうぐらい危ない人達なんだよ？　私達って」

「……」

「不安がないかって言ったら噓うそになるけど……『オーナー』がいるから大だい丈じよう夫ぶなの。いざとなれば、ヤクザ屋さん達もなんとか話をつけてくれるから……。『オーナー』はね、怖こわい人なんだよ？　私なんかよりもずっと。折おり原はら臨いざ也やさんには想像もつかないぐらいかなあ」

　天てん井じようを見つめながら、独り言のように吐はき出した後、ミミズは自らの椅い子すへと戻った。

「そうそう、これは、情報屋Ｂさんも言ってなかったんだけど……。っていうか、言うまでもないと思ったのかなあ？　折原臨也さん、池いけ袋ぶくろじゃ高校生の頃から有名だったんだって？」

「……」

「なんだか、派は手でな喧嘩してたんだって？　私は池袋に住んでないからよく知らないんだけど」

　自分の携帯を開き、情報を確認しながら口を開く。

「えーっと……平へい和わ島じま、静しず雄おさん？　そんな名前の人とさ」




　そして、時は再び遡さかのぼる。
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８月上旬　夜　池いけ袋ぶくろ某ぼう所しよ　公園内




「テ……ッメエ！　あの糞くそ野や郎ろうの回しもんかコラぁ！」

　そんな怒ど声せいと共に、違法駐ちゆう車しやされていたバイクが高々と持ち上げられる。

　クレーン車やフォークリフトなどを使用したわけではない。

　己の肉体のみを使用して１００kgを軽く超える鉄てつ塊かいが持ち上がるという光景を見て、一人の若者が腰こしを抜かしてへたり込む。公園の外灯を背にしたその怪力男のシルエットは、若者からすれば本当に死神か何かに見えているのかもしれない。

「ちょ、ま、俺おれ、ちが、ちがちがちががが」

　歯をカチカチと震ふるわせながら首を振る青年に対し、バイクを持ち上げている男──平へい和わ島じま静しず雄おは、こめかみをひくつかせながら口を開いた。

「何が血が血がだ。テメエが血を見るのはこれからだろうが……あぁ？」

「落ち着けよ、静しず雄お。それ投げつけたらマジで死ぬぞ。それに、いくら違法駐ちゆう車しやっつっても、そのバイク高そうだからやめとけって」

　死と暴力の化け身しんのような存在の背後から、溜ため息いき混まじりの声が響ひびき渡る。

　声を放ったのはドレッドヘアの男で、その更さらに背後では、スタイルの良い白人女性が平静な顔つきで状況を眺ながめている。

「あいつの名前が出ただけで人殺しになるのも、馬鹿げた話だろうよ。なあ？」

　なんら威い圧あつ感の無い声だったが、静雄は素直に言葉に従い、バイクをそっと地面に降ろした。

「……うす」

　ただし、へたり込む若者への怒りと苛いら立だちは消えていないようで、目を合わせるだけで心臓を鷲わし摑づかみにされるのではないかという程の怒ど気きを双そう眸ぼうにギラつかせている。

　そんな静雄と若者の間に割り込みながら、眼鏡めがねをかけたドレッドヘアの男──田た中なかトムは、至って普通の調子で頭を下げる。

「わりいな、驚かせちまってよ」

「え、あ、はひ？」

　事態の展開についていけないのか、若者はいまだに全身を小刻みに震ふるわせていた。

　外見は普通の大学生という感じだが、胸ポケットと両腰こしにそれぞれ一台ずつ、計三台の携帯電話を身につけており、どことなくカタギではなさそうな匂においも感じさせる。

　そんな若者に対し、トムは眉間みけんに雛しわを寄せながら語りかけた。

「でもよ、アンタもアンタだぜ？　何のつもりか知らねえが、少しはこいつの事を調べてから声をかけてきたんだろ？　なのにいきなり『折おり原はら臨いざ也やって知ってるよな？　随ずい分ぶん仲が良かったそうじゃねえか』なんて言うのは無しだろ？　つーか、初対面の人間にものを尋たずねる態度じゃねえし、喧けん嘩か売ってると思われても仕方ねえだろ？　なあ？」

「す、すんません！　すんませんっしたぁ！　すいません！　本当にすいませんっしたぁ！」

　慌あわてて謝る若者を見て、トムの背後に居た静雄もようやく怒りが治まったようで、呼吸を整えながら若者を睨にらみ付ける。

「……で、あのノミ蟲むしと俺おれがなんだって？」

「す、すす、すすすひぇん！」

　眼力に気け圧おされ、『すいません』ともまともに言えなくなっている若者だったが、目を逸そらす事によってかろうじて平静さを取り戻し、自分の言葉を紡つむぎ出す。

「俺、や、私は貴方あなたの敵てきじゃないです！　む、むしろ、俺らもその臨也って野や郎ろうに思う所がありまして……、その野郎の事を探してるんですよ！」

「ああ……？」

「い、いや、俺らの仲間内のリーダーがですね、その臨也って野郎に自分の彼女を弄もてあそばれたって話で……それで、野郎の事を必死こいて探してるんですよ！」







「で、俺おれに聞きたい事ってのはなんだ？」

　数分後。

　とりあえず場所を変えようと、公園の奥の落ち着いた所で改めて聞き直す静しず雄お。

「え、ええ、ですから、折おり原はら臨いざ也やって野や郎ろうの情報を、俺ら、探ってまして……。でも、よくわからねえ野郎で、どこにいるのかもさっぱり……」

「居場所なんざこっちが聞きてえ所だ。俺が直接ぶん殴なぐり殺してやるからよお……」

　そんな静雄の呟つぶやきを聞いていた、白人の女──ヴァローナは、淡たん々たんとした調子で問いかける。

「往時から気になっていた事案が存在します。オリハライザヤというのは、静雄先せん輩ぱいにとって仇きゆう敵てき、怨おん敵てきに類する生命体ですか？」

「いいや、折原臨也ってのはノミ蟲むしみてえな奴やつだ。知らねえ間に近づいて来て、気が付いたら血い吸ってるような害虫だからな、絶対に近づかせねえように気を付けろよ」

「納得を完了です。了りよう承しようと理解、同時に終了しました」

　奇き妙みような日本語で頷うなずき、彼女の頭の中に『オリハライザヤ』という単語が刻み込まれる。

　もっとも、彼女は以前に『何でも屋』をしていた時、スローンという相あい棒ぼうを経由して臨也から『園その原はら杏あん里りを痛めつけろ』という依頼を受けた事があるのだが──依頼人に興味など持たない彼女は、臨也の名前も顔も知らぬか、あるいは忘れたままなのだろう。

　そんな、自分との意外な接点も気付かぬまま、ヴァローナの中で臨也という名前を『ノミ蟲』という渾あだ名なと共に脳裏の奥に染みこませた。

　一方、そんな会話を聞いていた若者は、同調する形で口を挟はさむ。

「そ、そうそう！　そうなんすわ！　臨也ってのは相当な糞くそ野郎って話っすよね！　いやー、女ぁ取られたボスも、絶対にぶっ殺すって息巻いてますよ！」

　すると、それに水を差す形でトムが言った。

「あのなあ、女を取られた恨うらみは解わかるけどよ、殺すだのなんだの、あんまり物ぶつ騒そうな事に俺らを巻き込まねえでくれるか？　ただでさえ、静雄はそいつの名前聞くだけで苛いら立だつんだからよ」

「……大だい丈じよう夫ぶっすよ、アイツをキチっとぶっ殺したとしても、トムさんやヴァローナ、社長達には迷めい惑わくはかけないようにしますから……」

　真剣な顔で言う静雄に、トムは慌あわててツッコミを入れる。

「いや、そういう問題じゃねえだろ!?　つーか、迷惑かけないようにって無理だろうし、そもそも、何度も言ってるが、そんなクズ野郎の為ために人生を棒ぼうに振る事なんかねえって！」

「……あのノミ蟲が俺の視界に入らねえ所で朽くち果てるっつーんならいいんですけどね……」

　そして、更さらに割り込む形でヴァローナが口を開いた。

「私が謀ぼう殺さつを決行、証しよう拠こは皆かい無むと成す自信あります。イザヤという害虫を駆く除じよ、方法は多数存在です」

　物ぶつ騒そう極まりない事を言う後こう輩はいに、静しず雄おは思わず眉まゆを顰ひそめる。

「おいおい、冗じよう談だんでもそういう事を言うもんじゃねえよ」

　自分が『殺す』と何度も連呼していた事を棚たなにあげ、ヴァローナの頭をポンと撫なでながら呟つぶやいた。

「気持ちだけで充分だ。ありがとよ」

「……」
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　ヴァローナは無言となり、上うわ目め遣づかいで静雄を見つめた後に目を逸そらす。

　──……。静雄とヴァローナ、いい雰ふん囲い気きって奴やつ……なのか？

　──いや、いい雰囲気って言ってもいい……んだよな、これ？

　──違うか？

　前置きとなる会話が物騒だっただけに、トムも現在の状況を測はかりかねているようだ。

　だが、もっと状況が摑つかめなかったのは部外者である若者の方で、暫しばらく続いた沈ちん黙もくを打ち破るべく、改めて静雄に頭を下げて話の続きを切り出した。

「あ、あの。まあ、居場所とかまで解わかるとは思ってねえんで……折おり原はら臨いざ也やと喧けん嘩かしてたんなら、なんか、クセっつーか傾向っつーか、なんかあの野や郎ろうの弱みみたいなものって無いすかね？」

「弱みだぁ？　弱みも糞くそも、あんなモヤシのノミ蟲むし野郎、見つけ次第死ぬまでぶん殴なぐれば終わりだろうが。……まあ、ノミ蟲むしらしく、逃げ足だけは異常に速い野や郎ろうだがな。あいつを走って捕つかまえられたのは高校の獅し子し崎ざき先せん輩ぱいぐらいか……。そう、あの野郎は高校の時から……ああ畜ちく生しよう、あのノミ蟲野郎は、本当にいつもいつもちょこまかと飛び跳はねやがってよぉ……！」

　過去の事でも思い出しているのか、独り言が増え、静しず雄おの目の中に徐じよ々じよに苛いら立だちの色が混じり始める。

「そ、そうっすか……」

　危険を感じた若者は、話を早々に切り上げ、一いつ旦たん現場を立ち去ろうとしたのだが──




　そんな夜の公園の中に、静雄とは対照的な、あっけらかんとした声が響ひびき渡った。




「ヴァーローナさーんッ！　こんばんていやッ！」

　挨あい拶さつとかけ声が融ゆう合ごうした奇き妙みような叫びと共に、細身の人影がヴァローナの背後から飛びかかる。

「……」

　無言のまま、ヴァローナはその襲しゆう撃げき者の足を受け止め、流れるような動きで地面へと押し倒す。だが、襲撃者も地面に触ふれる瞬しゆん間かんにヴァローナの腕うでを逃れ、空中で一回転してから地面へと降り立った。

「ちぇーッ。ヴァローナさんに後ろから抱だきつき作戦大失敗ー」

　笑いながらも悔くやしそうに呟つぶやいた眼鏡めがね少女──舞まい流るの後ろから、九く瑠る璃りがとてとてと駆かけてきて静雄達にペコリと頭を下げた。

「……夜こんばんわ……」

「夜の挨あい拶さつを交わす直前に、問い質ただす必要を検討しました。何な故ぜ、私に跳ちよう躍やくし組み付こうとしたのですか？　思わず本気で撃げき退たいする可能性が混在。危険です」

「スキンシップだよ、スキンシップ！　ヴァローナさんってエロティカル美人さんなんだから、もっと女同士で色んな所を磨みがき合わなきゃ！　それに、ヴァローナさんって喧けん嘩か強いじゃん？　襲おそいかかって私とどっちが強いか試したいし、そのまま寝ね技わざに持ち込んでも持ち込まれても私としては問題無しっていうか、ヴァローナさんの肌はだってすべすべだから触さわりたい、触らせて？」

「何を言っているのか不ふ明めい瞭りようです。説明の開示を要求します」

　首を傾かしげて追及するヴァローナだが、それに答えるより先に、舞流は静雄に手をあげた。

「あ、静雄さーん！　こんちわーッ！　ゴメンね、今日きよう、イザ兄にいを仕留めそこねちゃった！」

　その瞬しゆん間かん──

　若者の目が、ピクリと動いた。

「イザニイ？」

　自分の耳に入ってきた単語の意味を咀そ嚼しやくすべく、独り言として繰り返し呟こうとしたのだが──その呟きは、突然彼の耳に飛び込んできた苛いら立だちの声によって搔かき消された。

「おい……テメエ、なんで携帯三台も持ってんだよ……」

「へ？」

　若者が目を向けると、そこにはサングラス越しでも解わかる程に目をぎらつかせた静しず雄おが、今にも飛びかかるのではないかという威い圧あつ感を放っているではないか。

「携帯を三台も四台も持ち歩いてる奴やつを見ると、あのノミ蟲むしを思い出すぜ……テメエ、まさかなんかいかがわしい事してるんじゃねえだろうなあ……？　いや、いい、答えなくてもとりあえずぶち殺せば同じ事だよなぁ……？」

「ちょ、まッ……」

「それが嫌いやだったら、３秒以内に俺の前から消えろ……いいなコラ……」

　次の瞬しゆん間かん──静雄が「ひとつ」と数え始めるよりも前に、若者は脱だつ兎との如ごとき勢いで公園から駆かけ去っていった。

　何が起こったのか解わからず、キョトンとする双ふた子ごとヴァローナ。

　ただ、トムだけは理解していたようで、ポン、と肩かたを叩たたきながら静雄に優しい言葉をかける。

「気を遣つかったじゃねえか。ま、携帯三台持ってるからキレるってのは、流石さすがにあいつも理り不ふ尽じんだと思ったろうが、まあ、これで二度とお前にゃ近づかねえだろ」

「……そんなんじゃないっすよ。本当にノミ蟲を思い出してむかついただけっす」

　トムにそんな言葉を返した後、静雄は九く瑠る璃りと舞まい流るの方に向き直りながら、ぶっきらぼうに言いはなった。

「おい、暫しばらく、町を彷徨うろつく時は気を付けた方がいいぞ。ノミ蟲の家族だっつーのも、あんま町じゃ言って回らねえ方がいいな」

「え？　なんでなんで？」

「……謎どうしてですか……？」

　首を傾かしげる双ふた子ごの前で、静しず雄おは苛いら立だたしげに歯を嚙かみしめた。

「あのノミ蟲野や郎ろう、また何かしでかしてるみたいなんでな」

　そして、言うまいかどうか迷ったあげく、舌した打うちをして言葉を紡つむぐ。

「あんまりお前らの前で言いたかねえが、あいつはイザとなりゃ、お前らだろうと喜んで見捨てかねねえ奴やつだ……と俺おれは思ってる。お前らが違うっつーんなら、そりゃすまねえがな。まあ、心配だからよ、テメエの身はテメエで守れるようにしとけよ」

　柄がらにもない事を言ってしまったか。

　そう思って後こう悔かいしかけた静雄だったが、次の瞬しゆん間かんには、九瑠璃と舞流に両側から腕うでを絡からまれていた。

「おい、何してんだ？」

　首を傾げる静雄に、舞流はケラケラと笑い、九瑠璃は音もなく微笑ほほえみかけた。

「静雄さんってさ、実は、すっごく優しいよね？」

「……尊すてきです……」

「やっぱりやっぱり、幽ゆう平へいさんが優しいのもお兄にいさん譲ゆずりなのかなー？」

「やめろバカ！　俺おれなんかと幽かすかを比べちゃ、アイツに悪いだろうが！」

　女子高生に両腕うでを絡からめ取られるという状況ながら、論点のずれた事で怒る静しず雄お。

「静雄先せん輩ぱいからの乖かい離りを要求します。腕による拘こう束そく、仕事に支し障しようが出ます。何な故ぜそのような行為を実行するのか理解不能です」

　淡々と九く瑠る璃り達に問いつつ、二人を引き剝はがそうとするヴァローナ。

　微笑ほほえましいとも言える光景を見て、トムはやれやれと頰ほおを搔かきながら呟つぶやいた。

「ったく、賑にぎやかしいこった」




「……このまま、なーんも起こらなけりゃいいんだがなあ」
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同時刻　池いけ袋ぶくろ某ぼう所しよ　ビルの屋上




「やあ、久々だねぇ、運び屋」

　町のネオンに搔き消され、星が殆ほとんど見えぬ淡黒い空の下──ネオンの光すら綺き麗れいに吸い込む、圧倒的な『黒』を纏まとうセルティに対し、イザヤは緩ゆるやかに手をあげた。

「新しん羅らの奴やつは元気かい？　ネブラの最新設備で治ち療りようを受けたんだから、来らい良ら総合病院に担かつぎ込むよりは治りが早いんじゃないかな。……いや、自宅療りよう養ようのやりかた次第じゃ結局マイナスか」

『……どこからそんな事まで』

「俺には俺独自の情報網があるって事さ。ネブラの中に俺のスパイがいるかもとか、色々と想像を働かせるのは自由だけどね、そんな事をしてもあまり意味はないと思うよ？　スパイを見つけた所で、何をどうするわけでもないだろうしねえ」

　今まで通り。

　それは、いつもセルティに仕事を頼む時の臨いざ也やと全く変わり無い調子に見えた。

　だが、だからこそ、セルティにはそれが苛いら立だたしかった。

　新羅は、こんな男でも『友達』だと言った。

　なのにこの男は、新羅が大怪け我がをしているというのに、しかもその事を理解しているというのに、その上で『いつも通り』なのだ。

『お前が新羅を襲おそった黒幕だったなら、スパイを捜さがす事にも意味はあると思うがな』

　だからこそ、その苛立ちを皮肉と疑念が入り交じった分に乗せて、臨也の眼前に突きつける。しかし、それでも臨也はいつもの調子を崩くずさない。

「おやおや、怖こわい怖い。言ったろ？　俺おれは新しん羅らの襲しゆう撃げきに関しては黒幕じゃないよ。そんな事をする意味があるとは思えないしね」

『お前なら、「楽しそう」っていう理由だけでなんでもやりそうだけどな』

「酷ひどいな。俺がそこまで享きよう楽らく主義者に見えるかい？　楽しそうって理由でなんでもできるほど、俺は万能でもないし自由でもないさ。化け物の君には理解できないだろうけど、人間っていうのは、色々なしがらみの中に生きてるんだよ？　完全な自由なんて、のたれ死ぬまで走り続ける覚かく悟ごを持った奴やつにだけ許される特権さ。そして、俺はまだ死にたくはない。それだけの話さ」

　ペラペラと口こう舌ぜつを動かす臨いざ也やに更さらなる苛いら立だちが芽生え、セルティはストレートな言葉をＰＤＡに打ち込んだ。

『……新羅が大怪け我がしたっていうのに、お前は何も感じないのか？』

「俺が前に刺さされたって言った時、新羅は『じゃあね』って電話を切ったけどね。それに対抗して素そっ気けない態度を取ってるだけだよ」

『ぐ……その後、ちゃんと心配してたんだぞ！　それなのに警察に電話させたりとか色々と罠わなをしかけて……！　第一、自分がやられて嫌いやだったなら、他人にもやるな！　ていうか、お前が刺されたのは自じ業ごう自じ得とくだろうが！』

「おや、新羅が刺されたのは自業自得じゃないとでも？」

　淡たん々たんと言い返す臨也に、セルティも怯ひるむ事なく言葉を返す。

『それを確かめる為ために、ここに来た。犯人についての情報を知ってる、と言ったな？　噓うそだと言ったら、今からお前を縛しばり上げて本当に静しず雄おの前にほっぽり出すからな』

「俺は自分にも他人も噓をつくけれど、商売に関しては噓はつかないよ。それをやったら商売あがったりだからねえ。だから、俺の噓は趣味だと思ってくれればいい」

『趣味を仕事にするなんて、良くあることだがな』

「言うねえ。まあ、それよりも先に、仕事の話をしようか」

　屋上のフェンスに寄りかかっていた臨也は、ゆっくりとセルティの方に歩き出す。

　だが、それを制するように、セルティは周囲に意識を向けて臨也に問いかけた。

『ちょっと待て』

「何かな？」

『……周りにいる連中は、一体なんだ？』

　セルティが見渡した先には──屋上の貯水タンクの陰などで、壁に寄りかかりながらこちらの様子を窺うかがっている男達の姿があった。

　そして、彼らが身に纏まとっている骨ほね柄がらのジャケットを見て、セルティはある単語を思い出す。

『おい、こいつら、【屍龍ドラゴンゾンビ】の連中じゃないか？』

　すると臨也は、拍はく手しゆしながら嬉うれしそうに答えた。

「ご名答！　よく覚えてたね。最近全然走ってないのに」

　屍龍ドラゴンゾンビというのは、東京23区内を走り回っていた暴走族だ。粟あわ楠くす会と繫つながりがあると言われている『邪ジヤン蛇ジヤカ邪ジヤン』と競せり合っていたチームだが、少し前から全く町中で見かけなくなってしまっていた。

　邪ジヤン蛇ジヤカ邪ジヤンも同時期になりを潜ひそめた事から、セルティとしては、『あの怖こわい白バイに怖おそれをなしたのだろう』と一人で納なつ得とくしていたが、こうして、バイクとは無縁ともいえるビルの屋上で見かけるとは予想だにしていなかった。

『なんで、こいつらがここに？』

　──まさか、やっぱりこいつが新しん羅らを襲おそった黒幕なんじゃ。

　──そして、私を始末しようと、人を集めた……？

　そんな疑念を抱いだき、警けい戒かいしながら全身の影を蠢うごめかせる。

　イザとなればこの屋上全すべてを『影』に包み込んでしまおうと目もく論ろむセルティに、臨いざ也やは毒気の無い表情で手を振った。

「ああ、大だい丈じよう夫ぶ大丈夫、そんなに警戒するなってば。彼らはね、俺おれの足であると同時に、ボディガードみたいなものなんだから」

『ボディガード……？』

「刺さされたって言ったろ？　まだ俺を刺した奴やつは見つけてないんだけどさ、ほら、俺って逆恨みをよくされるじゃない？　だからさ、お金を出して護衛をして貰もらってるわけ。……ほら、最近は暴走族も取り締まりが厳しいだろ？」

『それは同意するが……』

　半日前に激しいチェイスを繰くり広げた葛くず原はら金きん之の助すけの事を思い出し、セルティは身み震ぶるいしながら文字の続きを打ち込んだ。

『だが、逆さか恨うらみはないだろう逆恨みは』

「冗じよう談だんだよ。流石さすがに、自分が正当な恨みを買う仕事と性格だっていうのは理解しているつもりだからね」

『だったら、性格だけでも改めたらどうだ？』

「気が向いたらね」

　大して興味の無い様子の臨也に、セルティはそれ以上の説得を諦あきらめたようだ。

『とりあえず、周囲の連中は気にしない事にしよう。で、私は何を運べばいいんだ？』

「まあ、順を追って話そうか。実は、数日がかりの仕事になるんだ」

『おい待て。私は新羅の看病をしないといけないんだぞ！　何日も家を空あけられるか！』

　抗議するセルティだが、臨也はなんの問題もないと首を振る。

「大丈夫だよ、ずっと拘こう束そくする仕事じゃない。数日がかりって言っても、一日に少しずつ動いてくれればいいんだ」

『少しずつ？』

「何、要するに、俺おれの助手をしてくれって事だよ。ちょっと、色々と調べないといけない案件があってさ。戸こ籍せきとか立場に囚とらわれないで、色々と自由に動ける人出が欲しいんだ」

『そこにいる屍龍ドラゴンゾンビの連中に頼めばいいじゃないか』

　当然といえば当然の疑問に、臨いざ也やはケロリとした顔で答えた。

「彼らには護衛に徹して貰もらわないと困るじゃないか。俺は自分の命が大事だからね」

『それを言ったら、そもそも情報集めなんて運び屋に頼む仕事じゃないだろう。業務外の事を頼まれてもな……』

　渋しぶるセルティだが、彼女自身は受けるしかないという覚かく悟ごは既すでに決めていた。

　仕事と引き替えに得られる『新しん羅ら襲しゆう撃げき犯はん』の情報。

　それを手に入れる為ためならば、自分にできる事をするしかないだろう。

　仮に陰で臨いざ也やを縛しばり上げて脅おどした所で、その情報を吐はく事はしない。

　臨也にはそうした精神力だけは無む駄だにあるという事を理解している為、セルティは半分諦あきらめながらも、彼女なりの交渉を続ける。

『私はやるからには全力でやるが、期待に沿えなかったからといって報ほう酬しゆうを反ほ故ごにするのは無しだぞ』

「解わかってるよ。まあ、流石さすがに裏切ったりサボったりしない限りは、君の望む情報をあげようじゃないか。それにね、君にやって欲しいのは、そうそう運び屋の仕事と違わないと思うよ？寧むしろ、運び屋としての君に依頼したいぐらいだ」

『どういう事だ？』

　遠回しな物言いに、セルティは苛いら立だちながら尋たずねる。

　すると、臨也は悪戯いたずら小こ僧ぞうのように笑い、セルティの肩かたをポンと叩たたいてから、屋上のフェンスの上にヒョイと飛び乗り腰こしかける。

　落ちるのではないかとヒヤヒヤしかねない場面だが、セルティは臨也を諫いさめようともせず、静かに相手の言葉の続きを待った。

　臨也は少し高い所からセルティを見下ろす形で、パンと両手を打ち鳴らす。

「つまり、今回、運び屋の君に運んで欲しいのは……」




「……情報だよ」
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一時間後　都内某ぼう所しよ　クラブハウス




　ハリウッド映画のワンシーンに出てくるような、典型的な内装のクラブハウス。

　薄うす暗ぐらいホールには扇せん情じよう的な音楽が鳴り響ひびき、その闇やみを切り裂さくように無数の明かりが乱舞している。そんなホールの音と光からは隔かく離りされた、三階のとある個室内にて──

　一見するとこうしたナイトクラブには似合わぬような、数名の大学生達が寛くつろいでいた。

　壁の色は、都市の夜景を思わせる青。

　白い大理石のテーブルの周囲には柔やわらかそうな黒革のソファが置かれており、この場所が特別な空間であると強く主張している。

「いいスペースだろう？」

　そう呟つぶやいたのは、手にダーツを持った一人の男だった。

　部屋の壁には使い込まれたダーツボードが置かれており、電子式ではないその遊ゆう技ぎ具ぐが、部屋の中にアナログな空気を醸かもし出している。

「ここの二階部分は、去年の末まで、僕ぼく達の同業者の溜たまり場だったそうだ。年末だか年始だかに、粟あわ楠くす会や警察に目をつけられて潰つぶれたらしいけどね」

「おいおい、縁えん起ぎが悪いんじゃないか？」

「逆に考えるといい。もう、そいつらが厄やくを全部持って行った、ってね。それに、ここのクラブは親父の所有物だから、色々と融ゆう通ずうがきくんだよ。勉強部屋が欲しいって言ったら、部屋の予約が入ってる時以外は好きに使っていいってさ」

　ナイトクラブという場には一ひと際きわ無む縁えんに思える、優等生じみた雰ふん囲い気きをしたその青年は、的まとに向かってダーツの矢を投げ放った。

　タン、と、小こ気き味みよい音が部屋に響き渡り、一いつ瞬しゆんだけ部屋の中を鎮しずまらせる。

　ブルズアイど真ん中に突き刺ささった矢を前に、微動だにしない青年。何かスポーツでもやっているのか、優等生風ふうではあるが、決して瘦やせ細っているわけではなく、寧むしろ筋肉はあると言ってもいい方だろう。身体からだにも顔にも雰ふん囲い気きにも恵まれた御おん曹ぞう司し風といった青年で、部屋の高貴さと相まって絵になる光景を創つくりだしている。

　その沈ちん黙もくを殺したのは、ダーツを投げた青年自身の言葉だった。

「……しかし、その平へい和わ島じま静しず雄おって奴やつは、本当にそんな言葉を信じたのかい？　僕の彼女が弄ばれた、なんていう作り話を」

　すると、部屋の入口あたりに立っていた若者──公園にて、静雄に話を聞いていた男が、媚こびるような笑みを浮かべ、頭を搔かきながら口を開く。

「ああ、そりゃもうあっさりと。あいつ、噂うわさ通りの化け物だったけどよ、頭の中身の方はおめでたいのかもしれねえっすよ！　それに、ちゃんと折おり原はら臨いざ也やって野や郎ろうの情報を見つけて来ましたから！　いやまあ、ぶっちゃけ、情報屋とか言っても、四し十じ万まさんが気にする程の奴やつじゃないとは思うんすけどね」

「ああ、妹らしき女の子……だっけか」

「そうですそうです！　眼鏡めがねの餓が鬼きが、はっきりと『イザニイ』とか言うのが聞こえましたから！　横に居た女も、面つらがよく似てたから兄妹かもしれねえっす」

「へえ、そうなんだ。妹か、確かにそれは、取引の材料になりそうだね」

　四し十じ万まと呼ばれた男は、新しいダーツの矢を持ち、的まとに向かって腕うでを構える。

「で、その子の家は？」

「え？」

　自然な流れで問いかけられた言葉に、下っ端ぱ風ふうの若者は、思わず身体からだを固まらせた。

　理由は至し極ごく単純で、単にその『先』の答えを何一つ持ち合わせていなかったからだ。

「その子達が、今、この場にいないっていう事は、当然、後をつけるなりなんなりして、家ぐらいは調べてきたんだろう？」

「あ、いや……その、静しず雄おって野や郎ろうが暴れそうになったんで、慌あわてて逃げちまったんで……」

「なんだ、しょうがないなあ。じゃあ、それは改めて明日あした調べようか」

　爽さわやかに笑う四十万に、下っ端の若者もハハ、と吊つられて笑う。

　しかし、次の瞬しゆん間かん、四十万が首を傾かしげながら若者に問いかける。

「……ん？　君、何か両目についてない？」

「え？」

「両瞼まぶたのところに、なんか痣あざみたいなのが……ちょっと両目をつむってみてよ」

「あ、はい、すんません」

　そして、言われるがままに両目を一いつ瞬しゆん閉じたのだが──




　一秒と経たたぬ内に、男の鼻に衝しよう撃げきが走る。




「ヅッ!?　アッ……グァッ!?」

　何が起こったのか解わからず、若者は目を見開いた。

　すると、視界の中央、右目と左目の間辺りに、二本の棒ぼうのような影が見えた。いや、本来は一本なのだが、焦しよう点てんが合わずに二本にぶれて見えるのだろう。

　最初、小さなトカゲか何かが嚙かみついたか、蜂はちにでも刺さされたのかと思い、慌あわててその影を手で払はらいのけようとした。

　だが、横殴なぐりにする形で手を触ふれた瞬間、鼻の肉を抉えぐるような痛みが顔面内に爆ばく発はつする。

「イヅゥッ！」

　だが、自らの鼻はな頭がしらを抉っていた『何か』はその衝撃で転げ落ちたようだ。

　男は血の滴したたる鼻を押さえつつ、床ゆかに落ちたそれに目を向ける。

「え……」

　──これ、ダーツの……矢……や……やぁ？

　気付いたのとほぼ同時に彼の傍そばに、黒い影が歩み寄る。

「し、シジ……ま……さん？　ッッッ!?　アアアッ！　～～～～～ッ！」

　いつの間に距離を詰めたのか、部屋の中央あたりにいた四し十じ万まが唐とう突とつに目の前に現れ、自分の肩かたにダーツの矢を突き刺さしている。

　鼻はな頭がしらと肩、双そう方ほうの痛みが男の中で共鳴し、脳のう髄ずいの中を暴れ回った。

　その光景の意味を理解するよりも先に、彼の身体からだを激痛が支配する。

「な、何！　俺おれ、が！　何ッ！」

　肩を押さえながらあたふたと背を向け、言葉にならない疑問を叫びながら部屋の隅すみに背をつける下っ端ぱの男。部屋にいた他ほかの男達の反応は、生なま唾つばを飲んで事態を見守っているものから、ケラケラと笑っているものまで様々だ。

「ああ、『俺が何をしたんだ？』って言いたいのか？」

　喚わめく男の言葉を代弁した後、四十万は自じ問もん自じ答とうするかのように、疑問の答えを口にする。

「何もしなかったからに決まってるじゃないか」

　あっさりと言い放ち、足元に転がるダーツの矢を拾い上げる四十万。

　そして、なんの躊躇ためらいもなく、部屋の隅で震ふるえている男へと投げつける。

「ひッぁッウアガァッ!?」

　恐怖による悲鳴と、痛みによる悲鳴が連続した叫び声。

　四十万はそのままツカツカと歩を進め、足を大きく振り上げると、男の太ふと股ももに刺さったダーツの矢を思い切り踏みしめた。

「ガアァァァッ!?　イグヅッヅグッヅグヅグヅグッッッッ！」

　言語として成り立たぬ声が、部屋の中に響ひびき渡る。

　だが、防音の壁はホールのミュージックを内部に伝えないように、男の悲鳴を外部に伝える事もない。

　痛みに脊せき髄ずいを刺激され、混乱と恐怖に揺さぶられた顔面から涙なみだが流れ始めた。

　そんな哀あわれな男に、四十万は爽さわやかな笑顔で──男の太股をダーツごと踏みにじったまま語りかける。

「平へい和わ島じま静しず雄おの頭がおめでたい……？　おめでたいのは君の脳味み噌その方だろ……？　こっちは時間の一秒でも惜おしいんだけどなあ。惜しいんだけどなあ。惜しいんだ、け、ど、な、あ？」

　最後の五文字を呟つぶやくごとに、グイ、グイ、と足に体重を乗せていく。

　壊こわれた楽器のように、足の踏み込みに合わせて男の喉のどから呻うめきが漏もれる。

「感謝して欲しいな。目を瞑つむらせてなかったら、下へ手たに動いて右目か左目がおじゃんだったかもしれないんだからさ」

　そこまで言った所で、四十万は足を離し、呻き続ける男に背を向けた。

　下っ端にはそれ以上興味ないとでも言うかのように、それ以後の言葉は、部屋の中にいる全員に向かって言い放つ御おん曹ぞう司し風ふうの男。

「大学のサークル気分でやってもらったらさ、困るんだよなあ……。いや、僕ぼくはいいんだ。僕はいいんだけど……雲井さんに怒られるのは、結局僕なんだよ」

　雲くも井い。

　その名前が出た瞬しゆん間かん、部屋の中の空気が凍こおり付いた。

　制せい裁さいを受けた若者の鼻先にダーツが刺ささった時ですら、ここまで部屋が鎮しずまる事はなかったのだが、雲井という固有名詞が鼓こ膜まくを揺らした瞬間、血を見てヘラヘラ笑っていた男達ですら黙だまり込んでしまったのだ。

　一人の男の泣き呻わめく声など、もはや男達の鼓膜は揺らしても、脳味み噌そには欠片かけらも伝わらない。

　皆、雲井という名前にそれだけ集中しているのだ。

「な、なあ、四し十じ万ま。最近、雲井さんから連れん絡らくあったのか？」

「当たり前だろ？」

　革張りのソファーに座っていた仲間の問いに、四十万は爽さわやかな微笑ほほえみと共に答える。

「……粟楠会の赤林を始末するどころか、関係無い暴力団と揉めて新聞沙汰なんて事になったんだ。そんな大失態をやらかして、雲井さんが……見逃してくれる筈ないじゃないか」

　晴れ晴れとした表情を崩くずさぬまま、四十万は──頰ほおに一筋の冷や汗あせを流しながら呟つぶやいた。

「……僕達は、『ヘヴンスレイブ』に泥どろを塗ったんだからね」

　口から言葉を紡つむぐと同時に、四十万は着ていたシャツの右手首のボタンを外し──袖そでを、一気に右肘ひじの上までまくり上げた。

「……」

　再び、沈ちん黙もくが部屋を支配する。

　ある者は目を背そむけ、ある者は信じられぬといった表情で凝ぎよう視しする。

　彼の右腕うでにあったものは、長い長い、奇き妙みような赤い傷きず跡あとだった。

　手首の少し下から、肩かた口ぐちに至るまで、長く赤い線が数本並走しているではないか。

　──まるで、楽がく譜ふみたいだ。

　そう思った仲間の一人が、すぐにその考えを訂てい正せいする。

『まるで』ではなく──

　その傷は、『まさしく』音楽などに用いられる五線譜そのものだったのだから。

　歪いびつに引かれた五本の線の合間に、時折、赤い点状の印があった。中には、丁てい寧ねいに『♪』の形に切り抉えぐられている疵きずすらある。

「そ、その傷……なんで、どうやって」

「ん？　ああ、雲井さんに、直ちよくでやられたよ」

「ナイフ……とかか？」

　質問しなければ、その異常さに吞のまれると思ったのだろう。

　自分でも納なつ得とくできる答えを導きだそうと、ナイフという単語を口にした。

　──そうだ、これは、ナイフの傷だ。

　──だったら、頭の悪そうな不良共でも、たまにやる事だろう。

　──煙草たばこで根性焼きするのと似たようなものだ。

　──だよな。

　──大した事ないよな。

　──ドラマとか漫画で、もっとやべえのあるよな。

　──指詰められるよりは、なあ？

　心の中に、そんな言葉が何度も浮かんでは消えていく。

　しかし、眼前の疵きず痕あとは、そんな想像よりも遥はるかに雄弁に『痛み』を語る。

　実際に指や腕うでを失うよりはマシだとは言っても、どう見てもかすり傷といえない。下へ手たをすれば、筋肉まで達していてもおかしくない疵痕だ。

　それでも、男達は想像せずにはいられなかった。

『この程度の罰ばつは、まだマシな方だ』と。

　男達のそうした『逃げ』を否定するかのように、四し十じ万まは小さく首を振る。

「それなら、まだ傷口の治りも良かったかもね」

　四十万は、一いつ斉せいに固まった部屋の人間達とは対照的に、滑なめらかな動きでダーツ板に近づいた。

　そして、的まとに刺ささっている矢を三本抜き取り、手の中で転がしながら答える。

「この矢で、さ、一本一本丁てい寧ねいに線を抉り引かれたよ」

「……」

　男達の背に、寒気と汗あせが同時に滲にじむ。

　切る事を目的としていない機具で、肉の細さい胞ぼうを破は壊かいしながら進む作曲作業。それを想像しただけで、下腹に薄ら寒い圧迫感が押し寄せる。

「ああ、でも、麻ま酔すい無しで前歯に穴を開けられた時よりは、ずっとマシだったかな。代わりに、『音符に合わせて悲鳴で歌え』なんて無茶な事を言われたけどね。まったく、雲井さんのジョークは一流だよ」

　ハハ、と無む邪じや気きに笑う四十万に、答える者はいなかった。

　雲井という男が彼らのリーダーであるようだが、その男の『制裁』の殆ほとんどは、全すべてナンバー２と思しき四十万が引き受けている状況らしい。

「雲井さんがね、『俺おれ達は、ダラーズの影だ』って言ってたよ」

　冷え切った空気の中、四十万だけが熱を持った言葉を口にし、再びダーツ板に向き合った。

「僕達は、ナンバー２でいいんだってさ。『ダラーズ』って巨体に隠かくれる、ただの影でいいんだって……。ただ、それを盤ばん石じやくにするためには、まだ少しだけ力が足りないんだってさ」

　タン、と小こ気き味みよい音が響ひびき、ダーツの矢は再びブルズアイど真ん中へと突き刺ささる。

「……『アンフィスバエナ』のシステムを、『ヘヴンスレイヴ』が丸ごと搔かっ攫さらう」

　タン、と、更さらに一本が的まとに刺ささり、狂信的な瞳ひとみを細めながら。

「それが、雲くも井いさんの望みだからね」

　タン、と、最後の一本が的を揺らした後──

　四し十じ万まは、室内全すべてに響ひびき渡る声で、絶望とも言える言葉を口にした。

　本人だけは、とても、とても嬉うれしそうに笑いながら。




「僕ぼく達には、もう退路なんてないんだよ」







チャットルーム




　　　　　　　　　　・

　　　　　　　　　　・

　　　　　　　　　　・

チャットルームには誰もいません。

チャットルームには誰もいません。

チャットルームには誰もいません。




罪さい歌かさんが入室されました。




罪歌【こんばんは】

罪歌【よろしく　おねがいします】




白はく面めん書しよ生せいさんが入室されました。




白面書生【初めまして、白はく面めん書しよ生せいといいます！】

白面書生【えーっと、実は、私、今日きようがこちらのチャットデビューでして】

白面書生【セットンさんに紹しよう介かいされてお伺うかがいしました！　宜よろしくお願いします！】




罪歌【はじめまして】

罪歌【さいかといいます】

罪歌【よろしく　おねがいします】

罪歌【せっとんさんの　おしりあいですか】





内緒モード　白面書生【僕ぼくだよ、杏あん里りちゃん】

内緒モード　白面書生【セルティに誘われてたのを思い出してね】

内緒モード　白面書生【色々あってさ、今、パソコンと睨にらめっこしてるような状況なんだ】






白面書生【まあ、そんな感じですね！　宜しくお願いします！】





内緒モード　罪歌【もしかして　きしたにせんせいですか】




内緒モード　白面書生【ご名答！　って言っても、セルティが他ほかに呼ぶ人もいないよね】




内緒モード　罪歌【けがは　だいじょうぶなんですか】




内緒モード　白面書生【ああそうか、セルティから聞いてるんだったっけ】

内緒モード　白面書生【まあ、こうしてパソコンは打てるようになったよ】

内緒モード　白面書生【布ふ団とんに仰あお向むけになったまま、特殊なデスクを使ってだけどね】




内緒モード　罪歌【おだいじにしてください】

内緒モード　罪歌【ごけんしょうを　おいのりします】




内緒モード　白面書生【ありがとう、養よう生じようするよ。まあ、あんまり気にしないでいいよ】




内緒モード　罪歌【はい　ありがとうございます】

内緒モード　罪歌【そういえば　さいしょから　ないしょもーどをつかえるんですね】

内緒モード　罪歌【すごいです】




内緒モード　白面書生【まあ、パソコンには慣れてるから、感覚で分かるよ】

内緒モード　白面書生【どうせなら他ほかの人にも挨あい拶さつしたかったけど、今はいないかな？】




内緒モード　罪歌【すいません】




内緒モード　白面書生【杏里ちゃん……おっと、罪さい歌かさんが謝る事じゃないよｗ】

内緒モード　白面書生【っていうか、携帯から打ち込んでるのかな？　大変だね】

内緒モード　白面書生【ていうか、ずっとひらがなじゃ大変でしょ】




内緒モード　罪歌【すいません】




内緒モード　白面書生【謝らなくていいってばｗ】

内緒モード　白面書生【君に謝らせてばっかりだと、後でセルティに怒られるからさ】




内緒モード　罪歌【せるていさんは　おげんきですか】




内緒モード　白面書生【ああ、元気元気！　今日きようはまだ帰ってないけどね】

内緒モード　白面書生【そうそう、パソコンや携帯の漢字変換とかだけどさ】

内緒モード　白面書生【帝人みかど君あたりに教えて貰もらえば？】

内緒モード　白面書生【帝人君なら、そういうの詳くわしいだろうし】

内緒モード　白面書生【ていうか、このチャットに呼んでも誰も文句言わないんじゃない？】




内緒モード　罪歌【すいません】

内緒モード　罪歌【それも　かんがえたことは　あります】

内緒モード　罪歌【でも　りゅうがみねくんには　さいかのなまえを　みせたくないです】

内緒モード　罪歌【まだ　こころのじゅんびが　できていません】




内緒モード　白面書生【なるほどねえ。まあ、気持ちは解わかるよ】

内緒モード　白面書生【帝人君だと、罪さい歌かが妖よう刀とう事件に絡からんでるって気付きそうだしね】

内緒モード　白面書生【その妖刀の名前を杏あん里りちゃんが使ってるのは確かにまずいかもね】

内緒モード　白面書生【ま、でも、ゆっくりでいいと思うよ】

内緒モード　白面書生【君も帝人君も、僕ぼくと違って奥手っぽいからねえ】

内緒モード　白面書生【でも、君の妖刀としてのありかたとか、今後の生き方とか……】

内緒モード　白面書生【あるいは、帝人君に打ち明けるかどうかとか……】

内緒モード　白面書生【そういう話なら、僕とセルティは、いつでも相談に乗るからね】




内緒モード　罪歌【ありがとうございます】

内緒モード　罪歌【うれしいです】

内緒モード　罪歌【さいかのことを　そうだんできるのは　せるていさんたちだけです】

内緒モード　罪歌【だから　とても　こころづよいです】

内緒モード　罪歌【でも　めいわくじゃ　ないですか】

内緒モード　罪歌【わたしのせいで　きしたにせんせいたちに　ごめいわくが　かかるんじゃ】




内緒モード　白面書生【気にすることないって！】

内緒モード　白面書生【あのね、内ない緒しよモードだから言っちゃうけど……】

内緒モード　白面書生【セルティは、君の事、大事な友達だと思ってるんだからね】

内緒モード　白面書生【セルティの友達は僕の友達だからね】

内緒モード　白面書生【ま、時間が空あいてればって条件はあるけど、相談には乗るよ】




内緒モード　罪歌【うれしいです】

内緒モード　罪歌【すごく　うれしいです】




内緒モード　白面書生【ストレートに御お礼れいを言われると、なんだか逆に照れるなあｗ】

内緒モード　白面書生【じゃあ、今日きようは一いつ旦たんここでお別れという事で】

内緒モード　白面書生【内ない緒しよモード、一旦解除しますね！】






白面書生【それじゃあ、また人が多そうな時に改めて御ご挨あい拶さつさせて頂いただきます！】

白面書生【罪さい歌かさん、最初の挨拶の相手になって下さって、ありがとうございました！】

罪歌【ありがとうございました】

罪歌【おつかれさまです】

白面書生【こちらこそ！　ではでは……】




白はく面めん書しよ生せいさんが退室されました。




罪歌【おつかれさまでした】

罪歌【わたしも　きょうは　いちど　たいしつします】

罪歌【ありがとうございました】

罪歌【いつか　ぜんいんで　おはなし　したいですね】

罪歌【がんばります】

罪歌【それでは　しつれいします】




罪歌さんが退室されました。




チャットルームには誰もいません。

チャットルームには誰もいません。

チャットルームには誰もいません。

　　　　　　　　　　・

　　　　　　　　　　・

　　　　　　　　　　・













暗い場所で　４







「今日きようはこれから、折おり原はら臨いざ也や君の他人紹介を始めまーす。パチパチパチー」

　口で拍はく手しゆの音を生み出すと、周囲の仲間達がそれに合わせて実際に手を叩たたく。

　薄うす暗ぐらいだけだった筈はずの店内が、小さな蠟ろう燭そくの光によって、やや暖かみのある薄暗さに変へん貌ぼうしていた。

　いつの間に用意したのか、部屋のテーブルの上には小さなモンブランケーキが置かれており、その上に二十本を超える小さな蠟燭が無む理り矢や理り突き立てられている。

　もはやひとまとまりの巨大な蠟燭のようになっており、激しく瞬またたく炎ほのおが部屋の中に光の波を生みだしていた。

「折原臨也君の誕生日は、５月４日でーす！　凄すごい凄い、出席番号前の方じゃーん！　おっとなー！　わー！」

「……」

「折原臨也君って、25歳さいなんだって？　でも、周りの人には21歳って言ってるらしいじゃん。なんでなんで？　四捨五入して30歳さいになるのってそんなにショック？」

　挑ちよう発はつ的な言葉だが、麻あさ袋ぶくろはそんな挑発には乗らないとばかりに、無言のまま首を振る。

「凄すごいねー。もう２時間も無言じゃん。本当はね？　殴なぐったり蹴けったり刺さしたり抉えぐったり引っこ抜いたりして悲鳴を上げさせてもいいんだけどさ、それじゃつまんないじゃん。お楽しみは、折おり原はら臨いざ也や君の大事な妹さん達がついてからにしないとね！　ウン、ウン！」

　一人で納なつ得とくしたように頷うなずくと、ミミズはそのままケーキの皿を持ち上げ──男の被かぶる麻袋に、ゆっくりと近づけた。

「麻袋越しでも、火の明るさぐらいは解わかるよね？」

「……」

　やや強くなった呼吸音と共に、身体からだを背後に仰のけ反ぞらせようとする麻袋の男。

　そんな彼の前に、一人分のケーキを台座とする蠟ろう燭そくの束が近づけられた。

「さっき意地悪してその布を濡ぬらしちゃってゴメンね？　今、ちゃんと乾かしてあげるから」

　濡れているとは言え、熱は伝わっているかもしれない。

　だが、男の反応からは、相手の感情は窺うかがえない。

　麻袋の下にあるのが、恐怖なのか、絶望なのか、自分に対する果てしない怒りなのか。

　無限の可能性を想像し、ミミズは、平静を装いながらも興奮していた。

　剝はごうと思えば、麻袋などいつでも剝げる。

　だが、今はその時ではない。

　彼女は、湧わき起こる欲求を必死に抑おさえつけながら、一方で至し福ふくともいえる感覚に浸ひたっていた。




　ミミズの趣味は、『想像』による陵りよう辱じよくだ。

　窮きゆう地ちに陥おちいっている相手がどんな顔をしているのか、見たいという欲求を感じる瞬しゆん間かんこそ、彼女が生きていると実感できるひとときだった。

　──手とか、ちょっとぐらい燃やしたいな。

　──いや、ダメか。彼の妹が来るまで待たないと……。

　心しん中ちゆうでは、歪いびつな欲望から生まれる剣けん吞のんとした光景を望んでいたが、必死でそれを抑え付け、顔ではそれまで通りの柔にゆう和わな笑顔を浮かべ続けた。

　火を更さらに近づけ、麻袋を燃やしてしまいたい。

　写真で見た端たん正せいな顔立ちが、焼けただれながら苦痛に歪ゆがむのを眺ながめていたい。

　動けなくなるほどに憔しよう悴すいした所で、その火傷やけどを舐なめ回したい。

　舌したの上に転がる血の味と、折原臨也の悲鳴を想像する。

　ミミズは、その想像だけで『生きていて良かった』という実感に酔よいしれる事ができた。

　これまでも、何人も何人も、『アンフィスバエナ』の──ミミズと『オーナー』の敵てきに対し、同じような事をし続けてきた。老ろう若にやく男なん女によ問わず、何人も、何人も。

　相手が意識を失った所や、悲鳴にのたうち回った所で、いざ袋ふくろを取って顔を見てしまうと、ミミズは途と端たんに醒さめてしまう傾向があった。

　折おり原はら臨いざ也やは、写真を見る限りでは、ミミズの好みと言える外観をしていた。

　だからこそ、彼女は大事に大事に取っておこうと決意する。

　絶望に満ちた、最高の顔を浮かべているであろうその瞬しゆん間かんが過ぎ去り、彼女が何度も悦えつ楽らくに浸ひたり、折原臨也という人間に対する『想像』に飽あきてしまうその瞬間まで。




　そんな想いを胸の内に隠かくしつつ、彼女はケーキをテーブルに戻す。

「まあ、このケーキはね、実は折原臨也さん用じゃなくって、今月誕生日の私わたし用なんだ。残念だったね。食べられなくってさ？」

　代わりに手にした携帯電話の画面に目を向け、そこに記された『折原臨也』の個人情報を次々と読み上げていく。

「身長１７５cmで、体重は58kgー。へー、スタイルいいじゃん。背はもうちょっと高い方が私の好みかもよ？」

「……」

　力無く首を傾かしげるような動作をする麻あさ袋ぶくろの男を見て、ミミズはクスクスと嗤わらい始めた。

「なんで体重まで解わかるんだ、って思ってるんでしょ？　解るよ。言ったでしょ？　私の情報屋さんは優秀だって」

「……」

　更さらに首を傾ける男の表情を『想像』し、ミミズは更さらに深く相手の情報を口にした。

「まあ、半年以上前の数字だから、もっと変わってるかもしれないけどね？　折原臨也さん、去年、生命保険に入ってるよねぇ？　その時に身長と体重、記入してるよね？　……私の取引してる情報屋さん、そんな情報まで仕入れられるんだよ？　凄すごくない？」

「……。…………」

　何か言いかけるような呼吸の動きがあったが、結局沈ちん黙もくを続ける事にしたようだ。

　肩かたをゆっくりと上下させる男に、ミミズは腹の奥の疼うずきを味わいながら携帯電話の情報を読み上げ続ける。

「家族は情報屋さんを入れて七人ってところかな。父方のお爺じいさんの名前が寅とら吉きちさんで、お婆ばあさんの名前はナツ。母方のお爺ちゃんお婆ちゃんはもうお亡くなりなんだね。ちゃんと法事とか出てあげてる？」

「……」

　呼吸に混じる僅わずかな動きは、頷うなずいているようにも首を振っているようにも見えた。

　恐らくは、何も考えていないのだろう。

　だが、反応した所を見るに、声が聞こえている事は確かなようだ。

　それだけを確認すると、彼女は再び口を開く。

「お父とうさんが四し郎ろうで、お母かあさんが響きよう子こ……あとは、もうすぐここに来る、二人の妹さんだね」

「……」

「来らい神じん小学校から来神中学校、それから来神高校、来良大学って入ったんだ。エスカレーターなんだ。凄すごいね。まあ、来良ってそんなに偏差値高くないみたいだけどさ。ライライライライ、ライライづくしだね。ラーメン屋さんみたい」

　本人にしか解わからないようなジョークを言いつつ、周囲の反応すら待たずに立ち上がる。

　そして、麻あさ袋ぶくろの男の隣となりに自らの椅い子すを運び、堂々と男の右隣に腰こし掛かけた。

　左手の人差し指を男の太ふと股ももの上に乗せ、円を描くように擽くすぐった。

　くすぐったいのを我が慢まんしているのか、麻袋の呼吸がやや乱れかける。

「ねえ……来神小学校の時は、凄すごい優等生だったんだって？」

「……」

「情報屋さんさ、高校の時は、さっき言った平へい和わ島じまって人と喧けん嘩かばっかりしてたんでしょ？　でも、本当に酷ひどかったのは、中学生の時だよね？」

「……」

　女の言葉に、今度は完全に無反応となる麻袋の男。

「どうしたの？　元気なくなっちゃったね？」

　テーブルに手を伸ばし、再びケーキに手を伸ばした。

　ケーキを手にした彼女は、その皿を麻袋の男の頭に載のせようと試みる。

　ゴワゴワした麻袋をならしながらだったため、バランスを取るのに数秒かかったが、最終的にはなんとか上う手まく載せる事ができたようだ。

「……」

「落としちゃ駄だ目めだよ？　クシャミも我慢してね？　落としたら服が燃えちゃうからさ。あ、そしたら、またお水、たっぷりたっぷりかけてあげるから、安心してね？」

　男の頭が微動だにしなくなったのを確認し、ミミズは再び想像する。

　ケーキの甘あまい匂においを嗅かぎながら、麻袋の中にある端たん正せいな顔立ちが、いかなる屈くつ辱じよくに──あるいは恐怖に──あるいは怒りに歪ゆがんでいるのだろうと。

　全身が震ふるえ出しそうになる興こう奮ふんを、炎ほのおを眺ながめる事によって自己催さい眠みん的に抑おさえ付ける。

　そして、何事も無かったかのように言葉を続ける。

「じゃあ、話の続き、始めよっか？」

「……」

「小学校の時は、児童会の副会長をやってたんだって？　運動会でも凄いヒーローで、自由研究や詩や標語で賞を取る事もしょっちゅうだったんだってね。作文コンクールとか色々と書いてあるけど、私、折おり原はら臨いざ也やさんの書いた作文、読んでみたいなあ。……今、この状況で、声を出して」

　ケラケラと笑い、更さらに彼女は続ける。

「それが、不思議だよねえ。高校の時は、そんな模も範はんの生徒からはかけ離れた問題児……っていうか、表向きは優等生だったみたいだけど、裏では色々とやってたんだねえ。来らい神じん高校は、折おり原はら臨いざ也やさんが通ってる３年間で、すっごく色々なトラブルがあったんだって？」

「……」

「でも、貴方あなたに疑いの目が行く事は殆ほとんどなかった。気付いてた教師もいたみたいだけど、結局は停学や退学に一度もなってないんだね」

　感心したように頷うなずいた後、彼女は再び立ち上がって、麻あさ袋ぶくろの男の周りを歩きながら、彼を甘あまい声で糾きゆう弾だんし始める。

「どうして、折原臨也さんはそんなに悪い子になっちゃったのかな？」

「……」

「流石さすがにね、私達の雇やとってる情報屋Ｂさんでも、そこまでは解わからなかったみたい。まあ、そうだよね、そこまで解ったら情報屋っていうかエスパーみたいで気持ち悪いもんね。私達の『オーナー』が、どうして『アンフィスバエナ』を創つくっちゃうような悪い人になったのかなって思って、こないだ聞いてみたんだけどさ……やっぱり、解らないって」

　ウンウンと頷いた後、両手を広げて天てん井じようを仰あおぐ。

　炎ほのおに照らされた天井には、ユラユラと赤い光の海が広がっている。

「でも、悪い子になっちゃった時期、っていうのは、大体解るんだよ？」

　その光の中を泳ぐように緩ゆるやかに歩をすすめ、ミミズは一人の男の名前を口にした。

「岸きし谷たに新しん羅ら」

　僅わずかに、炎の波が強く揺らめいたような気がした。

　彼女は男の方を振り向く事なく、天井を仰ぎ続ける。

「中学校の時の、クラスメイトの男の子だったんだって？」

「……」

「どうしてそういう事になったのか、までは解らないんだけどさあ……」




「折原臨也さん、その岸谷君をナイフで刺さして、中学の時に補導されてるんだよね？」




　そして、時は再び遡さかのぼる。
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夜　川かわ越ごえ街道某ぼう所しよ　新しん羅らのマンション




『そう言えば……この傷、まだ消えてなかったんだな』

　セルティがそう呟つぶやいたのは、新羅の包ほう帯たいを替え、彼の全身を濡ぬれタオルで拭ふいている時の事だった。

　上の寝ね間ま着きを脱ぬがせたセルティが、新羅の身体からだをマジマジと眺ながめる。

　昨日きのうまでは新しい傷の方に気を取られて気付いていなかったが、よく見ると、新羅の脇腹に何かの刺さし傷らしき痕あとが残されていた。

「ああッ！　セルティに古傷をじっくりと眺められるって、なんだか恥はずかしいけど、同時に嬉うれしさも湧わき上がって、どうしようどうしよう！　どうすればいい!?　ねえ、セルティ！　僕ぼくはどうすればいい!?」

『じっとしてろ』

　そんな文字を綴つづったＰＤＡを新しん羅らに突きつけ、黙もく々もくと包ほう帯たい替えと汗あせ拭ふきの作業を続けていくセルティ。

　結局、臨いざ也やの仕事を引き受ける事にした彼女は、連れん絡らくがあるまで待たい機きという事で家に一度戻って来た。

　話を聞いた新羅は「絶対に何か企たくらんでそうだなあ」と溜ため息いきを吐つき、「とにかく、気を付けてね」という類たぐいの言葉を何度も何度も口にしていた。

　セルティも、あからさまに怪しい依頼だという事は分かっていたが、断るわけにもいかない。どこか釈しやく然ぜんとしない思いを抱いだきつつ、セルティはとりあえず新羅の養よう生じようを手伝う事に集中していたのだが──

　そんな折に、新羅の古傷が気になってしまった。

　包帯替えも終わり、セルティが洗せん濯たくしたパジャマを着せた後、改めて傷について質問する。

『懐なつかしいな。もう10年ぐらい前か？』

「ああ、そうなるね。ついこの間の事のように感じるよ。これじゃ、平均寿じゆ命みようを通り越して老ろう衰すい死しするのもすぐだなあ」

『まだその平均寿命の半分にもいってないクセに、何を言ってるんだか……。しかし、傷っていうのは残るものなんだな……』

　デュラハンという『異い形ぎよう』であるセルティの身体からだは、人間によく似ているものの、やはり違う点はある。

　彼女は、少々死ににくい体質をしており、ナイフやメスで斬きられても、強い回復能力によって痕こん跡せきすら残すことなく回復してしまう。

　だから、新羅に残っているそうした『古傷』は、自分と新羅との間にあるひとつの壁のような気がして、セルティの心に妙みようなもやつきを漂ただよわせる。

「ま、一生ものの傷かもね」

　そんなセルティの心情を感じ取ったのか、新羅は疵きず痕あとなど大した事ないというように、パシンと自らの脇腹を叩たたいて見せた。

「うぐッ……」

　結局は、叩いた瞬しゆん間かん現在の傷にヒビいて呻うめくハメになってしまったのだが。

『大だい丈じよう夫ぶか？』

「ああ、大丈夫。セルティが傍そばにいてくれるだけで、傷がどんどん治っていく気がするよ」

『その古傷も治ればいいんだけどな』

　新羅の気き遣づかいに答えるべく、冗じよう談だんめいた調子で文字を紡つむぐ。

　だが、ふと気になる事が思い浮かび、新羅に改めて尋たずねてみる。

『しかし、何をすればこんな傷が残るんだ？　確か、同級生の喧けん嘩かに巻き込まれたとかいう話だったよな』

「ああ、ナイフでちょっと抉えぐられてさ」

『ナイフ!?』

　あっさりと答えた新しん羅らに、セルティはおろおろしながら文字を打った。

『ナイフってお前、それ、ただ事じゃないだろ！　喧けん嘩かに巻き込まれたっていうから、てっきり押されて階段から落ちたとかそういう理由の怪け我がだと思ってたのに……！』

「あの頃は、セルティと僕ぼくの間にはまだ壁があったからねえ」

　セルティと新羅が相そう思し相そう愛あいとなったのは、僅わずか一年と数ヶ月前の事だ。

　ただ『同居していた』という関係だけで見るならば、20年も続けている間あいだ柄がらである。

　しかし、当時のセルティからすれば、『人間』という似て非なる存在である同居人の息子むすこが怪我をしたという状態であり、気にはなったがそこまで追及する必要性を感じていなかったし、逆に、あまり深入りするものではないだろうという考えすらあった。

「でも、僕はそんなセルティの壁ごと好きだった！」

『いや、そう言ってくれるのは照れるというか実際嬉うれしいんだが、そういう話じゃなくてだな。ナイフってお前、中学生の喧嘩ってレベルじゃないだろう!?』

「ああ……そっか。そうだねえ、セルティにはまだ、この傷がついた時の事、じっくりと話した事はなかったよね」

『そういえば……そうだな』

　──考えて見れば、妙みような話だ。

　──新羅は、小さな頃から私に寄ってきては色々な話をしていた。

　──怪我をしていた時期もそれは同じだったのに、傷の理由とかについては不思議と話していなかったな。

　新羅という人間の新しい一面に踏み込むような気がして、突っ込んで聞くべきかどうか迷うセルティだったが──

「でもね、この傷については、僕にも色々と複雑な想いがあってさ……。ゴメンよセルティ」

　仰あお向むけに寝たまま、申し訳なさそうに目を伏せる新羅。

　セルティはそんな同居人の仕し草ぐさを見て、あえて理由は聞くまいと決意する。

　──そうだよな。

　──気にはなるが、新羅の心身に負担を掛けるわけにはいかないしな。

　──それに、誰でも話したくない事のひとつやふたつ……

　だが、そんなセルティの自じ問もん自じ答とうを無視する形で、新羅は目を伏せたまま語り出した。

「始まりは、そう、中学校に進級した時の事だったっけか……」

『あ、自分から話すんだ!?』





♂♀






12年前　来らい神じん中学校　１年３組




「君さ、生物部入らない？　っていうか創つくらない？」

「悪いけど、興味無いね」

　眼鏡めがねをかけた少年の問いに、別の少年が素そっ気けない調子で答える。

　それが、岸きし谷たに新しん羅らと折おり原はら臨いざ也やが交わした初めての会話だった。

　入学式が終わった後、自己紹しよう介かいを含めたＨＲが済んだ教室内。

　解散した後、それぞれ同じ小学校だった友人同士などで固まって話したりしている、新たな学園生活に対する期待と不安が交こう錯さくした空気の中、その二人だけはどこか異質な空気を漂ただよわせていた。




　来神小学校出身の生徒は何人かいるのだが、折原臨也の許もとに駆かけ寄って会話しようという者はいない。

　臨也は、それを別段寂さびしいとも思わなかったし、当然のことだとも思っていた。

　確かに彼は、優等生だった。

　だが、あくまで優等生というだけで、必ずしも模も範はん的な生徒というわけではなかった。

　表面上は優しく、女子などにも人気はあったのだが──本人は、必ず一歩引いた態度で全すべての学校生活に触ふれていた。

　小学校時代の同級生は、後に彼を評して『なんだか宇う宙ちゆう人じんみたいな感じだった。良いい奴やつだけどさ』と笑いながら言った。実際、そういった印象を持つ者は多く、必ず『良い奴だけれど』という前置きが着く所が、確かに優等生らしいといえばらしい所だったかもしれない。

　男女から嫌きらわれていたわけではないが、好かれていたというわけでもない。

　昼休みなど、他ほかの生徒達が教室で雑談したり、校庭でキックベースなどに興じている時でも、臨也は決まって図書室に居たため、自ら進んで孤立していたという印象すら与えていた。

　修学旅行などの班分けで、必ずと言っていいほど『余った一人』になるにも関わらず──それが判明した途と端たん、全すべての班から『えッ、臨也一人なの!?　じゃあうちの班に来てよ！』『いや、こっちに入れよ！』と、ジャンケンで取り合いになる。そんな奇き妙みような存在が、小学生時代の折原臨也だった。

　そして、臨也自身もまた、周囲から一歩離れた状態を好いていた。

　自分が優等生と呼ばれている自覚はあった。

　だが、周囲の人間達をバカにしたり、見み下くだしていたという事は決してない。

　彼は、学校という集団生活の場が好きだった。

　周りの級友達が、仲良く談笑していたり、喧けん嘩かをしていたり、こっそりと虐いじめの相談をしたり、そのターゲットとなって泣いていたり──そんな、様々な状況を見るのが好きだったのだ。

　だが、深く関わると、その分だけ見えるものが減ってしまう。

　映画館に座るときに、後ろの方で映像全体から客席の雰ふん囲い気きまでも味わうか、あるいは一番前に座り、見えにくかろうが迫力ある映像の中に自分をとけこませるか、という二種類のケースを分けた時に、小学生当時の臨いざ也やは、迷わず前者を選ぶタイプの人間だった。

　なので、こうした状況で孤立している事も、臨也にとっては寧むしろ望ましい事であり、教室の中でどういったグループ分けが進んでいるのかを楽しげに観察していたのだが──

　そんな彼の楽しみを邪じや魔ましたのが、眼鏡めがねをかけて無む邪じや気きに笑う少年だった。

　自己紹しよう介かいの時に、岸きし谷たに新しん羅らと名乗った少年。

『父とうさんが母かあさんに愛あい想そをつかされて離婚しちゃって、今は父さんと三人暮らしです』と、爽さわやかにヘビーな家庭環境を語っていたのが印象に残っている。

　──母親が離婚して三人、って事は、兄弟でもいるのか。

　そんな事を考えつつ、臨也は教室全体の観察に戻ろうとしたのだが──

「興味なくてもいいからさ。創つくろうよ生物部」

「……」

　全くめげる事なく話しかけてくる少年の事を、臨也は少々ウザッたいと思った。

　そして、自分が他人にそんな事を思うなんて珍めずらしいと感じ、逆に岸谷新羅という少年に興味を持った。

「岸谷君だったよね」

「新羅でいいよ。……えーと、ゴメン、名前なんだっけ？」

「……折おり原はら臨也だよ」

「ああ、そうそう！　折原君ね！　俺おれは折原君って呼ぶけど、君は新羅でいいよ」

　妙みような方向に自分勝手な事を言い出す新羅に対し、臨也は呆あきれつつも言葉を返す。

「名前も知らない相手に、なんで生物部を創ろうなんて声をかけたのさ」

「さっき先生が言ってたからだよ。この学校、二人以上いれば部活が創れるってさ」

「いや、だから、なんで俺なの？」

　恐らく、教室内で孤立してる自分を見て声をかけてきたのだろう。

　だが、それをストレートには言えないに違いない。

　相手がどんな答えを返すのか興味を持ち、敢あえて答えの分かりきった問いをぶつけてみたのだが──

　返ってきたのは、臨也の想像を超える答えだった。

「君、生き物の観察とか好きなんだろ？　生物部向きだよ」

「は？」

　先刻の自己紹しよう介かいの時に、そんな事を言った覚えはない。

　誰かと間違えているのではないかと一いつ瞬しゆん考えたが、『生き物が好きです』という類たぐいの自己紹しよう介かいをした生徒は一人も存在していなかった筈はずだ。

　眉まゆを顰ひそめる臨いざ也やに、新しん羅らは逆に尋たずねてくる。

「あれ？　自己紹介の時、言ってたよね」

「何を？」

「ほら、『色々な職業の人間を見るのが好きです』って」

「……」

　自分は、人間を見るのが好きだ。

　人間観察というのが趣味だというのは自覚していたが、自己紹介で『趣味は人間観察です』などと言っても悪目立ちするだけだと思い、他ほかに趣味らしい趣味もないのでああした言い方をしたのだが、まさかそこから『生物部に入れ』などと言う者がいるとは思わなかった。

「なんで、それが生物部に繫つながるのかな？」

「人間だって生物じゃん」

「……」

　あまりにもあっさりと『人間も生物だ』と言い切る少年に、臨也は再度興味を持った。確かに『人間も地球上の生物のひとつだ』というのは、エコが叫ばれる最近はよく聞かれる言葉だし、そのフレーズが好きだという同級生は他にもいるだろう。

　だが、生物部の観察対象としてその台詞せりふを持ち出す者は、あきらかに何かがおかしい。

　臨也は少し迷った挙げ句、目の前の少年に対して首を振った。

「悪いけど、やっぱり生物部には興味ないな」

「なるほど、じゃあしょうがないや」

　あまりにもあっさり引き下がったので、臨也は少々拍ひよう子し抜ぬけした。

「また明日あした頼む事にするよ。部活申しん請せいに期限とかはないみたいだし」

「ちょっと待て。明日来られても答えは一いつ緒しよだとか思わないのか？」

　引き留めてまで尋ねたのは、単なるツッコミというわけでもない。

　好こう奇き心しんの他ほかに、妙みような『違和感』がある。

　それがなんなのかを確かめたくて問いかけたのだが──この時の臨也には、まだその違和感の正体に気付く事ができなかった。

「明後日あさつてならどうかな」

「同じだろ」

「頼むよ。君が部長でいいから」

「なんで面めん倒どうなポジションを押しつけるんだ？」

　冷静に相手の言葉にツッコミを返す臨いざ也や。初対面とは思えない言葉の応おう酬しゆうだが、そもそも臨也が誰かとこうした掛け合いをする事自体が珍めずらしい事だった。

「そもそも、俺おれ以外の誰かを誘さそえばいいじゃないか。小学校の頃の友達とかさ」

　すると新しん羅らは、キョトンとした目で答えた。

「僕ぼくが友達いるように見える？」

「……悪かった。確かにいなさそうだ」

「残念でした！　実は一人います！」

「んー。殴なぐってもいいのかな？」

　目を細めながら言う臨也の言葉を無視し、彼は静かに言った。

「いや、でも、その友達は別の学校なんだよね。だから、結局この学校に友達はいないんだ」

「これからもできなさそうだな。御ご愁しゆう傷しよう様さま。いや、自じ業ごう自じ得とくかな？」

　そんな言葉がスラスラと出てくる自分に、臨也は少なからず驚いた。

　小学生の時まで通してきた『他人とはつかず離れず』というスタンスが、こうもあっさりと崩くずれてしまうとは思っていなかったからだ。

　他ほかの小学校の生徒はみんなこんな感じなのかと思うと気が滅入りそうだったが、恐らく目の前の岸きし谷たにという少年が特別なのだろうと自分に言い聞かせる。

「まあ、でも、生物が好きな奴やつなら、一人ぐらい居るんじゃないか？」

「うーん。でもなあ、君に声をかけた理由のひとつでもあるんだけどさ、本当に生物が好きな人を引き込んで、あんまりにやる気になられても困るんだよね。できる事なら、最低限の活動で済ませたいというか、シーモンキーだけを飼かうぐらいの感じで」

「？　なんだよ。生物が好きなわけじゃないのか？」

　この学校は部活動が必ひつ須すというわけではない。やる気がないのならば帰宅部になれば良いだけの話なのに、一体何な故ぜ彼は部活にこだわるのだろうか？

　当然ながらそんな疑問が浮かぶが、尋たずねようとする前に新羅の口から答えが吐はき出された。

「いや、正直、部活自体やりたくないんだけどさ……。好きな人から、『小学校の時から思ってたが、新羅は友達とか少なすぎだ。部活ぐらいやったらどうだ』って言われちゃって……。まだ僕の片想いだからさ、嫌きらわれたくない、っていうか……」

「……君の片想い以上に、君なんかをそんなに心配する人間がいるとは思わなかったよ」

「初対面でグイグイ本音を吐き出してくるね。それに、今の『心配する人間がいる』って言葉にはひとつ訂てい正せいしたい所があるんだけど、ああ、それはまあいいや。とにかく、君なら生物部になっても、そこそこやる気の無さそうな感じでやってくれそうだと思うんだ。頼むよ、二人でツチノコとか探そうじゃないか」

「それ、生物部の活動じゃないよね？」




　そんな調子で、入学式の日はばっさりと断った臨いざ也やだったが──

　岸きし谷たに新しん羅らという人間の持つ違和感の正体が気になり、翌日から重点的に彼の事を『観察』する事にした。

　更さらに、自然な感じで新羅と同じ小学校だった生徒と接せつ触しよくし、彼の人となりを探ってみる事にした。




「へえ、その小学校だと……あれかな、岸谷君と同じ学校だっけ？」

「ああ、そうそう。あ、折おり原はら君て、岸谷と同じクラスなん？」

「まあね」

「あいつ、変な奴やつでしょ？　何考えてるか全然解わからないっつーか」

　ほぼ想像通りの答えが返ってきたが、気にせずに話を続ける。

「悪口になっちゃいそうだからあんまり言いたくないけど、友達とか少なそうだよね」

「ていうか、一人もいな……あ、シズちゃんがいたな」

「シズちゃん？」

　女性名だろうか。もしかしたら、先日言っていた『新羅の事を心配してくれる人間』かもしれない。臨也はそう考えた。

　しかし、そうではないという事は、直後の少年の言葉で理解する事ができた。

「シズオっていうおっかない奴がいてさ……。すっげー喧けん嘩か強いし、すぐキレるし、みんな近づかないようにしてたんだけど、岸谷だけは平気で近づいて『一度解かい剖ぼうさせてよ』なんて言い出すんだぜ？　マジわけわかんねえよ」

「なるほどね。確かに」

「でも、そのおっかない奴も、新羅にはまともに話してたな……。でも、マジでおっかないんだぜ？　なんせ、教きよう卓たくとかぶん投げたんだからさ！」

　──ぶんなげた？

　──ああ、ひっくり返したのを大おお袈げ裟さに言ってるんだろう。

「なるほどね、ありがとう。そんな危険な奴、とっとと逮たい捕ほされればいいのにねえ」

　臨也は軽く礼を言うと、そのまま廊ろう下かを後にした。

　その『おっかない奴』と、後に幾いく度どとなく潰つぶし合いををする事になるとは夢にも思わずに。







　その後も、彼は小学校の時と同じような生活を続けつつ、岸谷新羅という人間を注視していたのだが──

　ある日、唐とう突とつに気が付いた。

　何かきっかけがあったわけではない。

　忘れ物に気付いた瞬しゆん間かんのように、本当に唐とう突とつに頭の中に閃ひらめいたのだ。




　岸きし谷たに新しん羅らは、自分とは逆の存在だと。

　彼は、殆ほとんどの人間を見ていない。

　極論を言ってしまうなら、岸谷新羅は人間自体に興味がないように思えた。

　自分が、あらゆる人間を見るのが好きだという事と同じように──

　彼は、人間そのものに興味がないのだと。

　──なら、なんだ？

　──あいつは、何を見て生きてるんだ？

　人間を観察し続けてきた彼が、初めて見つけた人間の『特異点』。

　その事実に気付き、新たに生まれた疑問が臨いざ也やの脳のう髄ずいに刻み込まれ──

　入学式から一ヶ月以上経たった時点で、彼は岸谷新羅にこう告げた。




「生物部、副部長でよければやってあげてもいいけど？」




　岸谷新羅が、何な故ぜ人間に興味がないのかを知りたい。

　そんな歪ゆがんだ情熱を胸に秘めたまま──

　来らい神じん中学初はつの生物部が、いよいよ誕生する事となったのである。
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12年後　池いけ袋ぶくろ　来良学園プール内




「ってなわけでさー、イザ兄にい……私達の兄貴が、またなんかやらかしてるらしいんだよね」

「……呆ほんとにもう……」

　夏休み中、生徒に開放されている来良学園のプール。

　プールサイドに腰こし掛かけ、輝く水面に足をゆっくりとばたつかせながら、二人の少女がそんな事を呟つぶやいていた。

　一方、呟かれた相手──少女達の後ろの壁に寄りかかった少年は、二人の背とその他ほかの場所に視界を往復させつつ、溜ため息いき混まじりに問いかける。

「……それを俺おれに言って、どうしようってのさ」

　普段、帝人みかどなどに語りかけるよりもフランクな口く調ちようで喋しやべる少年──黒くろ沼ぬま青あお葉ばは、困ったように言葉を続けた。

「そもそも、なんで俺、プールに呼び出されてるの？」

　泳ぐつもりはないのか、水着に着替えているものの、前開きした黒いカーターシャツを上に羽織っており、水に濡ぬれない所を選んで立っているような状況だ。

　と、そんな彼の足元に、手で掬すくった水をピシャリと投げる折おり原はら舞まい流る。

　彼女は適度に鍛きたえられた身体からだを競泳用水着に収めており、横に並ぶ九く瑠る璃りは、蜘く蛛もの巣す柄がらがプリントされたビキニの水着を着用している。

　どちらも学校指定のものではないが、授業外においては、特にそれを禁止する規則もない。

　来良学園は、ちょっとした大学を思わせる八階建ての校舎を持ち、その六階部分にプールが存在するという変わった構造をしている。雨の日でも授業ができるように、ガラス製の天てん井じようを用いた屋内プールとなっていて、壁の窓からは池袋の様子を眺ながめる事ができる。

　夏休み中は、水泳部の活動時間を除いて生徒に開放されており、学生証を見せれば誰でも利用する事が可能だった。

　今日きようは水泳部の活動は無いらしく、一般生徒達は競泳用にコース分けされた部分と自由に遊泳できるスペースに分かれ、様々な形でプールを利用している状態だ。

　九瑠璃と舞流が座って足をばたつかせていたのは当然遊泳側であり、傍そばで遊んでいた男子達が、二人の水着を見ては口くち笛ぶえを吹いてからかったり、一いつ瞬しゆん目を向けて慌あわてて目を逸そらしたりといった反応を見せている。

　青あお葉ばはどちらかというと後者に近い反応だったのだが、他ほかの男子達と違う所は、彼には彼女達に呼び出されたというアドバンテージがある事だ。

　だが、その意図がまだ摑つかめず、青葉は同期生の水着姿に悶もん々もんとした想いを抱いだきながら、クールを装って少女達の反応を待っている。

　と、そんな青葉に向かって更さらに水をパシャパシャと掛けながら、舞まい流るは楽しそうに微笑ほほえんだ。

「だってさ、黒くろ沼ぬま君だって気になるでしょ？　うちのヘンテコ兄貴の事」

「……」

　少女の言葉に、青葉は小さく微笑ほほえみ返す。

「なんの事だか解わからない、って答えておくよ」

　黒沼青葉にとって、彼女達の兄である折おり原はら臨いざ也やは、嫌けん悪おすべき『敵てき』の一人だ。

　過去にいくつかの事件で臨也と遠回しに対たい峙じする事があり、現在も『とある事案』において明確に敵視を続けている状態である。

　その事を九く瑠る璃りや舞流に話した事はないのだが、彼女達は何かを摑んでいるようだ。

　しかし、青葉はそれを驚異であるとも、恐きよう怖ふすべき事案であるとも感じていない。

　まだこの双ふた子ごと話すようになって４ヶ月ほどだが、彼女達が如い何かなる存在であるかは良く解っているつもりだ。

　普通の家庭に比べると兄とは殆ほとんど交流も無い筈はずだが、どうやら彼女達は独自の情報網を持っているようで、青葉が踏み込んでいる『街の裏側』の話に驚く程ほど精通していたりする。

「隠かくす事ないのに。大だい丈じよう夫ぶ大丈夫。イザ兄にいには内ない緒しよにしとくから」

「別に話してもいいよ。向こうも俺おれの事は知ってるわけだし」

　そして、声の届く範はん囲いに双子の少女しかいない事を確認してから呟つぶやいた。

「普通の家族なら、俺がどういう奴やつか知ってたら、九瑠璃ちゃん達に『黒沼青葉には近づくな』って警告とかすると思うんだけどな」

「その言い方、自分に酔よってない？」

「君青葉君……楽おもしろい……」

　緊きん張ちよう感の無い双子の物言いに、青葉は再度溜ため息いきを吐つきながら苦笑を浮かべる。

「悪かったよ、俺が自分に酔ってました」

「ま、でも、私達、君の本性はちょっとだけ見えてるつもりだけど、それでも別に嫌きらいってわけじゃないよ？　青葉君、私達を色々と助けてくれたしね」

「買いかぶりだよ」

「前、来らい良ら学園の裏サイトでさ、私達を虐はずかしめようとしてた子がいたんだけどさ、それが急にパッタリとネットからいなくなっちゃったんだよねー」

　上目遣づかいで見てくる舞流達に、青葉は目を逸そらしながら話題を変えることにした。

「敵かなわないな。……で、君達の変態的なお兄さんが、何に巻き込まれてるって？」

「なんかね、トムさんて人の話だと……カラーギャングか暴走族か良く解わからないんだけど、そういうグループのリーダーさんの彼女に手を出しちゃったんだってさ。イザ兄にい、昔っから女の子をたくさん連れて歩いてたからねー。プレイボーイって奴やつ？」

「色女たらしだから……」




　青あお葉ばは二人から更さらに事情を聞いて、暫しばし考え込む。

　──女絡がらみねえ。

　──あの折おり原はら臨いざ也やが、そんなストレートに恨うらみを買う真ま似ねをするかな。

　──……まあ、女性が絡んだ時、人間がどうなるかは俺おれも良く解わからないからなあ。

　──でも、女に目が眩くらんで根回しができなくなる奴でもないのは確かだ。

　そんな事を考えて悩んでいる間、彼の目の前では艶なまめかしい双ふた子ごの少女がキャッキャウフフと水の中で戯たわむれている。

「クル姉ねえ、また胸おっきくなったんじゃない？　そのうち園その原はら先せん輩ぱいや美術部の黄き根ね部長、副会長の弓ゆみ河かわ先輩みたいになっちゃうのかなー」

「非やめて」

「そんなこと言って、ビキニの水着なんか着ちゃうあたり、クル姉ってホントむっつりエロティカルなお姉ちゃんだよね！　大好き！」

「……公人前だよ」

　水中で擽くすぐったりしながらからかい合う二人の少女を見て、青あお葉ばはクールな表情をしつつも、頰ほおを僅わずかに染めて目を逸そらす。

「……目のやり場に困るなあ」
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　童顔に相応ふさわしい幼さを残す態度を取りながら、青葉は胸中に湧わき上がるピンク色のモヤを討うち払はらうべく、折おり原はら臨いざ也やに対する疑念を紐ひも解とく作業を再開した。

　──さて。

　──あいつが、池いけ袋ぶくろに戻って来た事は分かってる。

　──平へい和わ島じま静しず雄おにその住所を教えれば、嫌いやがらせぐらいにはなるかもしれないけど……。

　──多分、逃げた後に場所を変えて終わりだな。

　──下へ手たに隠かくれられるより、俺おれ達が居場所を摑つかんでる状態の方がいいだろう。

　──向こうも、こっちが住所を知ってる事なんかお見通しだろうからね。

　相手の能力を信頼する事は、同時に最大限の警けい戒かいにもなると、青葉は考えている。

　──ちょっと、探さぐりを入れてみるか。

　──今の時点で、帝人みかど先せん輩ぱいが巻き込まれても困るしね……。

　そこまで考えた所で、彼の身体からだに思い切り水が浴びせられた。

「冷たぁっ!?」

　羽織っていたカーターシャツまで濡ぬれ、一いつ瞬しゆん身体を冷やした冷水がすぐに生なまぬるい温度へと変化していく。

　何事かと前を見ると、舞まい流るが小学生のように水平チョップで水面ギリギリを薙なぎ払い、水の壁を生みだして青葉へと襲おそいかからせたのだ。

「小学生みたいな真ま似ねを！」

　監かん視し員の隙すきを突いた行動だったようで、特に笛ふえがなる事もない。

「アハハ！　ゴメンゴメン！　プール際ぎわで怖こわい顔してるからさ！」

「ゴメンじゃないよ。この服の生ぬるさ、どうしてくれるのさ、まったく」

　そんなに顔に出していただろうかと思いつつ、青葉は濡れた服の文句を言う為ために、一歩舞流へと近づいたのだが──

　その背後から、ふにゅり、と何か柔やわらかいものが押しつけられた。

「戯えいつ……」

「へ？」

　耳元で囁ささやかれた、大人おとなしくも艶なまめかしい少女の声。

　それが九く瑠る璃りの声だと気付いた瞬しゆん間かん、自分が今、彼女に抱だきつかれているのだと気付く。

　──え!?　何？　　　　　──九瑠璃ちゃん？　いつの間に!?

　　　　　──じゃあ、この背中の柔らかい感覚、もしかして!?　　　──これ何てエロゲ？

　　──ていうか、押されてる？　　──え、落ち……

　興奮と驚きの入り交じった複雑な表情で、プールへと落下しながら青あお葉ばが振り返ると──

　そこには、空気の抜けかけたビーチボールを持った九く瑠る璃りが、そのボールを両手に抱かかえ持つ形で立っていた。

　──あ。

　　　──ビーチボール!?

　　　　　──今の感かん触しよく、九瑠璃ちゃんの胸じゃなかったんだ。

　　　　　　　　　──そりゃ残念ていうか良かったっていうか落ちオゴボフォっ

　最後まで思考する事は叶かなわず、舞まい流るの横へと落下する青葉。

　慌あわてて水中から身を起こすと、水中眼鏡めがねをかけた少女がケラケラと笑っており、上から九瑠璃の「健大丈夫……？」という声が聞こえてきた。

『ほらそこ、ふざけない！』

　今度はしっかりと目もく撃げきしていたようで、監かん視し員の声がプールの中に響ひびき渡る。

「すいませーん！」

「……謝ごめんなさい……」

「あ、すいません……って、俺おれが謝る必要はないんじゃ」

　三者三様の謝り方をした後、青葉は完全に水浸びたしとなったシャツを脱ぬいでプールサイドに置き、半目で九瑠璃と舞流を睨ねめ付けた。

「全く、九瑠璃ちゃんはこういう真ま似ねしないキャラだと思ってたのに」

「悪戯いたずらする時は、二人一いつ緒しよだもんね」

「同ねー……」

「もしかして九瑠璃ちゃん、プールと夏休みでテンション上がってる？」

　青葉の疑問に答える代わりに、九瑠璃も水中に降り、妹と二人で水着姿となった青葉を取り囲む。

「ちょ、上がる、上がるよ俺」

　少女二人に挟はさまれるという状況に耐えかねたのか、青葉はプールサイドによじ登ろうとしたのだが、その手を両サイドから二人に摑つかまれ、再び水中に引き戻された。

「本当は嬉うれしいクセにー、黒くろ沼ぬま君ったら、かっこつけムッツリさんだよねー」

「……好かわいい」

　ひ弱な少年が女子に虐はずかしめられているようにも見える光景を見て、プールサイドを通りかかったクラスメイトの男子達が羨うらやましそうに声をあげる。

「おいおい、なんだよ青葉、お前、マジでその二人と付き合ってんの？」

「遊ばれてるだけだろ」

「黒沼に女と付き合う度胸なんかねえって」

　嫉しつ妬とと羨せん望ぼうを隠かくす為ために、青あお葉ばを小馬鹿にする事で平静を保とうとする男子達。彼らに当然恋人はいない。

　しかし、実際その通りなので、青葉としては言い返す言葉もない。

『ブルースクウェア』という組織を造り上げ、帝人みかどに取り入り、ダラーズを使って何かを画かく策さくする悪あつ漢かんだったが──女性とは友達としても付き合った経験は殆ほとんどなく、この双ふた子ごの前では完全に調子を狂わされているというのが現状だ。

　もっとも、そうした青葉の裏の顔を知らないクラスメイト達からすれば、『ヘタレのクセに、双子の美少女と仲の良い羨うらやましい奴やつ』というイメージしか湧わき上がらないのだが。

　言い返せずにいる青葉を余よ所そに、クラスメイト達は雑談を続けていく。

「つか、マジで羨ましいなこの野や郎ろう」

「俺おれらもこれからどっかナンパいかね？」

「そういや去年、街でナンパしまくってる来らい良らの先せん輩ぱいが居たって聞いたんだけどなあ」

「ああ、俺、中ちゆう坊ぽうの時によく見かけたぜ。でも、なんか学校やめたらしいぞ」

「マジで？」

「なんでも、女と駆かけ落ちしたとかなんとか」

「いや、結けつ婚こん資金を貯ためる為ために就職したって聞いたぜ？」

「どっちにしろ、羨ましいよなあ。女がいるって」

「……悲しくなってきた」

　もはや青葉からは興味が逸それたようで、彼らは落ち込みながら更こう衣い室しつの方へと歩いていく。

　そんな級友達を見送った後、青葉は顔面を水につけ、水中で大きな大きな溜ため息いきを吐はき出し、頭と心を同時に冷やす。

　左右にいる少女達に、自分の内に宿る悪意まで溶とかされてしまわぬように。
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都内某ぽう所しよ




『……というわけでさ、参ったよ。二人ともマジで可愛かわいいくてさ。このまま全すべてがどうでも良くなって九く瑠る璃りちゃんの胸に飛び込む所だった』

「……殺す！」

　電話口から語られる青葉の声に、長身の少年が歯をギリギリと軋きしませながら、そう叫んだ。

　だが、電話から聞こえて来る青葉の声は、冷静そのものといった印象だ。




『ヨシキリの「殺す」は聞き飽あきたよ。大体、あの二人の本命は羽はね島じま幽ゆう平へいなんだぜ？　それもファンとかじゃなくて、本気で狙ねらってるみたいだ。そりゃ、知り合いの弟となれば、自分達に可能性があるかもって思っちゃうよな』

「青あお葉ばテメエ……俺おれにモテ男の代表格みてえなアイドルの名前を出すのは、そりゃイヤミか？　イヤミなんだな？」

『お前のモテ男への怒りは、折おり原はら臨いざ也やを潰つぶす時にとっておけよ』

「その折原臨也ってのは、本当にモテ男なんだろうな」

『高校時代から、何人も信者みたいな取り巻きの女の子に囲まれてて、しかも九く瑠る璃りちゃんと舞まい流るちゃんに「お兄にいちゃん」だの「イザ兄」だの呼ばれてるんだぜ？』

「……よし、解わかった。その双ふた子ごにプールで水かけられてキャッキャウフフしてたテメエも一いつ緒しよにぶち殺す」

『俺をぶち殺すのは確定なんだ』

　携帯電話の向こうから失笑が漏もれ、それがヨシキリと呼ばれた少年を余計苛いら立だたせた。

「で、テメエは死にたくて俺を怒らせようとしてんのか？　その為ためにわざわざ俺に電話してきやがったんだな、そうなんだな、ああ？」

『そうじゃないって。九瑠璃ちゃん達と飯食った後さ、俺も独自に臨也が揉もめてるっていう件について調べてみたんだ』

「飯!?　女子二人と、メ、シ!?」

『話のポイントそこじゃないだろ。いいから聞けって。都内で、「ヘヴンスレイヴ」っていう妙みような薬を売りさばいてる連中がいるんだ。粟あわ楠くす会と揉もめてる連中がね』

「……聞いたことねえ。で、何食ったんだよ」

『露ロ西シ亜ア寿ず司しだよ。……池いけ袋ぶくろじゃ、そのヘヴンスレイヴは出回ってないから知らないのも当然さ。池袋は基本的に治安はいいし、そういうのが出回りそうな場所のケツモチやってる粟楠会の赤あか林ばやしっていう人が、有名なクスリ嫌ぎらいらしいからさ』

「なるほど。で、お前は二人の女の子に奢おごってテンションがハイになってクスリ要いらずでトリップ中ってわけか。御ご機き嫌げんだなコラ」

『いや、奢って貰もらったよ。なんか二人ともお金持っててさ』

「オゴッテモラッタ！　へえええええええ！　割り勘かんならまだしも、女の子二人に寿司を奢って貰うなんて、とんだヒモ野や郎ろうだなテメエ！　オゴッテモラッタですか！　しかもそれを堂々と俺に言うか！　ヘエエエエエエエエエエエエエエ！　殺す！　死ね！」

『解わかった解った。で、その「ヘヴンスレイヴ」ってのは、クスリの名前でもあるし、同時にそれを配ってる売人グループの名前らしいんだ。これは推測だけどね。ともかく、その連中が、どうやら折原臨也について探さぐってるらしい』

「……なんでそんな事が解んだ？」

『そいつらが今アジト代わりにしてるナイトクラブに、昔からの知り合いがいてね……。臨也について調べてたら、たまたまそいつが知ってたよ。クラブの個室に屯たむろしてる連中が、ホールにシャシャリ出てきて折おり原はら臨いざ也やについて嗅かぎ回ってるってね』

「ちょい待てよ。青あお葉ばなんかにヤサが割れてるぐらいだ。粟あわ楠くすのヤーさん連中なんかもうとっくに気付いてんじゃねえか？　なんでまだ潰つぶされてねえんだ？　それとも、どっか別の組がケツモチでもやってんのか？」

『他ほかの組については解わからないけど、粟楠会もタイミングを見計らってるんじゃないかな。メンバーの中に、四し十じ万まって奴やつがいるんだけど……その大学生の親が、結構な金と地位を持ってる権力者さんらしくてね。それに、組織のリーダーについては殆ほとんど情報が出てない感じらしいし。その四十万とか周りの連中を攫さらって吐はかせれば楽に解るんだろうけど、手を出すにも効果的なタイミングって奴やつを狙ねらってるんじゃないかな』

「なるほどなあ、で、俺おれらは関わるのか？」

『今は様子見だね。折原臨也がどう関わるのかは知らないけど、今はこっちの地じ盤ばん固めに徹てつした方がよさそうだ。もちろん、無視するわけにもいかないから全力で様子見はするけどさ』

「そうか、死ね」

『もう意味もなく死ねとか言ってるだろヨシキリ……。まあいいさ。とにかく、最近妙みような動きがあるのは確かだ。聞いた話じゃ、黄巾賊の残党が妙な動きをしてるって話も聞くしね』

「お前の兄貴がなんかやってんじゃねえか？」

『いや……昔のブルースクウェアから潜せん入にゆうした連中じゃなくて……うちと揉もめてた頃の連中の事さ』

「ほー。あいつらね。俺らがまだ中二とか中一の頃だったよな」

『あの頃からヨシキリは高校生に混じって喧けん嘩かしてたよな。しかもほぼ負け無しと来た』

「つーか、俺より年上なのに弱いって方がありえねぇよ。年ねん功こう序じよ列れつってのは都市伝説かよ」

『年功序列はそういう意味で使う言葉じゃないよ。っていうか、ヨシキリが年功序列なんて言葉を知ってる事に驚いた。誰に聞いたの？　お婆ばあちゃん？』

「……殺す！」

『だんだん殺すって言葉が安くなってきてるよ、ヨシキリ。もう慣れたから怖こわくないっていうか……。正直、ヨシキリってボキャブラリー少なくない？　「殺す」と「年功序列」しか日本にほん語知らないのか？』

「……～～～っ！」

　携帯電話をギチギチと音鳴りするほど握にぎりしめ、ヨシキリは声にならぬ叫びをあげる。

　すると、そんな彼に、遠くから声をかける少年が一人。

「おーい、ヨシキリー、電話、こっちにパース」

「……」

「こっちは済んだ。あとはそいつだけだからよ」

　すると、ヨシキリはギリ、と歯は軋ぎしりをした後、携帯電話を声の主に投げ渡し──




　直後、横から迫ってきた金属バットを反対側の手で受け止めた。




「もしもし？　俺おれだよオレオレ。金振り込んでよ」

　軽けい薄はくな調子の男の声に、電話の向こうにいる青あお葉ばが淡たん々たんと答える。

『ああ、ギンか。ヨシキリは？』

「いま、最後の一人をぶっちめてる」

　ギンと呼ばれた少年の視線の先では、ヨシキリが不良っぽい男の前歯に靴くつの踵かかとを叩たたき込んでいる所だった。

「あいつ、超器用だよな。なんで電話しながら喧嘩できんだ？」

　ギンが視線を向けると、ヨシキリの周りには更さらに複数の男達が転がっており、意識を失うか、あるいは痛みに呻うめき続けている。どうやら彼は、ずっと青葉と電話しながら、片手と両足、頭ず突つきのみで複数の男達を相手にしていたようだ。

「ったく、こっちは三人片付けるのに手一杯だったってのによ。ま、俺もあいつも、こないだのストーカー退治の現場に間に合わなかったからなー。ストーカー一人にブルースクウェアのメンバーが何人もやられたなんて、恥はじだぜ、恥」

『そう言うなって。ありゃ、ストーカーが予想以上に強すぎた。それより、別口でメンバーを二人やった黄こう巾きん賊ぞくの奴やつの方が気になるけどな』

「ま、そっちも二人がかりで負けてんだから恥はずいよな。身内の恥は俺らの恥だろ？　超恥ずかしいから、今日きようは気合い入れたよ、俺もヨシキリも。でもよ、今日は喧けん嘩か強い奴集めたっつーから楽勝かと思ったらよ、ニタリ兄弟は見たいアニメがあるとか言って来ねえし、ネコは女のとこだし、宝ほう城じようは寝てるし、実質二人でこいつらをぶっちめるハメになったんだぜ？」

　ギンの足元にも数人の男が倒れているが、彼も頭に傷を負っており、こめかみから一筋の血が垂たれ落ちている。

　その血に汚よごれた携帯電話から、青葉の声は空気を読まずに響ひびき続けた。

『でもまあ、ヨシキリは喧嘩は器用だけど、頭は器用じゃないよな。電話の内容、殆ほとんど「殺す」ばっかりだったんだからさあ』

「何だそりゃ。青葉、お前、ナニ言ったんだよ」

『俺が九く瑠る璃りちゃんと舞まい流るちゃんとプールに行った話』

「死ねよお前。マジで死ねよお前。つーか、なんでテメエがここに来てねえんだよ！」

　ストレートで返すギンに、青葉は笑いながら呟つぶやいた。

『いつかは死ぬよ。人間だからね。できれば80までは生きたいけど』

「あと80秒も生きるのお前？　マジウゼェ」

『ブルースクウェアうちのメンバーはどうしてこう口が悪い奴やつばっかりなのかな』

「連つるむ相手がいるだけマシと思えや。お前みてえな悪党、俺おれ達がいなきゃ単なる寂しがって犯罪とかに走る厭いやな奴で一生を終えるんだからな！」

　悪態をつくギンをからかうように、青あお葉ばが答える。

『学校では猫ねこ被かぶってるから、割と友達いるよ』

「なるほど。よく解わかった。死ね。英語で言うと、Ｓ、Ｈ、Ｉ、Ｎ、Ｅだ！」

『ローマ字じゃん。ＳＨＩＮＥて、輝いてどうするんだよ』

「体内で核かく融ゆう合ごうを起こして輝き死ねっつってんだよ。灰になれバーカバーカ」

　ギンは小学生じみた悪態を繰くり返し始め、これはきりがないと感じたのか、青葉はやや真剣な調子になって本題を切り出した。

『……で、どう？　帝人先輩は元気？』

「おお。生きてるよ。つか、あの人マジで喧けん嘩か弱ぇな。気絶してっから、車ん中で寝かせてる。お前や八やつ房ふさといい勝負なんじゃね？　なのに、わざわざダラーズの『粛しゆく清せい』に面つら出すなんてわっけわかんねえっての。御み輿こしは御輿らしく後ろでヘラヘラしてりゃいいのによ」

『いやあ、喧嘩しても敵かなう気がしないね』

　楽しそうに笑いつつ、青葉は半分独り言ごとのように呟つぶやく。




『帝人みかど先せん輩ぱいがどんな風になっちゃうのか……俺にも予想はつかないんだからさ』
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　電話を切った後、青葉は自分の右手の平にある疵きず痕あとを眺ながめながら呟いた。

「本当に、どうなるのか楽しみだなあ、帝人先輩」

　同時に、少し前にギンに言われた事を思い出す。

「……連む相手がいなければ、か。考えたくもないな」

　頭の中に浮かぶのは、好意を抱いだく双ふた子ごの兄である──敵てき意いしか抱く事のできない男。

「あの糞くそ野や郎ろうみたいには、なりたくないからね」

　目を細めたまま携帯電話をしまった後、ふと、考える。




　──連む相手と言えば、あの闇やみ医者、臨いざ也やとはどういう関係だったんだろう。

　首無しライダーと接せつ触しよくした際、青葉の首にメスを突きつけてきた危険な匂においのする白衣の男。

　──『君は、臨也にそっくりだな』

　そんな事を言っていた男の顔を思い出しながら。青葉は暫しばし考え込む。

　──……。

　──単純な友達……というわけじゃないよな。

　気になって、彼も調べた事はある。

　だが、出てきた結果は──

　中学校時代に、折おり原はら臨いざ也やが闇やみ医者──岸きし谷たに新しん羅らの腹を刺さして重傷を負わせたという記録だ。

　──普通に考えれば、恨うらむ相手か、敵てき……。

　──でも、高校でも一いつ緒しよだったという噂うわさもあるし……。




　──本当に、どういう関係なんだ？





♂♀






12年前　夏休み　来らい神じん中学　生物室




「いやー、君には期待してるよ、副部長！」

　ニコニコと笑いながら肩かたを叩たたく新羅に、臨也は苦笑を浮かべながら言葉を返す。

「要するに、自分は何もする気はない……って事だろ？」

「そんな事はないよ？　応援ぐらいはするさ」

　生物室に置かれた回転椅い子すに座り、遊具のようにクルリラユルリラと回り続ける新羅。

　彼らは、結局生物部を創設し、この生物室を『部室』として割り当てられていた。

　部長は新羅、副部長が臨也という割り振りだ。

　主な活動は植物栽さい培ばいなのだが、主に食虫植物の栽培をメインとしている為ため、華はなやかなイメージからは少し遠く、虫を捕とる植物を珍めずらしがるか、あるいは気持ち悪がるかのどちらかであり、積極的にその活動に加わろうという者は殆ほとんど見受けられなかった。

　もっとも、変わり者が数名創設と同時に入部しており、ローテーションで植物の世話をする為、個人個人の作業は大分軽減されている。もっとも、それが新羅達の目的であるため、食虫植物の中でも特に栽培しやすいものを選んで育てているのだが。

　よって、拘こう束そくされる時間は帰宅部についで短く、実際に育っているプランターや花か壇だんの植物がある以上、有名無実の部活だと疑われる事も少なかった。

　だが、夏休みに入るにあたり、顧こ問もんから『文化祭に発表の場を作るから、何か展示の企き画かくを今の内に進めておけ』と指示された。元々植物の世話の為に学校に通う必要はあったのだが、これは臨也が全すべて引き受けた（もっとも、学校側には全員のローテーションでやっているように報告してあるのだが）。

　そして、夏休み初日である今日きようは、部長も含めて話し合いをする事になったのだが、数少ない一般部員達は、初日から学校に来たくなかったのか、臨也か新羅に「お任せします」とだけ終業式に言い残し、今日きようは姿を見せていない。

「他ほかの部員はサボリって事は、僕ぼくらで勝手に決めちゃっていいって事だしね。で、僕は副部長に全部押しつけるつもりだから、実質君が一人で決めてＯＫだよ。やったね！」

「そうだねえ。君がこの場で死んだりしたら、その腐ふ敗はいの経過を観察して文化祭で発表するよ」

　言葉だけ聞くと、猟りよう奇き殺人犯の台詞せりふに聞こえるが──日に本ほんで個人が実現する事は不可能だという事を別にすれば、臨いざ也やの知識の中では、それもれっきとした研究のひとつだった。世の中には、死体を様々な状況に置き、その状態を観察するという研究施設がある。

　──ええと、あれは……。

　頭の中の記き憶おくを辿たどろうとする臨也だったが、そんな彼の手間を省くかのように、新しん羅らが頷うなずきながら語り始めた。

「ああ、アメリカのテネシー州にある大学の研究施設がやってるよねその実験。死体牧場って渾あだ名なで呼ばれてる所でしょ？　献けん体たいされた死体を色々な環境に放置して、腐敗したり虫に食われたりするデータを詳しよう細さいに調べて、警察が殺人事件とかの検死で死亡推定時期を特定する手がかりにするんだよね」

　ペラペラと口を回す新羅に、臨也は軽く驚きを覚えた。

「……よく知ってるね」

「父とうさんがネブラの研究員でさ。晩ご飯の時とか、そういう知識をよく聞かされたんだ」

「食事時にそんな話をされるんじゃ、君の母かあさんが愛あい想そを尽つかして出て行くのも解わかるね」

「そっちこそ、よく覚えてるじゃん。僕の自己紹しよう介かい」

　家族をネタにした皮肉にも、怒る事なくハハ、と楽しげに笑う新羅。

　だが、彼は笑顔を貼はり付けたまま、奇き妙みような事を臨也に対して問いかけた。

「でもさ、もしも……腐くさらなかったらどうするんだろう」

「え？」

「死し蠟ろう化か現象とかじゃなくってさ、本当の意味で死体が腐らなかったら、それは、人として心を通わせる対象になるのかな」

　──何をヤバイ事を言い出すんだ？　こいつ。

　死体性愛か何かの特殊な趣味でも告白されているのかと思ったが、それはそれで、臨也としては実に興味深い事でもある。

　彼は沈ちん黙もくを続け、敢あえて新羅の言葉の続きを待った。

　一方、新羅の方は、さして重要な告白をするという空気でもなく、淡たん々たんとした調子で語り続ける。

「……心臓の鼓こ動どうが止まってる、凄すごく綺き麗れいな女の人の死体があったとするよ？」

　──やっぱり死体性愛ネクロフイリアか……？

　そう思い、入学式の時から妙な違和感を感じていた少年が、如い何かなる性せい癖へきを持っているのかと期待して聞き続けたのだが──

　話の続きは、些いささか妙みような方向に進み出す。

「その死体は、ずっと腐くさらないんだ。ただ、綺き麗れいだな、って思う死体がある。でも、死体とは心を通わせる事ができない。好きになったとしても、相手は答えてくれないだろう？　死体なんだから」

「まあ、当たり前だね。妄もう想そう力があれば一人で腹話術みたいにやりくりできるだろうけど」

「じゃあ、逆に、その死体が、動いていたとしたらどうだろう？」

「……は？　ゾンビって事かい？」

　唐とう突とつな問いに、思わずそう返すが、新しん羅らは真剣な顔で首を振る。

「そんな腐りかけのイメージがあるような名前は相応ふさわしくないんだけど……。まあ、一切腐ってないまま、その死体が動いたとしたら……つまり、ただの腐る筈はずの死体から、腐らないゾンビになったとしたら……。心を通わせる……すなわち、好きになる事ができるのかな？」

「何を言ってるんだ？」

「そのゾンビが、生きた人間の脳味み噌そや肉を喰らわない、大人おとなしいゾンビだとしたら？　そのゾンビが、人の言う事を理解できる、犬ぐらい頭のいいゾンビだったら？　そのゾンビが、優しく微笑ほほえむ事のできるゾンビだったら？　そのゾンビが、ただ心臓が止まっているだけで、普通に会話したり冗じよう談だんを言い合えるゾンビだったとしたらどうかなあ？」

　コツコツと、食虫植物の入ったプランターを叩たたきながら言葉を紡つむぐ『生物部部長』。

　淡たん々たんとした調子で語られる言葉は冗談とも思えず、さりとて真ま面じ目めに聞くには現実味のなさ過ぎる話だった。

「……腐らないで、綺麗なゾンビで、冗談とか言えるんだったら……それは単に心臓が動かないのに動ける特異体質の人……って感じじゃないかな」

「じゃあ、そのゾンビの上半身が無かったら？　艶なまめかしいおへそ周りの腰こしをくねらせながら、長い足で紙に文字を書くことによってコミュニケーションを取るゾンビだったら？」

「そりゃ流石さすがに人間とは言えなさそうだけど」

　相手が何を言いたいのか解わからず、臨いざ也やは暫しばし混乱する。

　他者の言動に混乱するという事は滅多に無いのだが、目の前の少年の言葉には妙みように惑まどわされる事が多い。

　岸きし谷たに新羅という少年は、やはり自分が今まで見て来た人間達とはどこか違う所があるようだ。

　それが、ここ数ヶ月で臨也が得た結論だった。

「そんな下半身だけのゾンビに恋をする事は異常かな」

「それこそ、異常と言えるレベルの足フェチならいいんじゃない？」

「なるほど、その発想はなかった」

　おお、と感心したように声をあげる新羅だが、臨也からすれば今の皮肉の何に感心されたのかが解わからない。

「人間を愛する事が正常で、それ以外が異常っていうなら、その境さかい目めはどこにあるんだろうね。ああ、犬や猫ねこへのペットに感じる家族愛みたいなものは別としてさ」

「……？」

「生きてるか死んでるかが境目のひとつだとするなら、生きてもいないし、死んでもいない、人ではないんだけれど、どうしようもなく人間っていう存在を好きになったら、それは異常なのか正常なのか……っていう話。どこからが異常で、どこからがまともなんだろうね？　もちろん、人によってその境目は変わるんだろうけど」

　と、そこで室内を飛び回っていた繩はえが食虫植物のプランターへと近づき、ハエトリソウに止まった瞬しゆん間かん──開かれていた葉がバクリと閉じられ、繩の身体からだを緑の檻おりに閉じ込めた。

　それを見た新しん羅らが、どこか遠くを見て、さらに呟つぶやく。

「その食虫植物だってさ、人間とテレパシーとかで意思の疎そ通つうができたら、お互いにわかり合える事は可能なのかな。恋や友情を感じる事は異常だと思うかい？」

　──……。

　──本当に、何の話をしているんだ？

　冷静な顔を装いつつ、必死に考えた結果──

　臨いざ也やは、ひとつの推測を打ち出した。

　──生きてもいなければ死んでもいない……。

　──ああ、マンガのキャラクター……か？

　──なるほど、アニメの女の子とかにマジ惚ぼれしちゃったとか、そういう相談か？

　──それにしては上半身の無いゾンビだのなんだの、妙みような喩たとえだったけど。

「まあ、いいんじゃないかな。植物に名前をつけて可愛かわいがる人も多いしね。異性への愛情と同じぐらいに想う人はどのぐらいいるか解らないけど。それで他人を傷つける事がなければ、どんな相手を愛しても問題ないんじゃない？」

　実際は、愛の為ために人を傷つける、というシチュエーションを『観察』するのも好きなのだが、そんな本性は隠かくし、まっとうなフリをした言葉を吐はき出した。

　だが、目の前の少年は、そんな彼の想像の更さらに斜め上を行く。

「いや、他人を傷つけてでも愛したいんだよ」

「おいおい、何をだよ」

　あっさりと言い切った新羅に、臨也は苦笑混じりの溜ため息いきを吐きだした。

　──岸きし谷たに新羅、やっぱりこいつは……。

　──こいつは、どこかおかしい。

　──彼は、人間を見てない。

　──俺おれとは違う。他ほかの連中とも違う。

　──新しん羅らは、人間に興味がないんだ。

　──いや、でも、それだけじゃ説明がつかない。

　──人間を嫌きらっているわけでも、周りの連中を見下してるわけでも、世界を憎にくんでいるわけでもない。そういう理由で興味がないんじゃない。

　──目に映ってないだけだ。

　──何かに夢中になって、人間が単なる背景になっているような感じだ。

　──……何だ？

　──こいつは、一体何を見ているんだ？

　──しかし、その対象がなんなのかが解わからない。

　──マンガや映画のキャラ……だったら、まだ解る話だ。そういう奴やつはたまに居るが……。

　──どうも、新羅の場合は違うような気がする。

　黙だまり込んだまま思案を続ける臨いざ也やに、新羅がヒラヒラと手をフリながら言った。

「……ああ、そんな考え込まないでよ。他人を傷つけても、っていうのは例えばの話さ。それじゃ、観察の件は本当にお願いしちゃっていいのかな。週に一～二回は僕ぼくがやるけど」

　唐とう突とつに話を変える新羅に、臨也は今の話をより深く追及したいという気分も持ち上がる。だが、他人とはつかず離れず、というのを信条としている臨也は、直接それを聞く事は避けた。

　──まあ、時間はあるんだ。

　──ゆっくりと、探さぐりを入れればいい。

　そして、臨也はいつも通りの涼すずやかな笑みを取り戻し、肩かたを竦すくめながら答える。

「ああ、いいよ。ただ休むだけより、定期的に学校に来た方が落ち着くしね」

「そっかぁ。いや、僕はできる限り家にいたいんだけどねえ、家族に『部活はちゃんとやってるのか』って疑われるのも困るからさ」

「それもそうだね。家に持ち帰って世話するには、ちょっと量が多すぎるしな」

　生物室の窓際にある大量のプランターを見て、臨也は再度肩を竦めた。

　新羅は『何か』を『話しすぎた』と思ったのか、そそくさと帰り支度を始めている。

「じゃ、今日きようは俺おれは帰るよ。金曜日は俺が水やりに来るけど、それまでなにかあったら家に電話してね」

「ああ、それまでせいぜい、生物室の王様を気取らせて貰もらうよ」

「革命されないように気を付けてね。臨也って、油断してあっさり民衆に捕まるタイプだと思うからさ」

「酷ひどい言い様だ」

　──興味が無い癖くせに、妙みように勘かんは鋭い奴だ。

　──俺自身も、そんな気はしてるからね。

　ネガティブな自己分析をする臨也を余よ所そに、新羅はそそくさと教室を出て行った。

　まるで、これから楽しみにしていた遠足に行く小学生のような笑顔で。

　恐おそらくは、家によほどの楽しみが待っているのだろう。

　──変わった奴やつだ。

　──これからも、観察を続けていくとしよう。

　──だが、近づきすぎるのは危険だな。警けい戒かいもしておかないと。

　岸きし谷たに新しん羅らという人間の異常性を再確認しつつ、臨いざ也やは天てん井じようを仰あおいでニイ、と笑う。

「生物室の王様、か」

　自分で言った喩たとえを再度口くち遊ずさみ、彼は小さな声で独り言ごとを呟つぶやいた。

「これは、俺にとっても都合が良くなってきた」




　そして、その一ヶ月後──

　生物室の王様は、意外な形でその治世を終わらせる事になる。

　部長である岸谷新羅を刺さした罪で、警察に補導されるという──この時点の臨也からは、まるで予想もできなかった事件によって。





♂♀






12年後　楽らく影えいジム




「お兄にいさん、なんですか？」

　粟あわ楠くす茜あかねの言葉に、黒い空手着を来た舞まい流るが、サンドバッグを蹴けり飛ばしつつ答える。

「そうだ……よっ！　と！　昨日きのう、茜ちゃん……とっ！　入れ替わり……にっ！　車から降りてきたの……がっとぉ！　うちの兄貴……のぉっ！　折おり原はらいざ……やッ！」

　言葉の句切りごとに様々な種類の蹴りが打ち込まれ、サンドバッグが重い音を弾はじき出す。

「いざや？」

　その名前を聞いて、茜は僅わずかに首を傾かしげる。

「あれ？　知ってる名前だった？　粟楠の怖こわいお兄さん達がなんか噂うわさしてたかな？」

「ううん、知ってる人と同じ名前だったから」

　茜の言葉に、舞流は蹴りを止め、揺れるサンドバッグを手で押さえながら更さらに問う。

「へえ？　イザヤなんて名前、珍めずらしいと思うけど……変装したイザ兄だったりして」

「違います。舞流お姉ねえちゃんのお兄さんより、もっとガリガリに瘦やせた人でしたし……。それに、イザヤは名前じゃなくて、名みよう字じだって言ってました」

「そうなんだー。ま、イザ兄じゃないなら安心だよ。イザ兄には近づかない方がいいよ？」

　元からそれほど興味の無い話題だったのか、舞流はそれ以上追及する事なく、サンドバッグへの打だ撃げきトレーニングを再開する。




　一方で、茜あかねは「イザヤ」という男の事を思い出していた。

　ネットで知り合った奈な倉くらという女性。その知り合いだという、自分に家出のアドバイスなどをしてくれた男。

　平へい和わ島じま静しず雄おについて教えてくれたり、スタンガンなどを渡したり、今冷静になって思うと、かなり妙みような所のある男だった。

　だが、父親を含め、粟あわ楠くす会の関係者にはイザヤについても奈倉についても一切名前を出していない。家出に関わりがあると知れれば、茜の知らない所でどんな目に遭あうか解わからず、そうなったら申し訳がないからだ。

　なので、どれほど追及されても奈倉とイザヤの名前は出さなかった茜だが──今では、何か怪しい所があった事ぐらいは気付いている。

　──結局、あれから、奈倉さんからもメールとか来なくなっちゃったけど……。

　しかし、それでもなお、茜は顔見知りの男女に粟楠会の手が伸びていない事を祈り続けた。




　──今頃、どうしてるのかなあ。





♂♀






都内某ぼう所しよ　車内




「それじゃ、四し木きの兄貴は、あの折おり原はらって野や郎ろうを疑ってるんですか？」

　若い運転手の言葉に、後部座席にいた四木が淡たん々たんと言葉を返す。

「……なに、予感ってだけだ。確証があるわけじゃない」

「でも、昨日きのう、茜お嬢じようと顔合わせても平気な面つらしてましたし……茜お嬢だって、本当に初対面みたいな感じでしたぜ」

「まあな。仮に、本当にお嬢の家出に関わってたとしても、直接顔を合わせるような真ま似ねはしてないだろうがな。昨日は、本当にお嬢を迎えに行くついでに奴やつを降ろしたってだけだ」

　感情を文字通り『押し殺す』ような、圧力の籠こもった声。

　四木は自分から考えを話すつもりはないらしく、そのまま口を閉ざす。

　運転手の若衆もその空気を読み、微び妙みように話題を変えた事を問いかける。

「折原の野郎は、『アンフィスバエナ』について何か摑つかみますかね？」

「期待はしてない。だが、軽く見てもいない。奴には、俺おれ達とは違う情報網もうがあるのは確かだからな」

「その情報網もうって奴やつを、俺おれらが乗っ取る事ぁできないんですか？」

　どうしても気になるのか、せっかく話を変えたにも関わらず、再び臨いざ也やについて問いかける運転手。だが、四し木きの反応は首を左右に振る動作と、気だるげな言葉だけだった。

「あいつの周りの情報の繫つながりってのが、そんな単純なもんだったらそうしてるさ。そもそも、脅おどしにビビるような奴じゃないし、殺したら情報網は消える。上う手まく利用するのが一番の正解だ。……いや、二番目かもな」

　自分の言葉を否定するように考え込み、運転席の男に警告の意味も籠こめて言い含める。

「……利用するよりも、とっとと始末するのが粟あわ楠くす会にとって一番かもしれねえが、まだ、答えはでない。それぐらい厄やつ介かいな奴だと思っておけ」

「四木の兄貴にかかりゃ、簡単に始末できますよ」

「どうかな？　奴は目出井組本家とも仕事をしてるって噂うわさがあるからな。粟楠会の独断だけでぶち殺すには、それなりの理由が必要になる。例えば、奴の火遊びでお前が死ぬ、とかな」

　彼なりの冗じよう談だんなのだろうが、言われた運転手は背筋に氷の針を差し込まれたような恐きよう怖ふを感じつつ、それ以上臨也について問いかける事はやめた。

　一方、四木は暫しばし沈ちん黙もくし、ゴールデンウィークに起こった事件について考える。

　──最大の疑念は、平へい和わ島じま静しず雄おだ。

　──あの小こ僧ぞう、何な故ぜ、うちの組員が殺された現場に来た？

　ゴールデンウィーク中、組の若わか頭がしらである粟楠幹みき彌やが秘密裏に『何でも屋』のスローン＆ヴァローナを雇やとい、内通者などを始末したのだが──その現場に何故か平和島静雄が現れ、粟楠会が静雄を追う、という一幕があった。

　──スローンの『仕事』について折おり原はら臨也が知っていてもおかしくはない……。スローンが口を割らなくても、奴を尾行するなり盗とう聴ちようするなりすれば動きは読めるしな。

　──そして、粟楠会相手に『仕事』した直後と思しきタイミングで、平和島静雄を現場に誘おびき寄せた……。

　──……。直後、というより……事前に仕事内容を知ってない限りは無理だろうな。

　──やはり、スローンと仕事以外でも繫がりがあった、と考えた方がいいな。

　──折原臨也。最後まで信用しちゃならない野や郎ろうって事は確かだな。

　そんな事を考え続ける四木だったが、運転手はその沈ちん黙もくの圧力に耐えかねたようだ。

　四木の表情をバックミラー越しに窺うかがいながら、別の事を問いかける。

「ところで、あっちはどうなんすか。赤あか林ばやしさんと揉もめてる学生連中は」

「ああ……あれは、幹部の学生の身元までは摑つかんでる。だが、そのガキの親おや父じと爺じいさんが都との有力者でね……その連中を刺激すると、目め出で井い組ぐみ以外の方々と揉めることになりかねない」

「じゃあ、どうするんです？」

「正直な話、『ヘヴンスレイヴ』をばらまいてる連中と『アンフィスバエナ』が同士討うちにでもなってくれれば、最高の筋書きなんだが……」

　四し木きはそこまで言った後、続きは敢あえて口にせず、心の中だけで呟つぶやいた。




　──その筋書きを書くのに、折おり原はら臨いざ也やに依頼した『アンフィスバエナ』の情報待ち……って事が、不ふ愉ゆ快かいといえば不愉快だがな。
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都内某ぼう所しよ　ビル　屋上




「やあ、運び屋。ゆうべも新しん羅らとお楽しみだったかな？」

　自分が依頼主に不愉快がられているとも知らず、臨也がいつも通りの笑顔を浮かべながらセルティに語りかける。

　対するセルティは、苛いら立だちを隠かくさぬ文章をＰＤＡに打ち込んだ。

『人の家の生活を勝手に想像するな。お楽しみってなんだ、お楽しみって』

「やだなあ、君と新羅を仲なか睦むつまじいカップルだと認めてるからこそ、今みたいな発言ができるんだと思ってほしいんだけど」

『そんな事より、聞いたぞ』

「何をかな？」

　首を傾かしげる事もせぬまま尋たずねる臨也の眼前に、セルティはズイ、とＰＤＡを突きだす。

『新羅の腹の傷について、だ』

「……」

『何もかも、正直に話してくれたよ』

「あいつは本当に、君に対してだけはお喋しやべりになるな。高校時代にも、一度もその件について誰かに話したりはしてなかったと思うけど」

　呆あきれたように首を振るが、笑みを崩くずしていない所を見ると、恐らくはこうなる事を半分予想していたのだろう。セルティは、そんな臨也の笑顔を見て、改めて確信する。

『やはり、お前は信用できない奴やつだ』

「じゃあどうする？　仕事は辞やめるかい？」

『いや、それとこれとは話が別だ。過去にどんな事があろうが、一応お前は、新羅の数少ない友達だからな』

「友達か……新羅の奴は、本当に俺やシズちゃんを友達と思ってるのかな？」

　クツクツと笑いを含ませながら言う臨也に、セルティが問い返す。

『何を言ってる？』

「彼は、結局人間に興味なんてない。彼がこの広い世界の中で、本当の意味で『見て』るのは君の事だけさ。俺おれやシズちゃんが新しん羅らの事を友達だと思おうが、あいつはこっちをロクに見ちゃいないし、最後は君を優先するだろう。多分、俺やシズちゃんと付き合いがいいのは、君が昔言ったことがあるんじゃないかな？　『友達は大事にしろ』とかそういう事をね」

　臨いざ也やの言葉に、セルティは暫しばし指を止める。

　確かに、昔からそんな事を新羅にちょくちょく言い続けている。

　そもそも、新羅は実際、愛を成じよう就じゆさせる為ために矢や霧ぎり製薬に手を貸していたという過去もある。

　セルティはそんな事を考えた後、肝かん心じんの事を思い出した。

　──私と一いつ緒しよに居たい、って理由で、私まで騙だます奴やつだからな。

　だが、結果として、その噓うそを暴あばいた夜に、セルティの心は完全に新羅に囚とらわれたのである。

　彼女は自分との関係を元に、新羅という人間を思い起こし──溜ため息いきをつくような動作で肩かたを落とし、ＰＤＡに再び文字を打ち込んでいった。

『……完全に否定はできないな。確かにアイツは、善悪の分ふん別べつをつける奴じゃないし、普通の人間が言う友情をお前や静雄に感じているかというのも疑問だ』

「だろ？」

『だが、そもそも「普通の友情」、というのも、定義できない曖あい昧まいなものだろう？』

　セルティは、自分でも新羅の特性を理解していたが──

　それでも、臨也に新羅の事を悪く言われる事にはハッキリと苛いら立だちを覚えていた。

『大体、自分を優先するかどうかで友達かどうかを決めるお前も、同じぐらい異常だ』

「それは誤解だよ。俺はそんな新羅の事も含め、世界中の人間を……まあ、シズちゃんは当然除いて、友達であり恋人であり家族だと思ってるんだからね」

『全すべての人間に興味のあるお前と、興味の無い新羅。それでも、私はまだ新羅の方がまともだと思えるな』

　さっさと仕事の話に移りたかったのだが、セルティは臨也の言葉につい反論してしまう。

　だが、臨也もまた、心外だというように両手を広げて言葉を返してきた。

「新羅が俺よりもまとも？　あいつを馬鹿にするつもりはないけれど、あの腹の傷について包み隠かくさずに聞いたなら解わかるだろう？　新羅の奴が、昔からまともじゃなかったって事ぐらいさ」

『そうかもしれないが』

「あいつを狂わせたのは、間違い無く君だろ？　君にそのつもりはなくても、岸きし谷たに新羅は、デュラハンというこの世ならざる存在に魅みせられた。人間より上……と、新羅は勝手に思い込んでるわけだけど、そんな存在を知ったら、人間が下らなく思えるんじゃないかな？」

　セルティを動揺させたいようにしか思えない言葉だが、彼女はその答えに狼ろう狽ばいすることも、逃げる事もせずに文字を綴つづる。

『ああ、それは理解している。自分がそんなに素す晴ばらしい存在だと思った事はないが、新しん羅らが私のせいでまともじゃなくなったかもしれないとは思ってる』

「じゃあ、どうするんだい？」

『どうするもこうするもない。私は、最後まで新羅に付き合うさ』

　ストレートに言い放つセルティ。

　臨いざ也やは僅わずかに目を逸そらし、皮肉混じりの言葉を投げ放つ。

「罪滅ぼしのつもりかい？　甘あまやかすのは、新羅の人間嫌ぎらい……いや、嫌いでもないな。……新羅の人間無関心を悪化させるだけだぜ？」

『そうかもな。だが、今は……私も、あいつから離れたくないんだ。この前、あいつが怪け我がをしてそれを改めて思い知らされた。だからこそ、あいつを傷つけた奴やつが許せないし、お前の怪しい仕事にも付き合ってやる』

「……」

『新羅が私を愛してくれるように、私も、新羅を愛してるんだ』

　ＰＤＡに打ち込まれた長文を流し読み、臨也は一ひと際きわ口元を緩ゆるめ、肩かたを竦すくめながらセルティに背を向ける。

「聞いてるこっちが恥はずかしくなってきちゃうよ。臆おく面めんもなくそんな事を口にできるのは、君が人間以上に人間らしいからか、それとも人間じゃないからこそできるのか……。まあ、どっちでもいいや。俺おれは化ばけ物ものである君に興味はないからね」

『言ってろ』

「もう言う事はないよ」

　臨也は屋上のフェンスに歩み出し、そこに立てかけてあったひとつのバッグを手に取った。




「それじゃ、早速仕事の話に移ろうか」
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数分後




　黒いライダースーツの運び屋がビルから出て、黒バイクのシート部分を撫なでている。

　左手にはノートパソコンを入れる為ための黒いバッグが握にぎられており、どうやらそれが折おり原はら臨いざ也やからの『依頼品』のようだ。

　その様子を見つつ、自動販売機の陰に寄りかかっていた男が携帯電話に語りかけた。

「黒バイクだ。間違い無い」

　すると、電話口から、物静かな男の声が響ひびいてくる。

『やっぱり、折おり原はら臨いざ也やと繫つながりがあったんだね』

「四し十じ万まよう、雲くも井いさんは何て言ってるんだ？」

『折原臨也が何を運ばせてるのか気になるけれど、ここ数日、彼が【アンフィスバエナ】について調べてるのは確かだよ。もう何か摑つかんでるのかもね』

「しばらく様子を見るか？」

『……いや、粟あわ楠くす会に【アンフィスバエナ】を潰つぶされても困る。僕ぼく達は、【アンフィスバエナ】のシステムを丸ごと手に入れるのが目的なんだからな』




　四十万達の所属する『ヘヴンスレイヴ』が、『アンフィスバエナ』の存在を知ったのは、赤あか林ばやしの手によって組織に大打だ撃げきを受けた後の事だった。

　クスリの顧こ客きやくの中に、その『アンフィスバエナ』の闇やみカジノで稼かせいだ客がおり、試しに仲間の何人かをその闇カジノに潜もぐり込ませた。

　だが、数回賭と博ばくが開かい催さいされた後、その仲間達に、同時に次回開催の知らせが届かなくなったのである。

　探さぐりを入れてることに気付かれている。それが四十万の出した結論だった。

　最初にアンフィスバエナの事を言い出した顧客の許にも連れん絡らくが来なくなったらしく、「お前らのせいだ」と文句を言われたが、こちらは薬を盾たてに脅おどした途と端たん静かになった。

　調べた結果、原因は簡単に分かった。

　会員だけに配られる、大型のコインのような形をした特殊なチップ。

　賭かけに参加する為ための会員証の代わりでもあり、勝ち負けを電子的に記録するそのハイテク機器を解体してみた所──

　その中から、盗とう聴ちよう器と発信器のようなものが見つかった。

　恐らくは、それらから得られる情報で、警けい戒かいすべき相手には連絡しないことにしているのだろう。

　無論、それほど長く内蔵の電池が持つわけもないのだが──チップは、賭と場ばに参加する度に、毎回新しい物と交換される。『内部データを不正に弄いじられた場合の予防策』との事だったが、今思うと、電池を短いサイクルで入れ替える為のものだったのだろう。

　盗聴とＧＰＳ位置探知を組み合わせれば、会員達の『秘密』を効率よく集める事ができ、イザという時の脅きよう迫はくのネタに使える事だろう。

　だが、盗聴器がバレた場合は当然ながらトラブルの元になる。恐らくは、解体された時点でなんらかの信号が発生し、その顧客はカジノに呼ばないというシステムなのだと四十万は判断した。




『雲井さんは、そのシステムを欲しがってる。実際、僕も魅み力りよく的だと思うよ。場所にさえ気を付けりゃ、僕おれ達の「ヘヴンスレイヴ」を取引する新しいネットワークも創つくれるし、あの盗とう聴ちよう器と発信器のついたハイテク機器を量産できるコネも欲しいと思う』

「じゃあ、潰つぶすってわけじゃないんだな」

　黒バイクの動向を観察しながら話す男に、携帯電話の向こう側で四し十じ万まが軽く頷うなずいた。

『ああ、話し合いで……最低でも、公正な取引って形にできれば充分だ。その為ためには、相手の個人情報が分かってないと話にならないからな』

「それを、あの折おり原はら臨いざ也やって情報屋に任せるってわけか」

『そうだ。粟あわ楠くす会からの依頼で動いてるとしたら、完全に探さぐり終える前に処理しなきゃな』

「処理？」

　事務的な単語に、男は思わず問い返す。

　だが、四十万から返ってきた言葉は、更さらに淡たん々たんとした、氷のように冷たい言葉だった。

『粟楠会に知られたら困るしな。情報だけ手に入れたら、静かに消えて貰うのがいいだろう』

「殺すって事かよ」

『町中でそういう物言いはよくないね。聞かれていたらどうするんだい？』

「待てよ、最悪、手を組めればいいって……」

　人を一人殺すという判断を簡単に言い切る四十万に怯おびえを感じる男だが、四十万は不思議そうに言い返してくる。

『それは【アンフィスバエナ】の話だよ。彼らは粟楠会と敵てき対たいしてるからいいけれど、折原臨也は、粟楠会の指示で動いてるんだ。手を組める筈はずがないだろう？』

「だけどよ」

『どうして、そんなに弱よわ腰ごしなんだい？　失敗こそしたけれど、僕たちは既すでに一度、粟楠会の赤あか林ばやしを殺すつもりで行動を起こしてるじゃないか』

「一般人だぜ？」

　尚なおも食い下がる男に、四十万はあくまでも冷静に言葉を返す。

『粟楠会の指示で動く犬を一般人とは言わないよ』

「でもよ……」

『待て、雲くも井いさんからメールが来た』

「……っ!?」

　煮え切らなかった男の心が、『雲井』という名前が出た途と端たん、まるでドライアイスの手に鷲わし摑づかまれたように凍こおり付いた。

『ちょっと迎えに行ってくる』

「……マジか」

『ああ……。また、傷が増えるかもね』

　溜ため息いき混まじりにそう呟つぶやいた後、四十万は軽く笑いながら男に告げる。

『その傷の恨うらみは、折おり原はら臨いざ也やにでも晴らすとするさ』

　最後に僅わずかな笑みを溢こぼし、四し十じ万まは次の言葉を吐はき出した。




『ほらね、これで殺す理由がひとつ増えただろう？』
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12年前　来らい神じん中学校　夏休み最終日




──「そういうのって、良くないと思うんだけどなあ」

──「君の知った事じゃないだろう？」

──「一応、俺おれは君の事を友達だって家族に話してるんだ」

──「それで？」

──「その手前、友達がそういう事をしてるのに止めないっていうのは、その、困るんだ」

──「新しん羅ら、君は馬鹿か？　それじゃまるで君は、自分の意思すらない、家族にいい顔をするだけの操あやつり人形みたいだ」

──「大事な人と糸が繫つながるなら、俺は人形でも別にいいんだ」

──「話にならないな」




　そんな、『物静かな言い争い』を聞いたのは、たまたま生物室の前を通りかかった美術部の生徒だった。

　言い争いだとは思ったものの、喧けん嘩かに発展するようにも思えなかった為ため、その生徒は何事もなく通り過ぎた。

　その僅わずか５分後──




「何だ、今の音は!?」

　校庭で部活動の指導をしていた体育教師が、ガラスの割れるような音を聞きつけ、生物部の中に駆かけつけると──

　そこには、血にまみれた腹部の上にガムテープを巻いた生徒が倒れており、顔を青くしながらゆっくりと肩かたを上下させている。

「岸きし谷たにか!?　何があった！」

　すると、岸谷新しん羅らは、青い顔をしながら教師を安あん堵どさせるように笑い、か細い声で呟つぶやいた。

「ちょっと……刺さされちゃって……救急車、呼んでもらって……いいですか？」




　その数時間後──

　現場から逃亡していた折おり原はら臨いざ也やが警察に出頭し、補導される結果となった。

　生物部の副部長が、生物部の部長を刺さして逃亡していたという、学校内の傷害事件。

　一体二人の間に何があったのか、岸きし谷たに新しん羅らと父親が被害届を出さなかった事もあり、体面を恐れた学校側も事態が広まるのを恐れた結果──マスコミなどに知られる事もなく、この事件は静かに闇やみに葬ほうむられる結果となった。




　新羅の腹と、臨也の経歴に、一生残る疵きず痕あとだけを残して。







チャットルーム




　　　　　　　　　　・

　　　　　　　　　　・

　　　　　　　　　　・

チャットルームには誰もいません。

チャットルームには誰もいません。

チャットルームには誰もいません。




田た中なか太た郎ろうさんが入室されました。




田中太郎【こんにちは】

田中太郎【お久しぶりです】

田中太郎【過去ログを読みましたが、初めまして、の人も多いですね】

田中太郎【田中太郎といいます】

田中太郎【最近、なかなか顔を出せなくてすいません】

田中太郎【もう暫しばらく、こちらに来れない時期が続くと思います】

田中太郎【あ、トラブルを起こしたりしたわけじゃなくて、純粋に忙いそがしくなっちゃって……】

田中太郎【また来られるようになったら、新しん参ざん者のつもりでがんばります】

田中太郎【セットンさん達とも、また池いけ袋ぶくろの事とか楽しく話したいですし】

田中太郎【それじゃ、私はこれで】





内緒モード　田中太郎【甘かん楽らさん、ていうか、折おり原はらさんだけに見えるようにしています】

内緒モード　田中太郎【見ているかどうか解わかりませんけれど、伝えておきたくて】

内緒モード　田中太郎【今、色々な事をやっています】

内緒モード　田中太郎【折原さんはもう知ってるかもしれませんけど】

内緒モード　田中太郎【でも、誰かに言われてやってるわけじゃないんです】

内緒モード　田中太郎【僕ぼくの意思でやってるって事を、せめて折原さんは知ってて欲しくて】

内緒モード　田中太郎【正直、怖こわいんです】

内緒モード　田中太郎【だけど、やらなきゃいけない事だと解ってるから……】

内緒モード　田中太郎【こんな事を言われても迷めい惑わくだと思います。すいません】

内緒モード　田中太郎【だから、聞き流して貰もらって全然構わないんですが……】

内緒モード　田中太郎【僕の今の気持ちを、自分以外の目にも触ふれる形で残したくて……】

内緒モード　田中太郎【その事実があるだけで、がんばれる気がするんです】

内緒モード　田中太郎【去年の初集会の時、折原さんは言いましたよね】

内緒モード　田中太郎【『本当に非日常を求めるなら、常に進化し続けなきゃいけない』って】

内緒モード　田中太郎【だけど、僕に進化する事なんかできませんでした】

内緒モード　田中太郎【僕は、日常にしがみつきたくなったんです】

内緒モード　田中太郎【園その原はらさんや正まさ臣おみと、前みたいな日常を送りたいんです】

内緒モード　田中太郎【だから、僕は、取り戻したいんです】

内緒モード　田中太郎【あの時の、あの夜のダラーズを】

内緒モード　田中太郎【もう、非日常なんて求めません】

内緒モード　田中太郎【ただ、あの頃の日が戻って欲しいだけなんです】






バキュラさんが入室されました。




バキュラ【こんにちは】

バキュラ【田た中なか太た郎ろうさん、】

バキュラ【暫くこれなくなるって残念です】

バキュラ【またお話ししましょう】





内緒モード　バキュラ【帝人みかど、】

内緒モード　バキュラ【こないだの事なら、】

内緒モード　バキュラ【俺おれは気にしてない】

内緒モード　バキュラ【っていうか、】

内緒モード　バキュラ【お前や杏あん里りからしたら、】

内緒モード　バキュラ【急に姿を消した俺の方に納なつ得とくしてないと思う】

内緒モード　バキュラ【だけど、】

内緒モード　バキュラ【言っておきたい事があるんだ】






田中太郎【こんにちは、バキュラさん】

田中太郎【では、皆さんにもよろしくお願いします】

田中太郎【それでは】




田た中なか太た郎ろうさんが退室されました。





内緒モード　バキュラ【帝人】

内緒モード　バキュラ【退室まで時間があったけど、】

内緒モード　バキュラ【内ない緒しよモードで誰かにメッセージを残してたのか？】

内緒モード　バキュラ【誰とは聞かないけどよ、】

内緒モード　バキュラ【とにかく、】

内緒モード　バキュラ【一度連れん絡らくが取りたいんだ、】

内緒モード　バキュラ【もしまた入室した時にログを見返して、】

内緒モード　バキュラ【話してくれる気になったらここで俺宛あてにレスをくれ】

内緒モード　バキュラ【電話する】






バキュラさんが退室されました。




チャットルームには誰もいません。

チャットルームには誰もいません。

チャットルームには誰もいません。




　　　　　　　　　　・

　　　　　　　　　　・













暗い場所で　５







「折おり原はら臨いざ也やさんって、あれだよね。あの黒バイクとお友達なんだって？」

「……」

「ここ何日か、あの都市伝説さんにも、私達の事、色々と探さぐらせてたらしいじゃん。あと、『ヘヴンスレイヴ』の事も調べさせてたんだよね？　もしかして、黒バイクさんに接せつ触しよくさせたりしてたのかな？」

「……」

　薄うす暗ぐらいバーの中では、いまだに麻あさ袋ぶくろの男とミミズによる会話が繰くり広げられていた。

　どれほどの時が経たったのだろうか、既すでにケーキは片付けられており、バーカウンターの上にはミネラルウォーターの２リットルボトルが３ダース綺き麗れいに並べられている。

　一方的に喋しやべるミミズと、沈ちん黙もくのみで返す麻袋の男。

　果たして会話と呼べるものなのかどうかも解わからないが、ミミズからすれば、充分相手と心を通わせている気分になっていた。

「さっきも言ったけどね、そいつらの事は、私もオーナーもよく知らないんだけどぉ……邪じや魔まなようなら、早く潰つぶさないといけないの。だから、その『ヘヴンスレイヴ』の事で、何か知ってる事があれば、なんでも教えて欲しいな、って思ってるの」

「……」

「どっちにしろ、妹さん達が来たら、喋しやべりたくなると思うけどね。それとも、指を一本一本トンカチとかで叩たたいていく方がいい？　そこのテーブル、前の人の手を潰した時の染みがまだ付いてるんだけど……見たい？　あ、その袋ふくろじゃ見えないか！　あはっ！　ゴーメーンー！」

　自分が追い詰め、相手が麻あさ袋の下で、頭ず蓋がい骨こつの内部で、顔と心を恐きよう怖ふに歪ゆがめる。

　その繰くり返しこそが彼女にとってのコミュニケーションであり、人間との繫つながりを感じる瞬しゆん間かんに他ほかならなかった。

「ねえ、私達、もっともっと仲良くなれると思うの」

「……」

　男の首に手を回し、手には何かのボトルを持っているミミズ。

　そのボトルの中の液体をチャプチャプと揺らめかせ、男にその音を聞かせている。

「助けて欲しい？」

「……」

「死にたくない？」

「……」

「妹達が心配？　それとも自分の方が心配？」

「……」

　矢や継つぎ早に尋たずねてくるが、やはり、麻袋の男は沈ちん黙もくを貫き通す。

　だが、ミミズはそれで充分だった。

　沈黙こそが彼女の心にとって最高の『糧かて』なのだから。

　しかし、直接痛みを与えてはいないとはいえ、目の前の男の沈黙っぷりは相当なものだとミミズも思う。普通ならば悪態の一つでも吐つきそうなものだが、徹てつ底てい的に『沈黙』という状態を貫き通している。

「ねえ、もしかして、ちょっと安心してる？　あなたも、あなたの妹達も、まさか殺されるまではしないだろう……なんて思ったりしてないよね？　それはないよね？　少しでも、私達の事を調べたんだったらさあ？」

　クスリクスリと笑いながら、ミミズはゆっくりとボトルのキャップを回し始めた。

「私は、『オーナー』の事が好きなの！　だから、『オーナー』の為ためなら、なんだってできるんだよ？」

「……」

「なんだって、ね……」

　暗い笑み。

　ボトルを男の麻あさ袋ぶくろの上で傾け、中の液体をゆっくりと注そそぎ込む。

　細い雫しずくとなって麻袋に垂たれる液体は、殆ほとんど撥はねる事なく、確実に麻袋へと染みこんでいった。

　ゆるやかに頭の上を回し、麻袋全体にまんべんなく染み渡らせ、さりとて服や床ゆかには溢こぼさぬよう、丁てい寧ねいに丁寧にボトルの液体を注そそぎ続けた。

「本当は、硫りゆう酸さんで麻袋ごと情報屋さんの顔をドロドロにしてあげても良かったんだけどさあ、私、そんな陰いん湿しつなのってどうかと思うの。だから、もっと明るくいこう……って思って！」

　話してる間に、液体の匂においが部屋の中に広がっていく。

　嗅かいだ事があるならば、すぐに理解できるであろう──灯油の匂いが。

　灯油ストーブを消した瞬しゆん間かんに広がる匂いほどではないが、液体の正体を知るには充分な匂いと言えるだろう。

「大だい丈じよう夫ぶ？　窒ちつ息そくしない？　吸いすぎてラリったりしたらだめだよ？　あれ、灯油ってシンナーみたいにラリるんだっけ？　まあいっか」

「……」

「それじゃ、妹さん達が来たら、色んな事しちゃうんだけどさ……。半分ぐらいやった所で、この袋、燃やしてあげるね？　上う手まく燃え落ちたら、妹さん達がどうなってるのか見えるようになるよね？　あ、窒息しちゃわないように、燃えてる間は息止めてた方がいいよ？　火に酸素を奪うばわれちゃうからね。燃え尽きるまでに何分ぐらいかかるか解わからないけど」

　実際に火を点つけたら、火傷やけどで息を止めるどころの話ではなくなるだろう。それを理解しつつも、彼女はあえて的外れな警告を口にした。

　実際に袋が燃えた瞬しゆん間かん、現れる顔はどのようなものか。

　死への恐怖か、それとも、妹達に手を出された事による悲しみか、あるいは果てしない怒りか、絶望か、それとも、まだ希望を捨てていない、まっすぐな目が見られるのだろうか。

　どれでも構わない、とミミズは思った。

「人間ってさ、どうなんだろうね。大事な人と一いつ緒しよに追い詰められた時、最後には自分の方を気き遣づかうのかな、相手の方を気遣うのかな？　私は、人間って、結局自分を優先しちゃう生き物なんだと思うな。情報屋さんは何か知ってる？　人間の情報ぐらい良く知ってるんじゃない？」

　無茶な事を尋ねるミミズだが、もちろん答えが返ってくる事を期待しているわけではない。

　こうした事を尋たずね、相手の不安を煽あおる事こそが目的なのだが、目の前の男の無反応っぷりには寧むしろ感心すらしていた。

　次はどのような手で追い詰めようか、あるいは、やはり手の爪つめを剝はがすか、服を脱ぬがせてハンダゴテで焼き文字を入れたりするべきだろうか？

　欲望を抑おさえきれなくなり、いよいよ肉体への責めに移行しようかと考えていた次の瞬間──

　バーの入口付近に、複数の足音が聞こえてきた。

「あ、時間切れかぁ……」

「……っ！」

「妹さん達、連れてきちゃったみたい☆」

　楽しみにしていた通販の荷物を受け取りに出る主婦のような勢いで、軽やかに立ち上がるミミズ。だが、自分で直接迎え入れようとはせず、部下の女に声をかけた。

「開けてあげて」

　ミミズの言葉に頷うなずき、扉とびらの方に歩いて行く若い女。

　その背を見送りながら、ミミズは背後に座り続ける麻あさ袋ぶくろの男に声をかけた。

「家族と感動のご対面だね！　私、泣いちゃうかも！」

「……」

　クスクスと嗤わらう彼女だったが──




　数秒後、その笑みが止まる事になる。




　仲間の女が扉を開いた直後、バーの中に入り込んできたのは──

　ミミズにとって見覚えの無い、十数名の若い男達の姿だった。




　──誰!?

　　　　　　　──この情報屋の仲間!?　　　　　──まさか！

　　　　　　　　　　──粟あわ楠くす会？　　　　　──いや、違う、若すぎる！

　　　　──どうしてこの場所が？　　──ていうか、本当に誰!?

　　──警察のわけはない。　　　　　──この子達、私より年下なんじゃ……。

　　　　──誰？　　　──敵てき？　　　──味方？　　　　　──危険？

　　　　　　──『オーナー』……。　　　──助けて下さい、『オーナー』！




　様々な思いがミミズの胸中に木こ霊だまし、最後には、自分の最も信頼する人間に救援を求め始める始末だった。

　だが、当然心の中の声に応こたえる者はない。

　周囲の仲間達も、驚いたように入口からの乱入者を見て身構えている。

　だが、男達の中心に立っていた若い男が、両手を広げながら、バー全体に響ひびき渡る声で爽さわやかに呟つぶやいた。

「初めまして、【アンフィスバエナ】の皆さん。我々は、まだ貴方あなた達の味方というわけじゃありませんが、敵というわけでもありません」

「……誰？」

　己の中の警けい戒かいレベルを瞬しゆん時じに引き上げ、それまで麻あさ袋ぶくろの男に対していた時とは違う、厳しい声色で問いかけるミミズ。

　すると、若い男はミミズを中心人物と判断したのか、恭うやうやしい一礼をしてから自らの名を口にした。

「失礼、私は四し十じ万まと申します」




「ドラッグの【ヘヴンスレイヴ】流通において、サブリーダーをしている者ですよ」







　そして──時は、半日ほど前に遡さかのぼる。







[image: ５章　折原臨也]
















都内某ぼう所しよ　路上




「おい……あれ、運び屋が持ってるのはなんだ？」

『ヘヴンスレイヴ』の売人である若い男が、横に立つ仲間に問いかける。

　仲間はその問いに対し、溜ため息いき混じりに自分の判断を口にした。

「……昨日きのうまでと同じだな。ノーパソ入れるバッグだ」

「やっぱり、中身はパソコンか？」

「多分な。それと金と……カジノチップもかもな」

　彼らは、２日前から黒バイクと折おり原はら臨いざ也やの動向を探さぐっている。

　何らかの情報を摑つかんでいるであろう折原臨也を直接攫さらう事も考えたが、『屍龍ドラゴンゾンビ』のメンバーが護衛のように取り巻いていて、移動中は中々狙ねらう事ができない。さりとて、寝泊まりしている場所を探さぐるよりも先に尾行を撒まかれ、寝込みを襲おそう事もできない状態だ。

　一方、運び屋である黒バイクに関しても、仕事の最中は尾行できるのだが、肝かん心じんの寝泊まりする場所についてはやはり撒まかれてしまっている。だが、仕事中の尾行が功を奏し、運び屋が何をしているのかは推測する事ができた。

　運び屋が行く先々で接せつ触しよくしていたのは、それぞれ立場も地位も違う人物達だった。

　その中に、たまたま『ヘヴンスレイヴ』の『顧こ客きやく』を見つけ、運び屋が去った後に連れん絡らくを取って聞いた所──どうやら、彼もまた『アンフィスバエナ』の違法カジノの顧客だったようであり、その事について根掘り葉掘り尋たずねられたのだという。

　ドラッグの販売を盾たてに、更さらに深く追及したところ、黒バイクは、法外とも言える値段で、『アンフィスバエナ』のチップを買い取ったらしい。

　本人からすれば、現場で「紛ふん失しつした」とでも言えば良いだろうと考えていたようだが、恐らく彼の許にはもうカジノ開かい催さいの連絡は来ないだろう。

　だが、気になるのは、黒バイクが電子式のチップを回収しているという事だ。

　黒バイクが、どうやって何件もチップの持ち主を捜さがし当てているのかという事も気になり、臨いざ也やよりも重点的に行動を監かん視ししていたのだが──




　車で尾行を続けた所で、売人の男は、黒バイクがいつもと違う行動に出た事に気が付いた。

　道の端はしにバイクを停め、バッグから取り出したノートパソコンを開いているではないか。

「……何してんだ、ありゃ」

　車の助手席にいた方のチンピラが、車内に用意していた双そう眼がん鏡きようを黒バイクの方に向ける。

　すると、パソコンの画面には、何か地図のようなものが映しだされていた。

　黒バイクはそのノートを閉じ、電源も切らぬまま再びバッグにしまい込む。恐らくはスリープモードにしているのだろう。

　再び走り出したバイクを追いながら、売人は四し十じ万まにその事を電話で伝える事にした。




『そのノートパソコン、なんとか奪うばえないか？』




　それが、四十万の出した結論だった。

　無理だと言おうとしたが、先日ダーツを鼻に刺さされた下っ端ぱの事を思い出し、とりあえず『様子を見ます』とだけ答えて電話を切った。

「奪うったってよ……どうやってだよ」

「この町中で、車ぶつけて止めるわけにもいかねえだろ……」

　暗い気持ちで尾行を続ける売人達。

　だが、彼らの前で、思わぬ光景が繰くり広げられた。

　少し進んだ所で、急に黒バイクがスピードを落とし、人ひと気けの少ない公園の入口にバイクを停めたのだ。

　そして、再びノートパソコンを取り出して何かを確認し、公園の中へと入っていった。

　ベンチに座っている男に近づき、何か懐ふところから出した携帯電話か何かの画面を見せる運び屋。

　──あの男も、闇やみカジノの参加者なのだろうか？

　そんな疑問が浮かぶと同時に、売人達はある事に気が付いた。

　バイクのハンドル部分に、今しがた見ていたパソコンが入っていると思しきバッグが掛けられているではないか。

　恐らく、すぐに話を済ませるつもりだったのだろうが、迂う闊かつとしか言えない行動だ。

「……っ！」

　千せん載ざい一いち遇ぐうのチャンスと判断した売人達は、そのままゆっくりと車をバイクに近づけ──

　窓から手を伸ばし、バッグを静かにハンドルから外した。

　──やった！

　──まだ、あの運び屋は気付いてねえ！

　そのまま車を走らせ、気け取どられない内に消えようとする売人達。

　だが──




『ＨＨＨＨＨＨＥＥＥＥＥＥＥＥＲＲＲＲＲＲＲＲＲｒｒｒｒｒ！』




　黒バイクから、巨大な馬のような嘶いななきが周囲に響ひびき渡り、乗り手のいないバイクがその場でウイリーのように前輪を持ち上げた。

「!?　な、あ、なぁぁっ!?」

　見ると、バイクの形が煙のように蠢うごめき──首のない巨馬へと姿を変えたではないか。

「防犯装置……いや、なんだこりゃあ!?」

「げけも……ばけ、ばけもにょはらぁっ!?　あああああああ!?　あああああああっ！」

　その嘶きに気付いたのか、ベンチの所にいた運び屋が勢い良く振り返る。

「に、にげ、にげげげげ！　逃げろっ！」

　助手席の男が口を縺もつれさせている間に、既すでに運転手はアクセルを強く踏み込んでいた。

　目的は果たした。

　運び屋のノートパソコンは手の内にある。

　あとは逃げ切るだけだと自分に言い聞かせ、歯をガチガチと鳴らしながら大通りへと車を走らせた。

　バックミラーに、バイクに駆かけ寄る運び屋の姿が映る。

「あああぁぁああぁ！　ああああああぁぁ！」

　走る。

　走る、奔はしる、趨はしる。

　車のエンジンが焼き切れるような勢いで、事故を恐れる暇ひますらなく、全力で黒バイクを引き剝はがそうとする。

　大通りに出ても、暫しばらく規定速度を超える速度で走り続けた。

　二つほど更さらに横道に入り、必死に黒バイクを撒まこうとする。

　三つめの角を曲がった後に、恐る恐るミラーを覗のぞくと──そこには、なんの姿も映っていなかった。

　四つめの角を過ぎ、再び大通りで無数の車両に合流した後、助手席の男が必死に周囲の風景を睨ねめ付ける。

　だが、黒バイクの姿はどこにもなく、急に通りに割り込んできた事に抗議のクラクションを鳴らす車ぐらいだった。

　日常が、そこにはあった。

　化ばけ物もののつけいる隙すきのないような、いつも通りの街の風景が。

　半信半疑のまま、彼らはバッグの中にあるノートパソコンを確認する。そして、助手席の男が携帯電話を手に取り、四し十じ万まに対して連れん絡らくを取った。




『ありがとう。すぐにそのパソコンを持ってきてくれ。これで、雲井さんも少しは喜ぶよ』

　淡たん々たんとした調子の中に、どこか、彼自身の安あん堵どのようなものが感じられる。

　売人達は、それにつられて深い深い溜ため息いきを吐はき出した。

　心臓の鼓こ動どうが落ち着くまで待った後、彼らは互いに顔を見合わせ、確信する。

　自分達は、逃げ切ったのだと。







　そして──時は、『暗い場所』へと収束する。





♂♀






都内某ぼう所しよ　潰つぶれたバー




「ヘブン……スレイヴ！」

　都内にひっそりと存在する、既すでに営業していないバーの内部。

　その中に踏み込んできた男──四し十じ万まの自己紹しよう介かいに、ミミズは目を丸くする。

　これからたっぷりと、情報屋を拷ごう問もんして聞きだそうとしていた組織の人間が何な故ぜここにいるのだろうか？

　彼らが折おり原はら臨いざ也やの味方であるという話は聞いた事がないが、もしかしたら、自分の知らない所で手を組んでいたのかもしれない。

　だとすれば、これは明確に危機と言える状況だ。

　ミミズは、背後に座る麻あさ袋ぶくろの男を人ひと質じちに取れないかと画策し始めたのだが──

　次に四し十じ万まが吐はいた言葉で、その必要性は消える事となる。

「ああ、そいつが、粟あわ楠くす会に雇やとわれて貴方あなた達を探さぐってたっていう情報屋……折原臨也ですか」

　麻袋の男を一いち瞥べつして言う四十万に、ミミズは眉まゆを顰ひそめながら問いかけた。

「……知り合いじゃないの？」

「まさか。この場所を探る為ために、利用はさせて貰もらいましたけどね」

　四十万が指を鳴らすと、ノートパソコンを持った男がドアから入ってきて、そのパソコンの画面を皆に見せる形でカウンターに置いた。

　すると、画面には地図が映し出されており、無数の赤い点が様々な場所に散在している。

「君達のチップにある発信器兼盗とう聴ちよう器の場所を映し出すソフトらしいよ。どんなシステムを使ってるのかは解わからないけどね」

　どうやら、画面に映っているのは『アンフィスバエナ』のチップの管理画面のようだ。

「……！　どうしてそれを……！」

　驚きよう愕がくに目を見開くミミズに、四十万は肩かたを竦すくめながら呟つぶやいた。

「さあ？　チップの電波をどうやって解かい析せきしたのかは……僕ぼくよりも、そこの情報屋さんが知ってるんじゃないかな？」

「……情報屋さん？」

「彼が、このパソコンを黒バイクに持たせて、色々と嗅かぎ回らせてたみたいだからね」

　乱入者にも関わらず縛しばられたままの男をチラリと見て、四十万はどこか楽しげに笑いかけた。

　一方ミミズは、驚いたように麻袋の男の頭部を見る。

「そこまで摑つかんでたなんて……。じゃあ、このアジトの場所も、もしかしたらとっくに情報屋さんにはバレてた……って事なのかな？」

「どうだろうね？　臨也の尾行をしていたら、彼の入ったビルの中から、君達の仲間が現れた……ってわけさ。男が一人入るぐらいの、大きな大きなスーツケースを抱かかえてね。しかも、この地図の赤い点のひとつが、その連中に合わせて動くじゃないか」

　四十万はゆっくりと麻袋の男に近づき、彼のポケットを順に漁あさり始めた。

　そして、三番目のポケットから、一枚のチップを取り出した。

「ほらね。あった。彼も一枚持ってた……ってわけだ」

「……ちゃんと調べなかった、うちのメンバーのミスだね」

　ミミズがジロリと背後にいる仲間達を睨にらみ付けると、彼らは互いに顔を見合わせ、互いに責任を押しつけるようにうろたえている。

　緊きん迫ぱくする部屋の中で、四し十じ万まはそんな光景を眺ながめながら問いかける。

「で、君が『アンフィスバエナ』のリーダーかな？」

「……違うよ。『オーナー』は、私達の前に滅めつ多たに顔を出さないの。居場所も分からない」

「賢かしこいやり方だね。僕ぼく達のリーダーも似たようなものさ。まあ、その話はあとでゆっくりとしようじゃないか。この情報屋を始末した後でね」

　四十万は小さく首を振り、麻あさ袋ぶくろの男の頭にポン、と手を置いた。

「しかし、僕達で攫さらって始末しようと思ってたんだけどね。手間が省けたよ。彼の妹さん達も、攫いに行かせる必要はなかったかな？」

「……？　貴方あなた達も、情報屋さんの妹を狙ねらってるの？」

「おや？　君達もかい？」

　少し意外そうな顔になる四十万に、ミミズは警けい戒かいの視線を緩ゆるめる事なく言った。

「一時間ぐらい前に、隙すきを見て一人ずつ攫えって指示したばかりよ」

「……それは困ったな。妹達も危険人物だっていうから、うちでも腕うで利ききの連中を送り込んだんだけどねえ。鉢はち合あわせてトラブルになるのは構わないけど……それで警察に目を付けられると困るな……。とりあえず、こっちを引かせよう。もう、人ひと質じちの必要もないしね」

　そう言って、四十万は自分の携帯電話を取りだした。

「まあ、信じて欲しいんだけどね。僕達は君らと敵てき対たいする気はない。今回は、ビジネスの話に来たんだよ。……その為ためには、粟あわ楠くす会に情報が流れるのは避さけたい。それだけなんだ」

　説明しながら、折おり原はら九く瑠る璃り、舞まい流るを攫いに行った売人仲間のアドレスを探す四十万だったが──

　彼がアドレスを探し当てるよりも先に、部屋の中に携帯の着信音が鳴り響ひびく。

　四十万のものではなく、音は、バーのカウンターテーブルから聞こえてきた。

「……私の？」

　ミミズが電話を摑つかむと、そこには『非通知』と書かれていた。

　──誰？

　──もしかして……オーナー？

　不安と期待の入り交じった想いを抱いだきながら、着信を受けるミミズ。

「……もしもし？」

『……』

　電話の向こうからは、無言が続く。

　何の連れん絡らくか気になったのか、四十万も携帯のボタンを押す手を止めて様子を窺うかがっていた。

　ところが、そんな四十万の携帯にも着信があり、小さな振動音が部屋の中に木霊こだまする。

「……？」

　非通知と書かれた画面を見て、不信に感じながらも着信を受ける四十万。

　すると、そこから聞こえてきたのは──

「『もしもし？　もしもし？』」

　という、目の前の女が電話に向かって喋しやべっている声だった。

「……え？」

　ゾワリ、と、背中に厭いやな空気が滑すべり落ちる。

　その『……え？』という呟つぶやきが電話から聞こえたのか、ミミズも慌あわてて四し十じ万まの方に顔を向ける。

　何が起こっているのかお互いに解わからぬままだったが──

　数秒の間を置いて、電話から第三者の声が響ひびき渡った。




『やあ』




「誰？」「……誰だ？」

　ミミズと四十万、お互いの声が受話器からも聞こえて来るが、第三者はクリアな音声で朗ろう々ろうと語り始める。

『三者通話は、上う手まくいったみたいだね。初めて使うから心配してたんだけどさ』

「誰なの……？」

『ああ、ゴメンゴメン。挨あい拶さつがまだだったね。でも、二人とも、俺おれの事は良く知ってるんじゃないかな？』

「……まさか」

　厭いやな予感が、四十万とミミズ、それぞれの脳のう髄ずいに湧わき上がる。

　そして、予感した瞬しゆん間かんを見計らったかのように、電話の奥にいる男が名前を告げた。




『折おり原はら臨いざ也や……って言えば、解わかるよね？』




　ゴロ、と、ミミズと四十万の鼓こ膜まくのあたりで、何かが転がるような音がした。

　緊きん張ちようで歯を食いしばった事により、筋肉が強こわばった音だ。

　何な故ぜ、このタイミングで？

　何故、自分達の番号を？

　そんな疑問が先に浮かび上がるが、あまりに予想外の事態に、肝かん心じんな問いが二人の元に遅れてやってきた。

　シンクロするかのように、彼らは視線をゆっくりと、本当にゆっくりと部屋の中の一点に交差させる。




　先刻から一言も発しない、麻あさ袋ぶくろをかぶった男の姿に。

　そして、やはりシンクロする形で、二人は全く同時に、最も重要な疑問を思い浮かべた。




　ならば──

　この男は、一体誰なのだ？





♂♀






同時刻　池いけ袋ぶくろ某ぼう所しよ　事務所内




「あっれー？　っかしいな……」

「どうした、田た中なか」

　同どう僚りようの言葉に、田中トムが周囲を見渡しながら言葉を返す。

「静しず雄おとヴァローナと、今日きようは夜番なんだけどよ……静雄の奴やつの姿が見えないんだよな……」

　彼の横には同じように周囲を見回すヴァローナの姿があるが、事務所の中でもっとも目立つバーテン服姿の男が見あたらない。

「まーた、なんか変な事に巻き込まれてるんじゃないだろうな？」





♂♀






暗い場所で




『しかし、君達も随ずい分ぶんと過激な真ま似ねをするね。人ひと攫さらいまでやるなんて。もしかして、これまでも何人か行方ゆくえ不明の探たん偵ていさんとか出しちゃってたりするのかな？』

　電話から矢や継つぎ早に聞こえて来る声。

　だが、ミミズの耳に、男の声は殆ほとんど入ってこない。

　──誰……？

　──今電話してるこの男が折おり原はら臨いざ也やだとすると、この麻袋の奴は……誰なの？

　写真を見て、折原臨也の顔は知っている。それを元に、彼女はずっと麻袋の中にいる筈はずの臨也の表情を思い浮かべ、愉ゆ楽らくに浸ひたり込んでいたのだ。それが今、前提から全すべて覆くつがえされようとしていた。

　自分の頭の中に様々な可能性が浮かんでは消えていく。

　だが、全ては根こん拠きよのない妄もう想そうとして混こん沌とんの渦うずに吞のみ込まれ、『ヘヴンスレイヴ』メンバーの来訪という事件と合わせ、彼女の脳味み噌そ自体が深い闇やみに包まれつつあった。

「……」

　何も考えず、彼女はユラリと麻あさ袋ぶくろに手を伸ばし、その結び目に手をかける。

　だが、よほど硬かたく結んでいるのか、何も見えてこない。

「……外すわよ、外すってば」

　独り言ごとなのか、麻袋の男に言っているのか、どちらとも取れる声色で呟つぶやきながら、女は結び目の解とけぬままの麻袋を、無理矢理男の頭から破り剝はがそうとする。

　首にある境目に指をかけ、力任せに麻袋を上に引っ張るミミズ。




　その隙すき間まから──男のうなじの辺りの黒髪が僅わずかに覗のぞく。





♂♀






池いけ袋ぶくろ某ぼう所しよ　事務所内




「うっす、すいません、遅れました」

　扉とびらを開けて出てきた静しず雄おに、トムは溜ため息いきを吐つきながら問いかけた。

「おう、どうしたんだ？　お前が遅刻なんて珍めずらしい」

「すんません、ちょっと社長の仕事を手伝ってて」

「あー、なるほどな。理解した理解した」

「社長から依頼される業務とは如い何かなる挙きよ動どうですか？」

　首を傾かしげるヴァローナに、トムは更さらに深い溜息を吐きながら答えた。

「ボディーガードみたいなもんだ。うちの社長も、色々と敵てきが多いんでなあ。……ま、その辺はおいおい説明するさ」

　そして、静雄の不在が厄やつ介かいなトラブル絡がらみではなかった事に安あん堵どしながら、トムは携帯を手に扉に向かった。

　──やっぱ、世の中は平和が一番だよな。

　周囲の平へい穏おんに感謝しつつ、トムは踏み倒された料金の取り立てという物ぶつ騒そう極まりない仕事に従事する。




「とりあえずは、今日きようもいつも通りの仕事を始めるとしようや」

「うす」「了りよう解かいです」




　背後に二人、仕事の内容よりも更さらに物騒な二人を引き連れて。
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同時刻　楽らく影えいジム




「おや、影えい次じ郎ろうはどうした？」

　そう尋たずねたのは、ずんぐりとしたシルエットの、巨大な切り株のような体たい軀くの男だった。

　ずんぐり、と言っても決して背が低いわけではなく、それなりの長身に、タイヤを紡つむぎ合わせたような筋肉の鎧よろいを纏まとっている印象の男。

「押オ忍ス！　影次郎さんは、午後の部から姿を見かけません！」

「またサボリか。あいつめ……」

　弟で子し達の言葉に、男──影次郎の兄である写しや楽らく影えい一いち郎ろうは、身体からだに見合った大きな大きな嘆たん息そくを吐はき出した。




「全く……サボるだけならまだしも、道みち端ばたで喧けん嘩かとかしていなきゃいいんだがな」
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暗い場所で




　四し十じ万まも、ミミズと同じように焦あせっていた。

　──こいつは、折おり原はら臨いざ也やじゃないのか？

　必死に男から麻あさ袋ぶくろを引き剝はがそうとしている女を見ながら、四十万は電話の声に耳を傾け続ける。

『君が四十万君かぁ。雲くも井いって人が来た方が面白かったんだけどなあ』

「……雲井さんを知ってるのか」

『いや、大して知ってるわけじゃないよ。しかしまあ、君は虐いじめないであげても良かったんだけどさ、あからさまに命を狙ねらわれた上に、妹達にまで手を出されたら困っちゃうよねえ』

　電話から聞こえる声に、四十万はギリ、と奥歯を軋きしませた。

　──こいつ……どこまで知ってる？

　──いや、それより、どうする？　ここから一いつ旦たん離れるべきか？

　──ここに、臨也の子こ飼がいの奴やつが紛まぎれてるのか？

　──寧むしろ、俺おれの仲間も信用できなくなったぞ、この状況は！

　──あの縛しばられてる奴やつはなんだ？

　──あいつも臨いざ也やの仲間か何かか!?

　縛られている人間が突然暴れ出した時、ここにいるのは危険なのではないか？

　あるいは、何か警官や粟あわ楠くす会の組員といった類たぐいの人物であった場合、顔を見られたら困るのではないか？

　その想像のうち、四し十じ万まは前者の不安については払ふつ拭しよくする事にした。

　何な故ぜなら、椅い子すに座る男の身体からだは、およそ鍛きたえ上げられた様子はなく──怪力や格闘技といったものとは無縁の存在のように思えたからだ。
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同時刻　都内某ぼう所しよ　裏通り




「……ったく、面めん倒どう臭くせぇったらありゃしねえや。あーあーおーおー。人数だけ揃そろえやがってこの馬鹿共がよぉ」

　気だるげに呟つぶやく男──写しや楽らく影えい次じ郎ろうは、周囲に倒れる十名程ほどの男達の中心に立ちながら呟いた。

　そんな異常な風景の中に、少女の無む邪じや気きな声が響ひびき渡る。

「師し匠しよう、大だい丈じよう夫ぶ？　怪け我がとかない？」

「ねえよ。つーか、それ俺の台詞せりふじゃね？」

　呆あきれた声をあげる影次郎に、少女──舞まい流るはニヒヒと笑いながら、師匠に対して問いかける。

「でも、私だけじゃ本当に危なかったよ、この人達、結構強かったもん！」

「ったく、サボって街ぃブラついてたらよ、たまたまお前と、お前の後をノコノコつけてる馬鹿共がいるじゃねえか。ま、運が良かったな」

「そんなこと言って、ホントは見張っててくれたんでしょ？　私が今け朝さ、『ここ何日か、へんな奴やつらに見張られてるかも』なんて話したから！　師匠ってそういうところ奥ゆかしいよね！　どうもありがとう師匠！　実はロリコンなんじゃないの!?」

「まて、最後おかしいだろ！　繫つながってねえだろ、それまでのありがとうって言葉と！」




　そんな会話を続ける二人を、遠くから眺ながめる男が一人。

　直接襲おそった面子メンツとは別口の──『ヘヴンスレイヴ』売人グループの一人だ。

　手にはボウガンが握にぎられており、照準はまっすぐ影次郎の身体へと絞しぼられていた。

　──マジかよ、女の足でも撃うって、楽に搔かっ攫さらう計画がよ……。

　──とりあえず人通りもねえし、男を先に排はい除じよしとくか。

　計画を諦あきらめるという考えは微み塵じんもないようで、彼らを襲おそった謎なぞの集団のせいにして少女を攫さらうのが一番手っ取り早いと考えた。

　当たり所が悪ければ確実に命を奪うばうであろう改造ボウガンだったが、それまでの男の喧けん嘩かっぷりを見ていたせいか、微塵の躊躇ためらいもなく撃うち放つ。

　だが──




「大体舞まい流るはなぁ……っとぉ！」

　唐とう突とつに声をあげ、背後に身体からだを捻ひねる影えい次じ郎ろう。

　ガッ、と、何か衝しよう突とつ音のような物が同時に路地裏に響ひびき渡る。

　彼の右足は大地から頭上まで蹴けり上げられており──少し遅れて、空から回転する棒ぼう状じようの物体が落ちてきた。

　それをパシリと右手で受け取り、ボウガンの矢である事を確認する。

「……」

　無言のまま、足元に落ちている石を拾ひろい上げ──

　路地から出た所にある、公園の茂みに向かって投げつけた。

　砲ほう弾だんのような勢いで飛ぶ石は、真まっ直すぐに茂みへと吸い込まれ──

「ぼっ」

　という低い叫びが聞こえた後、何かが倒れる音がする。

　相手に直ちよく撃げきした事を確認すると、影次郎は気だるげに首を回し、ゴキゴキと音をさせながら呟つぶやいた。

「ったく、不ふ意い打うちするなら、もっと遠くから狙そ撃げきすっか、寝込みに家に火でも点つけやがれって話だよ。なあ？」

「ていうか、凄すごい勢いで石投げたけど、当たりどころ悪かったら死ぬんじゃない？」

　茂みの方に目を向ける舞流に、影次郎は静かに告げる。

「……俺おれさ、思うんだけどよ。格かく闘とう家は行ぎよう住じゆう坐ざ臥が武ぶ人じんであるべきだから、不意打ちは卑ひ怯きようじゃないっつーけどよ……。逆に言うなら、格闘家相手に路上で不意打ちした奴やつは、殺されても文句言えねえって話じゃね？　試合じゃねえんだからよ？」

「警察がその意見に納なつ得とくしてくれるといいね」

　ニコやかな笑顔で言う舞流の言葉に、影次郎はブツブツと文句を言いながら茂みの方へと歩いていった。

　一方、舞流も舞流で、急に真ま面じ目めな面おも持もちとなって携帯電話を取り出した。

　彼女は姉あねを迎えにいく途と中ちゆうだったのだが、姉も自分と同じように襲われているのではないかと心配になったのだ。

　だが、九く瑠る璃りはすぐに携帯に出て、とりあえず舞流を安あん堵どさせた。

　そして、舞まい流るは危ないから人通りの多い場所で待つようにと告げたのだが──

　返ってきたのは、意外な答えだった。

『安大丈夫……既もう……了終わつたから……』

「え？　終わったってどういう事？　クル姉ねえ？」




『……怪首無しライダーさんが……我私を……助守つてくれたの……』





♂♀






「……謝ありがとう……々ございました……」

　電話を切った後、九く瑠る璃りは改めて目の前にいる『存在』に頭を下げた。

　消え入るような彼女の声に、セルティは優しい手つきでＰＤＡに文字を打ち込んだ。

『御礼なら、君のお兄にいさんに言うといい』

「……兄兄さんに……？」

『ああ、もう一人の妹が道場にいる間、君の方を守っていてくれって、頼まれたんだ』

　そう言うセルティの傍そばには──数人の男達が倒れていた。

　顔には防護ゴーグルとマスクのようなものを付けており、顔だけ見れば、サバイバルゲームでもやりにきたかのような格好だ。

　恐らくは、彼女が防犯スプレーなどを使うという情報を知っての事なのだろうが──不思議だったのは、別のグループと思しき男達も途と中ちゆうから襲おそいかかって来たという事だ。もっとも、そちらはすぐに逃げ出してしまったのだが。

　とりあえず安全を確保したと判断し、セルティは胸をなで下ろしながら心しん中ちゆうで呟つぶやいた。




　──しかし、肝かん心じんの臨いざ也や本人は、どこで何をやってるんだ？
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暗い場所で




『いやあ、本当に気持ちが良いよ。おろおろしてる君達の様子を電話越しに楽しむのはさ』

　電話口から聞こえる声に、四し十じ万まは更さらに強く歯は軋ぎしりをした後、平静を装いながら口を開く。

「何が望みだ？」

『何が望みかって？　そうだね、とりあえず……そこにいるミミズちゃん？　アンフィスバエナの女の子、電話をほっぽり出しちゃってるみたいだからさ、ちゃんと持たせてくれないかな？　じゃないと話が進まないよ』

　その言葉を聞き、四し十じ万まは心しん中ちゆうで舌した打うちしながら、必死に麻あさ袋ぶくろを破こうとしている女に近づいた。

「……携帯に出ろとさ」

「何よ……話す事なんて……ああ、もう！」

　彼女も己の中で様々な混乱と戦っているのだろう。左手で麻袋の結び目を解こうとしながら、右手で再び電話を持った。

『やあ、息づかいが聞こえてきたよ？　電話に出てくれたのかな？』

「……ちょっと……こいつは一体誰なのよ！」

　もはや先刻までの余よ裕ゆうなど無く、焦しよう燥そうに満ちた声で問い叫ぶミミズ。

　そんな彼女に対し、電話の相手は楽しそうに告げた。

『それじゃあ、ここでクイズの時間でーす』

「は？」

「巫ふ山ざ戯けてるのか？」

『第一問。【アンフィスバエナ】オーナーのトカゲさんと、【ヘヴンスレイヴ】の雲くも井いさんの共通点はなんでしょうか？』

　刹せつ那な、ミミズと四十万、二人の心が急激に動きを止めた。

　恐らくは、冷水をいきなり浴びせかけられた時の気分に近いだろう。

　二人にとって、それほどの冷たい怖おぞ気けが、今の問題文に含まれていたのだ。

「なんで……オーナーの渾あだ名ながトカゲだって……」

　ミミズの呟つぶやきを無視し、電話の向こう側でショーの司会者が笑う。

『ブブー、はい、時間切れでーす。正解は、「左右対称、両目の下に泣きぼくろがある」でした！　続いて第二問！』

「なんで……なんであなた、オーナーの顔……知って……知ってるのよ！」

「……」

　叫ぶミミズとは対称的に、四十万は無言のまま顔を青くしている。

　何を話しているのか解わからないのだろう、周囲の人間達は、ミミズの部下も四十万の部下も、等しく混乱した表情で様子を窺うかがっている状態だ。

『さて、その部屋にいる麻袋の男。その袋の下にある顔にはぁ……泣きぼくろはあるのでしょうか、無いのでしょうか……？』

「えっ……？」

「……っ！」

『ついでに第三問です！　さてさて、果たして、その中にいるのは、トカゲさんと雲井さん、果たしてどちらなのでしょうかぁ……？』

　ここで、二人の思考が一いつ瞬しゆんだけ完全に停止した。

　ミミズは、電話の言葉の意味を理解したくないという思い。

　一方の四し十じ万まは、別の『恐きよう怖ふ』によって思考を支配されていた。

　──噓うそだろう……？

　──折おり原はら臨いざ也や……。まさか、本当に、雲くも井いさんを……？

　──だとしたら、だとしたら不ま味ずい事になる。

　思考停止から回復し、その反動でいくつかの懸け念ねんを頭に抱いだいた四十万は、即座に行動に移る事にした。

「噓……噓だ！　オーナーの、オーナーの筈はず、噓だぁぁぁ！」

　自分が麻あさ袋ぶくろの男に対して行ってきた事を思い出したのか、ミミズは頭を抱かかえながらその場にしゃがみ込んでいる。

　四十万はそんな彼女と麻袋の男の間に割り込み、平静を装った顔で淡たん々たんと呟つぶやいた。

「らちが明かない。結び目を切るよ」

　そして、懐ふところから出した小こ振ぶりのナイフを手に、ゆっくりと、ゆっくりと男の首筋にその刃は物ものを近づけていく。

　だが──




　ナイフを握にぎる彼の腕うでが、麻袋を被っていた男自身の手によって、あっさりと摑つかみ止められた。




「え……？」

「なっ……」

　後ろ手に縛しばられていた筈はずの男の両腕が、いつの間にか自由になっているではないか。

　そして──左手で四十万の腕を止め、右手には、どこから取り出したのか、彼自身のナイフを握にぎり込んでいる。

「今……何をしようとしたのかな？」

　四十万を押さえたまま、ゆっくりとナイフを自分の首筋にあてがい、首と袋の間に差し込んだ。

　プツ、ブツ、という音が数回響ひびき、袋の端はしごと結び目が弾はじけ飛ぶ。

　男はそのままナイフを折り畳たたみ、灯油に濡ぬれた麻袋をゆっくりと引き剝はがした。




　現れたのは──笑顔。




　他者を見下す笑みとも、友愛の笑みとも、愉ゆ楽らくの笑みとも違う──不ぶ気き味みとも心地好いとも言えない、感情を読み取らせない為ために浮かべたとすら思える笑顔が、麻袋の下から現れたのだ。

「やあ」

　笑顔が、言葉を吐はいた。

　いや、ミミズと四し十じ万まは、それが『笑顔』という物体などではなく、別の名前を持っている事を知っている。

　知っているからこそ、彼らの心は混こん沌とんを通り越し、完全な闇やみへ足を引きずり込まれ始めた。

「初めまして、って言うべきかな？」

「折おり原はら……」「臨いざ也や……？」

　ミミズと四十万が、順を追う形でその名を告げた。

　目の前にいるのは、写真などで見た『折原臨也』に他ほかならない。

　ならば、今、電話に出ているのは？

　そもそも、何な故ぜここに？

　どうして笑っている？

　謎なぞ、謎、謎。

　理解できない事象が連続して襲おそいかかり、遅れてこの場に現れた四十万はともかく、ミミズは泣きそうな顔になりながら『オーナー……助けて？』と呟つぶやいている。
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「やれやれ、灯油をかけられるとは思わなかったな。ああ、ちなみに、シンナーと違ってすぐにラリったりする事はないよ」

「え？」

「あと、そうだ、色々と答えておかないとねえ。まずは、人間が自分本位か、他人を優先する生き物か……って話だけど、月並みに『人それぞれ』って答えておくよ。個別のケースごとに答えが違うから楽しいのさ。人間の本性は善か悪か。理性と欲望のどちらが勝つか？　最後に残るのは希望か絶望か？　人間は、そういう答えが出ないからこそ面白いんじゃないか」

　先刻、ミミズが独り言ごとのような形で一方的にまくし立てた問いに対し、折おり原はら臨いざ也やは独特の笑みを浮かべたまま答えを返していく。

「そうそう、水の致死量は大体10リットルから30リットルって所だよ。体重とかによって差はあるから、九く瑠る璃りや舞まい流るぐらいの体格なら10リットル以下でも危あぶないかもしれないね」

「……」

「写しや楽らく美み影かげちゃんと俺おれの関係の事だけど、まあ、俺からすれば昔の取り巻きの一人ってとこかな。美影ちゃんが俺をどう思ってたかについては、本人にでも聞いてよ。昔、ちょっとした事件に巻き込んじゃって、彼女は高校を辞やめるハメになったから……まあ、もしかしたらずっと俺の事を恨うらんでるかもね」

「……」

　麻あさ袋ぶくろを外した瞬しゆん間かんから、ミミズと臨也の立場がまるで逆になっていた。

　一方的に喋しやべり続ける青年と何も喋れなくなった女。

　臨也の口から吐はき出される言葉は、目の前の男が確かに先刻までの麻袋の人物であるという事を証明している。

「……あ、え？　情報屋、さん？」

「おや、やっと口を開いたかい？　いやあ、君の拷ごう問もんはなかなか面白いね。爪つめぐらい全部剝はがされる覚かく悟ごはしてたんだけど、本当に肉体は痛めつけないんだねえ」

「……う、あ」

「どうだった？　悲鳴じゃなくて申し訳無いけれど、俺の声は君の想像通りだったかな？　君は麻袋の下の俺の顔を想像して楽しんでたみたいだけど、俺は、想像じゃなくて、目の前にある現実、結果……例えば、今の君の呆ほうけた顔なんかを楽しむ方が好きかな。あ、好きっていっても、君個人の事を愛してるとかそういうわけじゃないから。ここポイントだよ」

　そして、ミミズは気付く。

　電話から聞こえてきた声と、目の前の男の声が、明らかに異なっているという事に。

「え、あ、じゃあ……この電話……誰？」

　携帯電話と臨也を交互に見つめながら呟つぶやくミミズ。

　すると、それを聞いた通話相手の声が──それまでとは明らかに一線を画す、下げ卑びた色を含んだ声で笑い出した。

『ハハっ……ハハハハハ！　なんだよ、もうバラしちまったのかよ糞くそ野や郎ろう！　まあいいさ！　第四問でえす！　俺おれは一体、誰なんでしょう……かぁ？』

　同時に、バーの入口の扉とびらが開かれ──携帯電話を耳につけた男が現れる。

　顔の右半分に火傷やけどを負った男で、サングラスの下に鋭い眼光を光らせていた。

　そして、その後ろから、骨をデザインしたライダースジャケットを纏まとった男達が数人現れ、それなりに広いバーの中を更さらに混雑させていく。

　最後に一人、ザンギリ髪がみの筋肉質な女性が入ってきたが、既すでにミミズにとってはどうでも良い事だった。

「何……なんなの……？　こいつ……ら……」

　四し十じ万まの仲間達も、気け圧おされるようにバーの一角に集まり、広い空間の中に奇き妙みような三さん竦すくみ状態が生まれつつある。

　だが、それは正式な三竦みというには、あまりにも均きん衡こうが取れていないものだった。臨いざ也やを中心とした第三勢力に対し、残る『アンフィスバエナ』と『ヘヴンスレイヴ』は、明らかに気後れしていると言っていい。

　どう指示を出すべきか？

　迷っている四十万とミミズとは対照的に、臨いざ也やはさして状況の変化を気にする事もなく、先刻の話の続きを口にした。

「ええと、あとは何を聞かれたっけか……。そうそう！　俺の体重と身長についてだけどさぁ、保険会社の情報がそんなに簡単に手に入るわけないだろう？　九つ十く九も屋やならともかくね。まあ、あいつは君に依頼された所で、簡単に引き受けるとは思えないけどさ」

「……」

「あの数字はね、俺が自分の身長と体重を教えただけだよ。これでも健康には気を遣つかっていてね。シャワーの後には体重計に乗る事にしてるんだ」

「……へ？」

　もうやめて。

　ミミズはそう叫びたかったが、混乱した脳味み噌そは舌したを回す事も大きく息を吸い込む事もできなかった。

「俺が、教えた、て、え、何？　は？」

　夢うつつであるかのように、彼女は寝言さながらの調子で問う。

　臨也はクスクスと嗤わらいながら、逆に彼女に尋たずねかけた。

「君の雇やとってた、名前も顔も知られてない凄すご腕うでの情報屋Ｂさんってさ……もしかして、『クロム』ってハンドルネームじゃないかな？」

「なん、で、それ」

「何でもなにも、それ、俺だもの」

「……。……？　……は？」

　完全に硬こう直ちよくしたミミズの頰ほおに手を添え、ゆっくりと、子犬に言い聞かせるように語る臨いざ也や。

「実はね、粟あわ楠くす会から依頼が来る前から、君達の事は少し知ってたんだ。俺おれが別名義でやってる、ネット上の情報屋に接せつ触しよくしてきたからね」

「噓うそ……」

「噓じゃないさ？　いやあ、粟楠会から依頼を受けて仕事してたら、君から依頼が来て笑ったよ。『折おり原はら臨いざ也やについての情報が欲しい』なんて、俺、久々にお腹なかを抱かかえて大爆ばく笑しようしたんだ。春に刺さされた傷口が開くかと思ったよ」

　脇腹の辺りをさすった後、臨也は、そこで己の笑みに違う色を加える。

　何かを企たくらんでいると思しき、詐さ欺ぎ師しのようなあくどい色を。

「で、君と取引してて、気付いた事があるんだけどさぁ」

「やめ……て……」

「君達の『オーナー』、最近全く君達に連絡を取ってないみたいじゃない？　もしかして、もう、とっくに君は捨てられ……」

「やめろぉっ！」

　ミミズの怒ど声せいに、僅わずかにざわめいていた店内が一いつ瞬しゆんで鎮しずまり返る。

「ころ……して」

「おや」

「早く！　誰でもいいから！　この男を殺して私の前から消して！」

　バーの奥にいる仲間達に、ヒステリックな叫びを叩たたきつけるミミズ。

　それを契機と見計らったのか、四し十じ万まも仲間達に眼めで合図を送る。

　四十万は臨也の仲間らしいザンギリ髪がみの女を顎あごで示し、『あの女を人ひと質じちに取れ』と無言のまま指示を出したのだ。

　そして、そんな四十万の意図を完かん璧ぺきにくみ取り、五人ほどの男達が勢い良く女に駆かけ寄ったのだが──




　バギュ




　と、ダンボール箱を勢い良く踏み潰つぶした時のような音が店内に響ひびき渡る。

「……不ふ意い打うちにすらなってないよ。あんたら」

　つまらなそうな顔をして、ザンギリ髪の女──写しや楽らく美み影かげが呟つぶやいた。

　最初に彼女の襟えりを摑つかんで引き寄せようとした男の鼻を、回転しながらの肘ひじ鉄てつで思い切り折り潰したのだ。

「はぁぁ!?」

　潰れた鼻から血を噴ふき出して倒れる仲間の姿に、続いていた男達が露ろ骨こつに怯ひるむ。

　そして、次の瞬しゆん間かん──そのうちの一人のこめかみに、美み影かげの爪つま先さきが勢いよく突つき込まれた。

　片足を軸じくにしたハイキック。しかも、爪先部分に鉄の入った安全靴ぐつによる一いち撃げきが、悲鳴を出させる暇ひまもなく男を昏こん倒とうさせた。

　更さらに、そのまま浮かせた足を降ろす事なく、そのままの体勢で膝ひざを折り曲げる。

　絶ぜつ妙みようなバランスで片足立ちしたまま、彼女は別の男の喉のど元もとに、浮かせていた足の爪先を突き刺さした。

　本当に肉を貫いたわけではないが、ゴブ、と音が響ひびき、男の口と鼻から空気が漏もれ出した。そのまま目をぐるりと半回転させ、重力に身を任せる形で地面に勢い良く崩くずれ落ちる。

「……」

　無言のまま足を降ろすと、彼女は残る『ヘヴンスレイヴ』の売人達を睨にらみ付け、挑ちよう発はつするように手招きした。

　彼女から少し離れた所に立っている『屍龍ドラゴンゾンビ』の面々は、手助けする必要などないと解わかっているのか、思い思いの表情で美影と売人達の様子を眺ながめ続けている。




「なんだ、あの女は……」

　乱闘を続ける美影に対する四し十じ万まの呟つぶやきに、臨いざ也やが肩かたを竦すくめつつ答えた。

「あれが、さっきちょっと話に出た美影ちゃんだよ。さて、じゃあ、話の続きにうつ……」

　何か言いかけた瞬間──ガシャン、と、臨也の背後でガラスの割れる音がした。

　振り返ると、そこには両手に割れたビンを一本ずつ持つミミズの姿があり、狂気に満ちた目で臨也の事を睨にらみ付けていた。

「なんなの……あんた……何で、こんな巫ふ山ざ戯けた真ま似ね……！　わざわざ、捕まったフリしてこんな所に……なんで……っ！」

「さっきまでのわざとらしい猫ねこなで声より、今の方が自然で素す敵てきだね」

「質問に答えて！」

「そうだね。大体、そこにいる四十万君と似たような目的って言ったらいいかな」

　突然自分の名前を出され、ビクリと身体からだを震ふるわせる四十万。

　だが、そんな彼の動向は無視し、臨也はカウンターにヒョイと腰こし掛かけ、淡たん々たんと語り続ける。

「粟あわ楠くす会にこの場所を連れん絡らくして潰つぶして貰もらう、ってのもいいんだけどさ。君達みたいな若い子が、粟楠会の人達に好き勝手されちゃうのって可哀かわい相そうじゃない？　だから、闇やみカジノの営業を諦あきらめるように説得に来た……って感じかな。そう、俺は君達の敵じゃないんだ」

「……？」

「まあ、後は、人間観察かな。あの麻あさ袋ぶくろ、結構中から外が見えるんだよ。君みたいに、調子に乗った可愛かわいい拷ごう問もん師しの顔を眺ながめる機会なんて、滅めつ多たにないと思ってね。まあ、指の骨とか爪つめぐらいまでならいいかと思って、わざと捕まってみたんだよ。それだけの事さ」

　あまりにもあっさりと言い放つ臨いざ也やに、ミミズはギリ、と顔を歪ゆがませ、手にビンを構えたまま、背後の仲間達に叫ぶ。

「お前ら、何してるのさ！　早くこいつを……」

　しかし、声の勢いが途と中ちゆうで失われていく。

「こいつ……を……？」

　背後にいる仲間達の姿をハッキリと見て、彼女はついに口を閉ざしてしまった。

「？」

　訳が分からず、四し十じ万まもミミズの視線を追って『アンフィスバエナ』のメンバー達に目を向け──ミミズと同様に、その全身を強こわばらせた。

　そんな二人を前に、カウンターのテーブル上に座ったまま両足をパタつかせる臨也。

「どうして俺おれがここに無傷でこれたか、解わかる？　一発も殴なぐられずにさ。で、どうしてすぐに縄なわ抜ぬけできる結び方をされてたかをさ」

「……なに、コレ」

「解らないだろうなあ。っていうか、教えても納なつ得とくしては貰もらえないだろうね」

　笑う臨也は、ゆっくりと自分も店の奥に目を向け、確認する。

『アンフィスバエナ』のメンバーの眼球の白目部分が、全すべて赤い紅あかい血の色に染め上げられているという事実を。そして、赤い眼めをした者達が皆、薄うす笑わらいを浮かべながら、何もせず棒ぼう立だちを続けているという事実を。

「本当は、ゆっくり時間をかけて、素すで君の部下を裏切らせても良かったんだけどさ、何しろ、『ヘヴンスレイヴ』の件もあったから時間がなくてね。ちょっと反則技を使わせて貰ったよ。まあ、それを言ったら、黒バイクも反則って言えるだろうけどね」

　黒バイクという単語を聞いて、四十万は気付く。

　──まさか。

　──ノートパソコンを盗ぬすませたのは、わざと……か？

　──俺達を……いや、俺をここに誘おびき寄せる為ために？

　しかし、そうした疑問は、目の前の『赤い眼』の集団の前に消え失うせる。

　それが人知を超えた現象であるという考えに到らぬ四十万は、何かクスリの影響ではないかと予想した。

　ミミズも同じような結論に達したようで、ビンを強く握にぎり直し、臨也に勢い良く振り返る。

「折おり原はら臨也……あんた、私の部下に何をしたの……？」

「言ったろ？　納得して貰えないような事さ」

　淡たん々たんとした答え。

　殺す理由はそれで充分だとばかりに、ミミズが勢い良く床ゆかを蹴けった。

　爆ばく発はつ的な推進力。

　跳ちよう躍やくの速度は四し十じ万ま達の予想の範はん疇ちゆうを超えており、店の入口付近で戦っていた美み影かげが、一いつ瞬しゆんだけ足を止めて『へえ……』と感かん嘆たんの声をあげる程だ。

　単なる拷ごう問もん係の女ではないという事を示すかの如ごとく、跳躍の勢いを全く殺さぬまま、右手に握にぎる凶きよう器きを思い切り臨いざ也やの喉のど元もとめがけて突つきだした。

　手首による捻ひねりが加えられており、直ちよく撃げきすれば、割れた瓶ビンの断面は容よう赦しやなく臨也の頸けい動どう脈みやくを抉えぐり斬きる事だろう。

　しかし、臨也はそれを紙かみ一ひと重えで躱かわし、そのままカウンターの裏へと転がり込む。

　ミミズは躊躇ためらいなく後を追い、カウンターの奥に飛び込んだのだが、そこには既すでに臨也の姿はない。

「何ど処こに行った！」

　彼女の叫びに答えるように、いつの間にかカウンターの外側に出ていた臨也が、困ったように肩かたを竦すくめ、あっさりとした口く調ちようで呟つぶやいた。

「しかし困ったなあ。俺おれに女の子を殴なぐる趣味はないんだ」

「笑えるね、折おり原はら臨也！　この期ごに及んでフェミニスト気取り……？　じゃあ、一方的にぶっ殺しても文句はないって事だよねえ！」

「こういうケースでフェミニストって単語は当てはまらないと思うよ？　まあ、殺されるのも御ご免めんではあるけどね」

　クツクツと笑う臨也に、ミミズは再び飛びかかろうと、常人離れした脚力でカウンターに飛び乗ったのだが──

「だから、友達に任せる事にするよ」

　臨也がそう呟いた瞬しゆん間かん、彼女の膝ひざに衝しよう撃げきが走った。

「っっ……っっ!?」

　身体からだの中で何かが割れた。

　そう感じた瞬間、膝から先の感覚が無くなり、カウンターの上に倒れ込んでしまう。

「～～～～～っ！　っっっっっ！」

　膝から全身に放たれる激痛で、声をあげる事は疎おろか、呼吸すらままならない。

　両手から瓶を取り落とし、床ゆかに落ちると同時に派は手でな音を出して砕くだけ散った。

　一体何が起こったのか。痛みの衝撃に耐えつつ、必死に脳味み噌そを働かせるミミズ。

　しかし、答えは彼女の脳内ではなく、彼女の視覚と聴覚からもたらされた。

「お前……さっき、クイズ０点だったよなぁ？」

　見ると、カウンターの前に肘ひじをつき、倒れる自分を眺ながめる一人の男の姿があった。

　声には聞き覚えがある。先刻、臨也を名乗って電話してきた男の声だ。

「というわけでぇ、可愛かわいいお嬢じようちゃんに、楽しい楽しい罰ばつゲームの始まりでぇす」

「うぁ……がっ……てめっ……」

　もはや女性らしい言葉使いすら失い、ミミズは痛みに耐えながら男を睨にらみ付けた。

　すると、それに合わせるかのように──顔の右側に火傷やけどを負ったサングラスの男は、手にしていた硬こう質しつゴムのハンマーを容よう赦しやなく女の指先に振り下ろした。

「─────────っっっっ！」

　奇くしくも、彼女が指を叩たたき潰つぶされた場所は──以前、自分達に敵てき対たいしていた者の指をミミズの手で叩き潰した場所だった。

　古い血の染みの上に、自分の血が流れ込む。

　絶叫をあげる彼女の口に、サングラスの男──泉いずみ井い蘭らんは、何か布のようなものをねじ込んだ。

「むぐぉぉ！」

　そして、ミミズはその布がなんなのか、即座に理解する事ができた。

　舌したに当たるざらついた感かん触しよくと、鼻につく灯油の匂においが──その布が、先ほどまで臨いざ也やの頭に被かぶせられていた麻あさ袋ぶくろだと告げていた。

「ハッピーぃぃぃぃバぁぁースデぇぇーー」

　泉井はそう呟つぶやきながらライターを取り出し──やはり、やはり何の躊躇ためらいもなく、ミミズの口にねじ込んだ布に火を点つけた。




　数十秒後──

　泉井の足元には、全身が傷だらけとなったミミズの身体からだが転がっていた。

　口にねじ込まれた麻袋に点ついた火を消そうと、カウンターから床ゆかまで転がり落ちた結果──火はなんとか消えたものの、床ゆかに散らばっていた瓶ビンの破片で無数の傷を負うハメになった。

　更さらに言うなら──無事だった方の膝ひざも、泉井の持っていたハンマーで砕くだかれて、今は痛みで完全に意識を失っている状態だった。

「ははっ、なんかよぉ……昔を思い出すぜ。なあおい」

　狂的な笑みを浮かべ、ミミズの身体を足でゴロリと仰あお向むけにする泉井。

「良く見りゃ、わりといい女じゃねえかよ」

　そして、周囲に大勢の人間がいるにも関わらず、女の服に手をかけ──────

「やめな、泉井」

　横から浴びせ掛けられた美み影かげの声に、泉井はその手をピタリと止める。

「なんだよ。何で止める？　こいつは何人もいたぶってきた悪党なんだろ？」

「ああ、だから、そのまま顔面をトンカチで殴なぐり潰そうが、焼き殺そうが、文句は言わないよ」

　さらりととんでもない事を言った後、美影は表情一つ変えずに言葉の続きを吐はき出した。

「だけど、そいつを女として襲おそう……って言うなら、アタシがあんたを殺すよ、泉井」

　すると泉井は、露ろ骨こつに舌した打うちをしながらも、ミミズの服に伸ばしていた手を素直に下げる。

「テメエに指さし図ずされる覚えはねえ……が、ここは一つ貸しにしとくか。代わりに、今度テメエが俺おれの相手してくれんだろうな？　ええ？」

「アタシを押し倒せるつもりなら、やってみな」

　殺気を含んだ美み影かげの言葉に、泉いずみ井いは再度舌した打うちをし、ヘラヘラと笑いながら部屋の外に出て行った。
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　──……。

　成り行きを呆ぼう然ぜんと見守っていた四し十じ万まは、危険人物の一人が外に出た事に安あん堵どする。

　しかし、同時に、その光景はひとつの事実を四十万に伝えていた。

　美影に襲おそいかかっていた『ヘヴンスレイヴ』の仲間達は、既すでに全滅しているのだという事を。

　──なんだ、これ。

　──僕ぼくの前で……何が起こってるんだ……？

　そんな彼にも、ただひとつだけハッキリと解わかる事があった。

　このバーの内部に、現在、動ける状態の味方は一人もいないという事に。

　そんな彼に、折おり原はら臨いざ也やはゆっくりと近づき、耳元で囁ささやいた。

「やあ、やっとまともに話ができる状態になったかな？」

「……」

「さっきさぁ……君、麻袋を被ってた俺を刺そうとしたよね？」

「……！」

　臨いざ也やの言葉に、四し十じ万まはビクリと身体からだを震ふるわせ、思わず背後を振り返った。

　仲間達は美み影かげにやられて気絶しているか、立ち上がれずに床ゆかで呻うめいてる者ばかりだ。恐らく、臨也の囁ささやき声が聞こえているという事はないだろう。

「大だい丈じよう夫ぶだよ。君の仲間にそれをバラすつもりもない。しかし、君も大だい胆たんだねぇ。麻あさ袋ぶくろの下にいるのが雲くも井いさんだったら、そのまま刺さし殺そうとするなんて、簡単に決意できる事じゃない」

「……」

「どうやら、君と雲井さんの関係は、推測した通りみたいだ」

　満足げに頷うなずく臨也に、四十万は手の平の汗あせを握にぎりしめながら問いかけた。

「僕ぼくを……その、どうする気ですか」

　青年の至し極ごく単純な疑問に対し、臨也はミミズの方にもチラリと目を向け、答える。

「もしよければ、君達も粟あわ楠くす会に狙ねらわれるような真ま似ねから足を洗って、身を委ゆだねるといいよ。ダラーズにね。俺おれが仲ちゆう介かいするよ」




「ダラーズの情報網があれば……もしかしたら、『アンフィスバエナ』のオーナーや……雲井さんの今の消息が解るかもしれないよ？」





♂♀






「うまい事、権力者の孫を仲間に引き入れたのね」

　バーの外に出た臨也に、入口横に立っていた女が声をかけてきた。

「別に、権力者目当てなわけじゃないさ。粟楠会の依頼に、たまたまついてきたオマケだよ」

　臨也の答えに、長い髪かみの女──贄にえ川かわ春はる奈なは、小さく嗤わらいながら言葉を続ける。

「で、私はこの後、何をすればいいのかしら？」

「どうも、ミミズって子の方は、俺の説得を受け入れてくれそうに無いからね。君が説得してくれないかな？」

　何な故ぜか首に包ほう帯たいを巻いている春奈は、目を爛らん々らんと輝かせながら、笑う、笑う、笑う。

「ねえ、本当に、貴方あなたの言う通りにしてたら、隆たか志しに会わせてくれるの？」

「会えるかどうかは君次第さ。俺はただ、情報を教えるだけだよ」

「ふうん……」

　次の瞬しゆん間かん、二人の間に鋭い金属音が鳴り響ひびく。

　春奈が突きだしたナイフを、臨也が自前のナイフで受け捌さばいたのだ。

「……残念。貴方を操あやつれば、すぐに解わかると思ったのに。隆志の居場所」

「俺おれは人間が好きだからね。人間以外の化ばけ物ものの力に好き勝手されるのは御ご免めん被こうむるよ」

「その化物の力を利用してる奴やつが、よく言うわね」

　ストレートな春はる奈なの物言いに、臨いざ也やは肩かたを竦すくめながら呟つぶやいた。

「確かに、半分は不本意かな。でも、もう、散々デュラハンっていう化物に世話になってるからね。その辺は割り切る事にしたよ。君の力は極力使わない事にするけれど、今回は、使わないと色々と厄やつ介かいな事になりそうだったからね」

　そして、臨也は少し間を置いた後、春奈に対して一つだけ告げる。

「それにね、君の事は人間として尊敬しているんだよ。君は、罪さい歌かを完全に受け入れて人間をやめてしまった園その原はら杏あん里りとは違う。自力で罪歌を克こく服ふくし、人間として罪歌を逆に支配したんだ」

「あの泥どろ棒ぼう猫ねこに比べたら、私の罪歌は弱い力に過ぎないわ」

　首を軽く横に傾け、ユラリと笑う春奈。

「それと……自力じゃないわ。隆たか志しへの愛の力よ」

　臨也はそんな彼女を見て自らも笑い、軽く手を振りながら背を向ける。

「安心していいよ。罪歌の力は園原杏里より弱いかもしれないけれど、その分、君は強い」




「なんせ、二度も罪歌の支配に打ち勝ったんだからね」
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数日後　都内某ぼう所しよ　高級車内




「……というわけで、『アンフィスバエナ』のメンバーは、既すでに活動を停止しているみたいでした。トカゲと名乗るオーナーは、俺が調べ始めた時点でとっくに姿を消していますね。遠くに逃げたんでしょう。粟あわ楠くすさんがミカジメを取ってる賭と場ばにも、すぐに客が戻ると思いますよ」

　後部座席の左側で、いけしゃあしゃあと語る臨いざ也やに対し、横に座る四し木きがいつも通りの口く調ちようで呟いた。

「……その、リーダー以外の人間についての所在は解らないんですか？」

「一応調べましたけれど、大半は一般人ですよ。話を聞いても何も出てこないと思いますし、もう活動が無い以上は、無理に締め上げる必要もないんじゃないですか？」

「それは、我々が判断する事です……が、まあいいでしょう。もしもまた活動があった時、その名めい簿ぼはタダで渡して貰もらいますよ」

「それはどうも。ま、結局リーダーの所在は摑つかめなかったんで、追加報ほう酬しゆうは要いりませんよ。前金だけで充分です」

　残念そうに肩かたを竦すくめる臨いざ也やに、四し木きは一つ問いかけた。

「……ところで、例の大学生の売人グループ……一昨日おとといぐらいから、急に『市場』から姿を消したんですが、何か心当たりはありませんかねぇ？」

「さあ？　それこそ、『アンフィスバエナ』の残党と潰つぶし合いでもしたんじゃないですか？」

　楽しそうに言う臨也に、四木は小さく笑い──声に己の感情を乗せて呟つぶやいた。

「情報屋……世の中が、いつもお前の望み通りに回ると思うなよ？」

　笑顔で紡つむがれた言葉だが、臓ぞう腑ふを抉えぐるかのように重く鋭い言葉だった。

　しかし、臨也はその言葉を正面から受けた上で、更さらに自分の答えを返す。

「やだなあ、望み通りに回らないから、世界は面白いんじゃないですか」

　四木は視線だけを臨也に向け、両手の指を絡からませながら問いかける。

「俺おれ達が何も分かって無いとは、流石さすがに思ってないよな？」

「……」

　沈ちん黙もくで答える臨也に、四木はあえてそれ以上追及しようとはしなかった。

「さて、商談に戻りますが……あ、そうそう。うちの赤あか林ばやしが、貴方あなたに話があるそうです。都つ合ごうの良いときに彼に連れん絡らくを入れて頂ければ幸いです」

　唐とう突とつに仕事モードに戻る四木に、臨也は表情を変えずに答えた。

「ええ、すぐに連絡をしますよ」

　そして、僅わずかに微笑ほほえんだ後、皮肉げに笑いながら呟いた。

「私は、多くの皆さんに存分に利用される事を生なり業わいとしていますから」




「それが、情報屋としての……いえ、折おり原はら臨也としての、私の幸福ですよ」
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　──やあ、奈な倉くら君、お疲れ様。

「……」

　──無線で聞いてたけど、名演技だったねえ。相変わらず、君は噓うそが上う手まいなあ。

「あなたに、散々やらされてきましたから」

　──それにしても『あいつが普通じゃないってのは一発で解わかる』かあ。アドリブにしては、面白い事を言ったもんだ。

「何か問題でもありましたか？」

　──いやいや、問題なんてないよ！　ただ、本当に俺おれの事を『普通じゃない』って気付いてたら、俺に完全に名前を奪うばわれる事も、こんな小こ芝しば居いする事も無かったろうにね。って思ったら、なんかもうおかしくってさ。

「マジで勘かん弁べんして下さい。臨いざ也やさん。あの鯨くじら木ぎって女、絶対保険会社の人間じゃないでしょ!?ヤクザとか、そっち関係に巻き込むのだけはマジでマジで許して下さい！」

　──おやおや、観察眼は一人前になったみたいだね。確かに保険会社の外交員ってのは噓うそっぱちだよ。彼女の名前が鯨くじら木ぎっていうのは本当だけどね。まあ、ヤクザとも少し違うから安心していいよ。

「ほ、本当ですか」

　──ああ、本当さ。ていうか、感謝して欲しいね。君、もう少しで、粟あわ楠くす会に二重に狙ねらわれる所だったんだぜ？

「……え？」

　──覚えてるかな。高校３年の頃……『アンフィスバエナ』ってグループを、俺と一緒に作った事があったの、覚えてるかい？

「え、ええ……中学の時の……野球賭と博ばくの発展系みたいな奴やつですよね。身元を隠かくして作った」

　──そう、それ。君がトカゲって名乗ってた奴。

「でも、あれ、すぐに潰つぶれた筈はずじゃ……」

　──あの時、メンバーの中にさ、ミミズって渾あだ名なの女の子がいたの、覚えてる？

「いえ、全然」

　──だよね。俺おれも知らなかったぐらいだからさ。本当に下したっ端ぱだったか、あるいは、メンバーに憧あこがれるだけの参加者だったかもしれない。

「そのミミズって子が、どうしたんですか」

　──その子が、『アンフィスバエナ』の名前を受け継ついで、粟楠会の縄なわ張ばりを荒らしてたのさ。あの頃よりも、遙はるかに規模の大きい賭博組織を作ってね。

「……は？」

　──いやあ、面白かったよ。トカゲ……つまり君は何年も前にとっくに姿を消してるのに、君の事を『オーナー』『オーナー』って、凄すごい崇すう拝はいしてた。

「おい、待ってくださいよ、どういう事すかそれ」

　──きっと、彼女の脳味み噌その中では、自分がオーナー……つまり君の恋人だと思い込んで、仲間にもそれを信じさせてたんだろうねえ。オーナーに連れん絡らくできるのは自分だけだっていう風にさ。

「いや、話が全然見えないんすけど！」

　──大だい丈じよう夫ぶ、君は心配しなくていいよ。もう解決した事だから。

「そ、そうですか？」

　──でも本当に傑けつ作さくだったのは……そいつらと敵てき対たいしてたのが……あの、四し十じ万まだよ。

「えっ!?　し、四十万って……。俺おれらが大学卒業してから、実験で合法ドラッグの地下クラブを作った時の……あいつですか？」

　──そう、ボンボンの四十万君。俺は一切顔を出さなかったけど、奈な倉くらは、雲くも井いって名前で互助会創設者みたいな立ち位置だったよね。

「あ、あいつが、何を？」

　──合法じゃなくて、違法のドラッグを作ってたよ。

「……はい？」

　──しかも、全すべては『雲くも井いさん』の指示って事にしてね。

「ちょ！　ちょ、ちょ！　ま！　ちょ！　ちが、噓うそでしょ!?」

　──面白い反応するね。眠ねむいのかい？

「違いますよ！　なんで、なんで俺おれの偽ぎ名めいがそんなとこで!?」

　──四し十じ万ま君、彼は中々の遣やり手だよ。彼は、自分をナンバー２に据すえて、自分が雲井から『架か空くうの制せい裁さい』を受ける事で、メンバーに恐きよう怖ふを植え付けたんだ。雲井という人間に対する恐怖をね。

「……」

　──でも、彼は大したもんだね。本当に、自分の前歯に穴を開けたり、腕うでにダーツの矢で傷を付けたり……。あそこまでいくと、一種の信仰かもしれないな。

「俺、もう厭いやです。勘かん弁べんして下さい！　どうすればいいんですか……助けて下さいよ……！」

　──だから、助けてあげたよ？　四十万君の件についても、もう気にする事はない。

「本当ですか……？」

　──ああ、だから、君は何も心配する事はないんだ。




　──とにかく、これからもよろしく頼むよ。

「……」

　──万が一の時は……新しん羅らにまた顔を変えて貰えばいいさ。現に、両方の泣きぼくろを手術で取ったり、いくつか顔の特徴を弄いじった君の事は……多分、ミミズって子も四十万君も解わからないんじゃないかな？

「俺、どうすれば……どうすればいいんですか！」

　──どうもしなくていいよ。

「……」

　──後悔するなら、過去の自分に文句を言うんだね。それじゃ、また連れん絡らくするよ。

「え、ええ、それじゃあ」

　──バイバイ。




「……」

「……うあ」

「うああああぁぁぁああぁ！　畜ちく生しよう畜生畜生ァァァアアァっ！」

「なんで……なんで俺がこんな……こんな目に……っ！」

「何だよあぁらぁっ！　俺おれが、俺何した、俺が何したってン……した、したよな、ウァ、ウ」




「なんで……なんで俺は……あんな事を……！」
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12年前　夏休み最終日　来らい神じん中学校　生物室




「だからさ、野球賭と博ばくとか、良くないと思うよ？」

「まだ言うのか。呆あきれたな」

　もう、どのぐらいこの言い合いが続いているだろうか。

　臨いざ也やは少しうんざりしながら、目の前の部長を睨ねめ付ける。

　彼が生物部の副部長として夏休みの植物管理を買って出たのには、ある目的があった。

　定期的に入り浸びたる事になるこの生物室を、野球賭博の取引現場とする為ためだ。

　食虫植物を見たい、と称して生物室に来た一般生徒達。だが、彼らの殆ほとんどは食虫植物などではなく、野球賭博の胴どう元もとである臨也に会いに来るのが目的だった。

　植物観賞という建前がある以上、教師にもバレる事なく、仕事は暫しばらく順調に進んでいたのだが──夏休みの最終日というこの日、たまたま生物部の部長である岸きし谷たに新しん羅らに、賭博の現場を見られてしまったのだ。

　そして、彼はしつこく臨也に止やめるように説得し続けていたのだ。

　部長──岸谷新羅は、正義感から言っているわけではない。

　それは臨也も理解していた。

　恐らくは、彼の『片想いの相手』に認められる為ため、自分を正義の味方に仕立て上げようとしているのだろう。

　臨也はそんな新羅になんとなく苛いら立だちを覚え、頑かたくなに拒否し続けたのだが──

　新羅は、そんな臨也に対して、怒るでも悲しむでもなく、ただ淡たん々たんと仕事を辞めるように説得し続けていたのである。

「新羅、君は馬鹿か？　それじゃまるで君は、自分の意思すらない、家族にいい顔をするだけの操あやつり人形みたいだ」

「大事な人と糸が繫つながるなら、俺は人形でも別にいいんだ」

「話にならないな」

　臨也は本当に苛立ちを覚え、そんな会話をしてから暫しばし沈ちん黙もくしていたのだが──

　その沈黙を打ち破ったのは、臨也でも新羅でもなく──静かに扉とびらを開けて現れた、第三者の少年だった。

「……臨いざ也やぁ」

　ぼそりと呟つぶやいた少年に、新しん羅らが笑顔で手をあげる。

「やあ、奈な倉くら君じゃないか。食虫植物を見に来たのかい？」

　級友の挨あい拶さつを無視して、両目の下の泣きぼくろが特徴的な少年は、ゆっくりと臨也に近づいていった。

「……どうしたんだい？　今日きようは、もう賭かけは締め切ってるよ？」

　その言葉だけで、奈倉が『野球賭と博ばく』の常連である事が理解できる。新羅はこれといって表情を変化させず、臨也と奈倉の間で視線を往復させ続ける。

「なあ……頼むよ、金ぇ、貸してくれよ」

　どこか虚うつろな表情で、唇くちびるを震ふるわせながら臨也に歩み寄る奈倉。

「金貸しはやってないよ」

「じゃあ、昨日きのうまで賭けた金、アレ、返しくれよ……。まずいんだよ、このままじゃ、親おや父じの財さい布ふから金を抜いたのがバレちまうんだよぉ……」

「自じ業ごう自じ得とくだろう？　俺おれは、賭けを強制した事は一度も無いんだからね」

　冷たく笑う臨也に、奈倉は唇を一ひと際きわ強く震ふるわせた後──

　ポケットから小さなナイフを勢い良く取り出し、唇以上に震える掌てのひらに握にぎり込んだ。

「……本気かい？　奈倉君」

　スウ、と、目を細めて尋たずねる臨也に、奈倉は歯をガチガチと打ち鳴らしつつ言葉を綴つづる。

「出せって、出せっつってんだよ、返せ、かえっ……返せよ！」

　自分でも何を言っているのか良く解わかっていないのだろう。ろれつすら回っていない状態で、ナイフを手に一歩一歩臨也へと近づき──

「正直な話、君にそのお金を返す価値があるとは思えないな。知ってるんだよ。君、何度か賭けに勝った人の後を尾つけたりしてたろ？　苦情が来てるんだよ」

　臨也がそんな事実を口にした次の瞬しゆん間かん、奈倉はワナワナと勢い良く駆かけ出した。

「いっ……いいから返せ、返せよぉ……ラァっ！」

「……馬鹿な奴やつだね、本当に」

　臨也は僅わずかに緊きん張ちようの色を瞳ひとみに浮かべ、相手を迎げい撃げきすべく近場の椅い子すに手をかけたのだが──

　緊張が最大限に高まった二人の間に、唐とう突とつに新羅が飛び込んできた。

「まつぐぼっ」

　恐らく『待て』というような事を言いたかったのだろう。

　だが、間に割り込んだにも関わらず、奈倉は欠片かけらも止まる事はなかった。

　腹に衝しよう撃げきを受けた結果生まれたのが「まつぐぼ」という奇き妙みような叫びであり──

　副産物として、血が生物室の中に散らばった。

　そして、自分の握るナイフに血の付いているのを見て、途と端たんに奈倉の顔が蒼そう白はくになっていく。

「あっ……え？　ち、ちが、ちが、ちがう、俺おれ、脅おどかすつもりで、臨いざ也や、を」

　自分が何をしたのか認めたくないのか、先刻以上に唇くちびるを震ふるわせながら、必死に首を左右に振る奈な倉くら。

「俺じゃない、俺じゃ、悪くない、俺、うあ、うあああああああ！」

　彼はそのままナイフを投げ捨て、生物室から走り去ってしまった。

　臨也は倒れた新しん羅らに駆かけ寄り、ナイフが当たったと思しき脇腹に目を向ける。

　内臓がはみ出るような大きな傷ではないが、血が溢あふれ出しており、新羅の服に赤い模様が広がっていく。

「待ってろ、今救急車を……」

　臨也が、当時としては珍めずらしかった携帯電話を鞄かばんから取りだした時、新羅がその手をガシリと摑つかんだ。

「その前に……用具入れにある……ガムテープ……取って」

「え？」

「……とりあえず……止血する……から」

「……ああ」

　腹を刺さされているというのに、手慣れた様子で指示を出す新羅に、臨也は言われるままガムテープを差し出した。

　特殊な巻き方で器用に傷口を塞ふさぎながら、新羅は臨也に笑いかけた。

「はは、やっぱり、ヒーローとか、柄がらじゃないね」

「喋しやべらない方がいいんじゃないか？」

　臨也の言葉に、新羅は照れるように呟つぶやき続ける。

「ヒーローになれば……僕ぼくが好きな人に、褒ほめて貰もらえると思ったん……うぐっ！」

「おいおい……」

「大だい丈じよう夫ぶ、すぐ死ぬような傷じゃないよ。内臓は無事みたいだし、奇き跡せき的に、腹ふく膜まくにも達してないみたいだ……うぐっ」

　青い顔をしながら喋り続ける新羅を見て、臨也の胸中に飛来した感情は──

　嫉しつ妬とだった。

　彼は、人間を観察する側の存在だという自負があった、自分が周囲よりも一段上の高みにいる人間だと思っていたのだ。

　だが、そんな自分と違い、岸きし谷たに新羅は本当の意味で違う次元にいるのだと。

　正義感でも、本能でもなく、『誰かに認められる為ために』、あっさりとナイフの前に立つなど、そう簡単にできるものなのだろうか？　愛は盲もう目もくというが、新羅の場合は、明らかに常じよう軌きを逸いつしている。

　自分自身も含めて、基準が完全に人間から乖かい離りしているように思えたのだ。

　この時は臨いざ也やも少し焦あせっていた為ため、正確に自分の感情を整理できてはいなかったのだが、後で思い返した時、臨也は新しん羅らについて『違う次元から人間を見ているかのようだ』と分ぶん析せきした。

　もっとも、臨也と違い、新羅は人間の事が好きなわけではないのだが。

　だが、それでも臨也は、羨うらやましいと感じていた。

　周囲の人間とも、自分とも全く違う次元にいる、同級生の少年。

　そんな彼を見ていて──救急車を呼ぶための、携帯電話のボタンを押す手が止まった。

「……なあ、新羅」

　刺さし傷の痛みに呻うめいている級友を前に、臨也は、小さな声で問いかけた。

「その傷さ、俺がナイフで刺した……って事にしていいか？」

「いつつつ……え？」




「その代わりに……俺おれが、一生かけて奈な倉くらの奴やつに後悔させてやるからさ」
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12年後




『それで、何て答えたんだ？』

「えーと、『じゃあ、それで』だったかな」

　布ふ団とんに横になる新羅の答えに、セルティ呆あきれたように文字を綴つづる。

『お前は……本当に時々ダイナミックな行動をする奴やつだが、子供の頃からだったんだな』

「ふふふ、セルティの前では優等生を演じていたからね」

『すまない、優等生にも見えてなかった』

「そんな!?　……うぐっ」

　思わず大声を上げ、骨折した箇所に強い軋きしみを感じる新羅。

　セルティは慌あわてて新羅を落ち着かせ、彼の首筋の汗あせをタオルで軽く拭ふきとった。

　腹の疵きず痕あとは、級友に刺されたものであり、臨也がその罪を被かぶって、それをネタに級友をずっとパシリにし続けた。

　それが、数日前にセルティが新羅から聞いた『真実』だった。

　だが、今日きよう改めて詳しよう細さいを聞いていると、新羅の方にも大分問題が感じられる。

　一方で、『新羅らしい』という思いもあり、セルティは複雑な想いで話の続きを切り出した。

『しかし、お前はそれで良かったのか？　刺した相手と、何食わぬ顔で過ごすなんて大変だったろうに』

「いや別に？　元々興味無い相手だったから。ああ、でも刺された事は、後から思い返したら凄すごく凄く許せなくてさ。臨いざ也やにいいように使われてるのがいい気味だって思ってた」

『……お前がそんな事を思うなんて珍めずらしいな』

「だって、もしも刺さされて死んだら……死ぬのはともかく、もうセルティに会えないかもしれないじゃないか。そう考えると、彼は僕ぼくからセルティを奪うばおうとしたも同然だよ。許せるわけないよ！」

　力説する新しん羅らに再び呆あきれつつ、セルティは再び溜ため息いきを吐はくように肩かたを上下させ──今回の仕事の『報ほう酬しゆう』について振り返った。

　結局、彼女は妙みようなチップを回収したり、わざとパソコンを盗ぬすまれたり、臨也の妹を守るぐらいの仕事しかしていないのだが、臨也にとってはそれで充分だったようで、『仕事は無事に成功したよ』という連れん絡らくと共に呼び出された。

　そして、意外と良い金額が入った封ふう筒とうと共に、臨也から支し払はらわれた『情報』の内容は──




　──澱よど切ぎり陣じん内ない。

　──臨也は、それがストーカーに新羅を襲おそわせた黒くろ幕まくだと言っていた。

　──にわかには信じがたいが……あいつがこういう場面で噓うそをつく奴とも思えない。

　──それに、ルリちゃんの元の社長という事を考えると、確かにストーカーと繫つながりはある。

　──……。

　──だが、それ以上に……私が気になったのは……。

　──気になった……のは……。

「どうしたの？　セルティ？」

　新羅の声に我に返り、誤ご魔ま化かすようにＰＤＡを打ち込んだ。

『いや、なんでもない』

「セルティ、何か隠かくしてない？」

　尋たずねてくる新羅に、セルティはハッキリと答えた。

『ああ、隠してる。だが、言いたくない』

「……ずるいやセルティ。そう言われると、僕にはもう為なす術すべがない」

　泣きそうな顔になった後、新羅はしょうがないなと溜息を吐ついた後、セルティに優しく微笑ほほえんだ。

「いいよ。無理には聞かない。あ、一応確認しておくけど、誰かと浮気してるとかじゃないよね？」

『それはないから安心しろ』

「安心したよ……安心したらなんか眠ねむくなってきた……ふぁ……」

　嬉うれしそうに目を閉じ、ゆっくりと眠りに落ちていく新羅。

　そんな新羅に意識を向けながら、セルティの心は締め付けられる。

　彼女が悩んでいた事は、臨いざ也やから報ほう酬しゆうとして受け取った事実についてではない。

　問題なのは──彼女が報酬の情報を受け取る時に感じた、強い気配の事だった。




　忘れよう筈はずもない、自分自身の首の気配。




　──間違いない……。

　──私の首は……臨也の奴やつが持ってる。

　首は矢や霧ぎり製薬の女が持ち逃げしている。臨也の情報収集能力を考えれば、とっくにその女と接せつ触しよくして首を入手していてもおかしくはないだろう。

　ぼんやりとしか感じなかったはずの気配が、今までにないぐらい強く強く感じられた。

　気になって、数時間後に同じ場所に行ってみたのだが、その時は既すでに首の気配はいつもと同じぐらいの強さしか感じられなかった。

　──やっぱり、あの場に臨也が持ってきてたのかもしれない！

　──でも……何のために？

　──臨也、やっぱりあいつは信用できない。

　──いや、でも……あいつを追及して……首を返せと言って……どうなる？

　首を取り戻したら、今の生活と記き憶おくはどうなってしまうのか？

　新しん羅らが恐れていたように、池いけ袋ぶくろで新羅と共に過ごした全すべてを忘れ、本来のデュラハンとしての使命を果たすべく、この街での生活を失ってしまうのではないだろうか？

　それを考えると、セルティは今までとは逆に、首と自分が接触してしまう事が恐ろしくて仕方なかった。

　彼女はその気持ちを抑おさえる為ため、改めて新羅の顔を見る。

　──新羅。

　結局どうするべきなのか、答えは出なかったが──

　彼の顔を見るだけで、自分の心が深い安あん堵どに包まれるのを感じていた。

　新羅が襲おそわれた時は、怒いかりによって新羅が掛け替えのない存在だと気付き──

　こうして彼に心を癒いやされる事で、改めてそれを確認する。




　そして、セルティは、かつて考えた事を再び強く思う。

　これが、人間のいう恋や愛と同じ感情なのかは解わからない。

　だが、せめてそうであって欲しい。新羅と自分が、同じ感情で繫つながっていて欲しいと──

　彼女は祈いのる神も持たず、ただ、池いけ袋ぶくろの街にそう願い続けた。
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池いけ袋ぶくろ某ぼう所しよ　路上




「結局、運び屋は何も言わなかったよ。気付いてはいたと思うんだけどね」

『これで言うのは１０００回目ぐらいだと思うけど、貴方あなたって、本当に最低の人間ね。……私はあの首無しライダーのことは大だい嫌きらいだけど……今回ばかりは、ちょっとだけ同情するわ。考えて見れば、誠せい二じを誘ゆう惑わくしたのはアイツじゃなくて首の方なんですものね』

　携帯電話から聞こえて来る波なみ江えの声に、臨いざ也やは首を回しながら答える。

「君の憎ぞう悪おの基準は本当に明確だね。まあ、どっちにしろ、彼女が首を寄越せと言ったりしないのは解わかってたよ。俺おれが気になったのは、首の方に変化があるかどうかなんだけど……見た限りの変化はないね」

『滑こつ稽けいな話ね。人間好きを公言する貴方が、死後の世界に希望を見いだしてるなんて』

「逆だよ。人間が好きだから、永遠に人間を見続けたいのさ」

『神様気取り？』

　波江は呆あきれたように言うが、臨也は肩かたを竦すくめて反論する。

「そんな事はないさ。人間をどうこうしようなんて思わない。ただ、見ていたいだけさ。ああ、ときどき面白くなるようにちょっかいも出せたら最高だけどね」

『邪じや神しんそのものね。北ほく欧おう神話のロキ気取り？』

「君といい四し木きさんといい、最近神話でもブームなのかい？」

　そんな会話をいくらか紡つむいだ後、仕事の話を済ませて電話を切る臨也。

　彼は少し道を歩いた後、別れ際にセルティが言った事を思い出す。

　──『しかし、今日きようは少しお前の事を見直したよ。妹を守ってくれだなんて……お前も、自分の家族を心配するぐらいの人間性はあったんだな』

　それが、果たして首の気配を感じた動揺を隠かくすためのおべっかなのか、あるいは本心なのかは解らない。

　だが、臨也は心しん中ちゆうで、そのセルティの言葉を否定する。

　──違うよ、運び屋。

　──てんで的まと外れさ。

　──俺おれが妹の護衛を頼んだのは……。

　──あのバーに……贄にえ川かわ春はる奈ながいるあのバーに来られたら困るから。それだけの話さ。

　そして、池いけ袋ぶくろの街を歩きながら、臨也は暫しばし考える。

　自分にとって、苦手意識はあるものの、やはり妹達も他ほかの人間達と同じなのだろうと。

　折おり原はら臨いざ也やという個人にとって、家族も他人も等しく友人という範はん疇ちゆうにあるのだと。

　だが、ふと臨也は、中学校時代の事を思い出す。

　今回の事件の発ほつ端たんとも言える、奈な倉くらが新しん羅らを刺さした時の思い出。

　──考えてみれば……。

　──あれは、唯一俺おれの人格形成に、明確に影響があった事件かもしれないな。

　あの時、自分の中に湧わき起こった嫉しつ妬とや敗北感といった感情を思い返し、自分にとって、岸きし谷たに新羅という人間は、友人というよりもライバルのようなものだったのではないかと考える。

　平へい和わ島じま静しず雄おのような憎ぞう悪おの対象ではなく、自分が目指すべき存在だったのではないか？

　だが、今の新羅を頭の中に思い浮かべ、笑いながらそれを否定した。

「そんなわけはないか」

　──だけど、今思うと、確信を持って浮世離れしてたあいつが羨うらやましかったのは確かだな。

　そして、彼は今、その友人すら裏切ろうとしている。それこそ、臨也の基準ではなく、世の中の多くの人間が使う意味での『友人』と言える存在を。

　──セルティに首を近づけたって知ったら、あいつ、怒るだろうな。

「ははっ」

　唯一とも言える、世間基準での『友人』が怒いかる姿を想像し、小さく笑う臨也。

　何も恐れることはない。

　今までもそうして生きてきたのだと、笑い──


笑い──　　　　　　　　　　




笑い──　　　　　　




笑い──　　






　彼は右手で拳こぶしを握にぎり、それを思い切り電柱に叩たたきつけた。




　激しい音がするが、裏路地の為ため、臨也の行為に気付いた者は誰もいない。

　その時、臨也がどんな表情をしていたのか。

　何な故ぜ、拳を打ち付けたのか。

　彼が、何を思ったのか──

　それを知る者はこの世のどこにも存在しない。




　何故なら──




「あ、いたいた！　イザ兄にい！　イーザー兄ーっ！」

「……族兄さん……」

「おや、どうしたんだい二人とも。蹴けりかかる前に声をかけるなんて珍めずらしいじゃないか」

　妹達の声に振り返った時の臨いざ也やは、いつもと変わらぬ笑顔だったのだから。

「イザ兄にいのこと、今日きようはちょっと見直したよ！　あの首無しライダーに、クル姉ねえを守るようにお願いしてたんだって!?」

「……疑本当なの……？」

「やれやれ、おめでたいね。首無しライダーに秘密にしてる仕事があったから、邪じや魔まされないようにお前達を利用したまでさ」

　妹達の感謝の言葉に対し、ストレートに理由を告げる臨也。

　だが、彼女達は顔を見合わせた後、笑いながら口を開く。

「それでもいいよ！　ありがと、イザ兄！」

「……謝ありがとう……」

「お前達の考えは、本当に読みづらいな」

「イザ兄が素直じゃないだけだよ」

　苦笑しながら歩き出す臨也の左右に付きそう双ふた子ご。

　右側にいた舞まい流るが、兄の顔を見上げながら、自然な調子で言葉を紡つむぐ。

「ねえ、イザ兄、イザ兄は私達の事を他ほかの人と平等に扱ってるかもしれないけど、私達は、ちゃんと兄貴の事を家族だって思ってるんだから、それは忘れないでよ？」

「なんだ？　急に嬉うれしい事を言ってくれるじゃないか」

　死ねと言いながら蹴り掛かってきた舞流の言葉とも思えず、チラリと妹の顔を見たのだが──彼女達は、いつも通りの無む邪じや気きな笑顔を浮かべて、言葉を続けた。

「だから、もしイザ兄が静しず雄おさんに殺されたら、喜ぶ前にちょっとは泣いてあげるからね！」

「微少しだけ……」

「……お前達に家族愛を期待した俺おれが馬鹿だったよ」

　クスリと笑いながら、臨也は更さらに歩を進める。

　そんな彼の右手を見て、舞流が首を傾かしげつつ問いかけた。

「あれ、イザ兄、なんか右手腫はれてない？」

「……健大丈夫？」

　不安げに見つめる九く瑠る璃りの頭を左手でポンと撫なで、溜ため息いきと共に噓うそを吐つく。

「ああ、ちょっとシズちゃんに追い回されて、その時にね」

「なーんだ、自じ業ごう自じ得とくかあ」

「お前達も、あんな筋肉馬鹿に近づくんじゃない。死ぬぞ」

　そんな会話を続けながら、兄妹が夜の町に消えていく。

　街は如い何かなる者も受け入れるとばかりに──彼らの言葉は、まるで普通の家族であるかのように、自然な調子で街の喧けん噪そうの中に溶とけ込んでいった。
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翌日　池いけ袋ぶくろ　露ロ西シ亜ア寿ず司し




「最近、平和っすねえ」

　カウンターに座って寿司を待つ遊ゆ馬ま崎さきの言葉に対し、隣となりに座っていた渡と草ぐさが怒いかりながら否定する。

「全然平和じゃねえよ！　ルリちゃんの知り合いの家に放火しようとしてた野や郎ろうが捕つかまったんだ……こんな物ぶつ騒そうな世界もねえ！」

「捕まったんだからいいじゃないっすか」

「馬鹿！　まだ主犯の徒あだ橋ばしって糞くそ野郎が捕まってねえんだ！　畜ちく生しよう……顔写真とか出てりゃ、俺おれのワゴンで町中を探し出して、ホイールのサビにしてやるのに……！」

「落ち着けよ、渡草」

　門かど田たが熱い茶を啜すすりながら窘なだめていると、カウンターを片付けていたサイモンが門田達に問いかける。

「アレレ？　今日きよう、狩かり沢さわお休みカ？　風か邪ぜ引いたカ？　風邪引いた時、体力つける、寿司のお土産みやげ買って行く、イイヨー」

「いやあ、狩沢さんは、今日はコスプレ仲間の女の子達と打ち合わせっす。だから、今日はマンガの話で盛り上がれる人がいなくて寂しいんすよ」

　長息を吐はき出す遊馬崎に対し、サイモンが更さらに言葉を紡つむぐ。

「オー、溜ため息いきつく、幸せ逃げて行くネ。逃げた幸せは何ど処こにアル？　噂うわさによると、イクラの中に入ってるヨ。イクラ、頼むといいネ。狩沢と離れていてモ、心は一いつ緒しよヨ。お腹なかが満ちル、心も満ちルね。三人で四人前食べる、イイヨー。狩沢の弔とむらい合戦ネ」

「弔いってお前……」

　門田がサイモンの言葉使いの間違いを指し摘てきしようとしたのだが──

　入口の扉とびらが開き、新たな客が入ってくる。

「ヘイ、いらっしゃー……オー！　久しぶりネ！　シャチョさん！」

　サイモンが上じよう機き嫌げんで迎え入れた客を見て、門田達も驚いた表情を浮かべ──店長のデニスが、一人冷静に、客と門田達に対して問いかける。

「どうする、座敷が空あいてるが、移動するか？」

　そして、入ってきた客は、門田に対して軽く頭を下げながら口を開いた。

「お願いしていいですか、門田さん」

「紀き田だ……」

「すいません、門かど田たさん達がここに入るの見かけたもんで……ちょっと、相談があって」

「ああ、そりゃいいけどよ……」

　門田が驚いた事は、二つ。

　一つは、紀き田だ正まさ臣おみがこの街に戻ってきていたという事。




　もう一つは──彼が、首に黄色いスカーフを巻いていたという事だった。
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池いけ袋ぶくろ某ぼう所しよ




　園その原はら杏あん里りがジュンク堂書店から出てきた時、日は既すでに傾き掛けていた。

　彼女は初心者の為ための料理の本を大量に買い込み、書店の袋ふくろを持ちながら家路につく。

　夏休み中、特に彼女に目的があるわけではないが、どこかしら、心が高こう揚ようしていた。

　──紀田君が、街に戻ってきた。

　──あの時だけかもしれないけど……。

　──元気そうで、良かった。

　先日のストーカー騒さわぎの時、杏あん里りが預かっていた猫ねこを紀き田だ正まさ臣おみが助けてくれた。

　何な故ぜあの場所に居たのかは解わからないし、結局殆ほとんど何も話さぬまま駆かけていってしまった。

　それでも、嬉うれしかった。

　帝人みかどが知ったら、きっと喜ぶだろう。

　最近様子がおかしかった帝人も、正臣に会えば元に戻るかもしれない。

　そんな希望もあったのだが、その後、何も進展は無い。

　だが、『必ず杏里達の前に戻る』という正臣の言葉は、杏里にとって何よりも力強かった。

　無事に正臣が戻り、また三人でいつもの日々が過ごせる時のために、彼女は自分がやるべき事が二つあると考えた。

　一つは、二人に食べさせる料理ができるようになろうという事。

　もう一つは──自分の中にある、罪さい歌かを完全に制せい御ぎよする事だ。

　全く相あい反はんする雰ふん囲い気きの目標を持って、杏里はとりあえず料理本を買う事から始めたのだ。

　だが、もう一つの方については、何をすればいいのか検討もつかない。こうしている間にも、『罪歌』は彼女の中に様々な愛の言葉を囁ささやき続けている。

　その声を心の額がく縁ぶちの向こう側に押し込めながら、杏里は溜ため息いきを吐つきつつ道を歩んでいたのだが──

「あ！　杏里ちゃんじゃん！　ヤッホー！」

　背後から自分を呼ぶ声がかかり、足を止めて振りかえる。

　するとそこには、二人の女性が立っていた。

　一人は知らない顔だが、もう一人は、知り合いの女性──狩かり沢さわ絵え理り華かだった。

「狩沢さん、こんばんは」

　相手の顔を見て、杏里の表情と心が僅わずかに綻ほころんだ。

　狩沢は、自分が『罪歌』を出している時の姿を目もく撃げきしているが、それでも普段と変わらずに接してくれている、非常に貴重な友人の一人だ。

「ジュンク堂に行ってたの？　なになに？　マンガとか買ったの？」

「いえ、料理の本を……あ、ええと……」

　狩沢の横に立つ少女を見て、おろおろとする杏里だったが、狩沢が笑いながら紹しよう介かいする。

「ああ、この子、筒つつ川がわアズサちゃん。私のコスプレ仲間でさー、たまに渡と草ぐさっちのワゴンにも乗ってるから、よろしくね！」

「あ、そうなんですか！　あの、園その原はら杏里です、よろしくお願いします……！」

「いいよ、アタイなんか相手にそんなに畏かしこまらなくて。筒川アズサだよ、宜よろしく！」

　清せい楚そな外見とは裏腹に、かなり男勝まさりな口く調ちようのようだ。

　杏里は面喰らいながら再び頭をさげ、狩沢に対して問いかける。

「今日きようは、遊ゆ馬ま崎さきさん達と一いつ緒しよじゃないんですね」

「うん、さっきまでコスプレサークルの集まりがあってさー。あ、丁ちよう度ど良かった！　前から杏あん里りちゃんに言おう言おうと思ってたんだけどさー」

「？」

　首を傾かしげる杏里に、狩かり沢さわは目を輝かせながら言い放つ。

　その言葉が、園その原はら杏里という少女の運命を微び妙みように変えるとも知らぬまま。

「杏里ちゃんさ……コスプレやってみない？　ううん、寧むしろ、やろうよ！」

「……えっ？」

　何を言っているのか理解できず、更さらに首を傾げる杏里に、狩沢は更に言葉を押し込んだ。




「アニメキャラとかじゃなくていいから！　メイドとか巫み女こ服とか、そういう軽いのからさ！」
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　自分がかつて世話していた少女が、巫女服着用の勧誘を受けているなどとは夢にも思わぬまま──粟あわ楠くす会幹部の赤あか林ばやしは、一人の男と会っていた。

　子供が既すでに家に帰った後の時間、公園のブランコに腰こし掛かけた赤林は──目の前に立つ情報屋に、一通の封ふう筒とうを手渡した。

「ま、大した仕事じゃないんだけどね。おいちゃんみたいな人間が、カタギの人を嗅かぎ回るのも迷めい惑わくだと思ってさ」

　封筒を渡された折おり原はら臨いざ也やは、いつも通りの笑みを顔面に貼はり付けつつ、赤林に問う。

「少し意外でした。赤林さんは、私の事を疑ってるものかと」

「ああ、これでもかってぐらい疑ってるよ？　おいちゃんの読みじゃ、兄ちゃんは明あ日す機き組とかとも仕事してるんじゃないかって思ってるんだけど、どうかな？」

　ヘラヘラと笑いながら、ブランコを揺らめかせる事もなく静かに座り続ける赤林。

「明日機組なら、同じ目め出で井い系列なんですから問題ないでしょう？　いや、してませんけどね」

「そう単純なもんじゃないってのは、兄ちゃんなら解わかるだろう？」

　臨也はその言葉には軽い笑みで答え、封筒の中にある写真を取りだした。

　写真を見た瞬しゆん間かん──臨也は、ほんの僅わずかに笑いの質を変化させる。

　だが、赤林の左目はそれを見逃さなかった。

「顔色が変わったねえ。……知り合いかい？」

「うちの学校の後こう輩はいですよ。彼がどうしたんですか？」

「何、おいちゃんが昔世話になった人の娘むすめさんがさ、その坊ぼう主ずとちょくちょく出かけてるって話なんだけどよ……。どうも、その坊ぼう主ずがカラーギャングなんじゃねえかって噂うわさがあってねえ。なに、恋路を邪じや魔まするような野や暮ぼ天てんする気はねえけどさ、その坊主が変な事に関わってねえかどうか、それが気になってねえ」

　ヘラリヘラリと話し続ける赤あか林ばやしの言葉を聞き、臨いざ也やは心しん中ちゆうで警けい戒かいレベルを上げていく。

　──赤林か。

　──確かに、喰えない男だ。

　──これは、俺おれという人間を測る為ための依頼でもあるのかな……？

　臨也は心中で不ふ敵てきな笑みを浮かべ、顔にはいつも通りの表情を浮かべたまま口を開く。

「解わかりました。もし何か変な事に関わってたら、俺からも止やめるように説得しますよ」

「悪いね。探たん偵ていさんとかに頼むより、年の近い情報屋さんの方がいいと思ってさ。いや、その娘むすめさんの両親、つまりおいちゃんの世話になった人はもう亡なくなってるからさ。なんかあったら、天国の御両親に申し訳ないと思ってね」

　世間話さながらの調子で話し続ける赤林に、臨也はあえて挑ちよう発はつするように尋たずねかけた。

「父親の方は、天国ですかねえ？」

「はっはっは、流石さすがは情報屋さんだ。その程度の話は知ってて当然ってわけだ」

　赤林の言う少女というのが園その原はら杏あん里りであるという事と、その父親が虐ぎやく待たいをしていたという事実を同時に含めた言葉だったが、赤林の表情に変化はない。それどころか、一秒と経たずに答えた所を見ると、その程度の挑ちよう発はつは予想済みという所だろう。

　──本当に喰えない男だ。

　──四し木きさんといい、粟あわ楠くす会は侮あなどれない奴やつが多いね全く。

　心中で苦笑を積み重ねながら、臨也は恭うやうやしく一礼してから封ふう筒とうを懐ふところにしまい込んだ。

「では、仕事としてキッチリ調べさせてもらいますよ」




「この写真の少年──竜りゆうケが峰みね帝人みかど君の『今』について、徹てつ底てい的にね」







　少年達の想いがすれ違い、大人おとな達の想いが蠢うごめき始め──

　池いけ袋ぶくろの街に、大きな渦うずが生まれようとしていた。

　渦の中心に待つものが何なのか、誰一人として予測もできぬまま。
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成なり田た良りょう悟ご

『漫画の世界に行きたい』と子供の頃から思ってますが、私が漫画の世界に入り込めた所で、せいぜいエキストラか被害者役だろうから、その世界でも『漫画の世界に行きたい』と思い続ける事でしょう。そんな事を思いつつ『コミＰｏ！』で著者近影を作る今日この頃。
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イラスト／ヤスダスズヒト

チャイナ服とつり目とワンピースに偏った情熱を燃やす関西ノリぶっちゃけ系イラストレーター。「月刊少年シリウス」で連載中の『夜桜四重奏』は、現在コミックス９巻まで発売中！
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